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Ⅰ 本報告書の目的 
 

 

 

男女共同参画社会の実現に向け、本市では、茅ヶ崎市総合計画の個別プランとして、国の

男女共同参画社会基本法に基づき「ちがさき男女共同参画推進プラン」【平成２３年度（２

０１１年度）～平成２７年度（２０１５年度）】（以下「プラン」といいます。）を平成２３

年３月に策定しました。 

 本報告書は、本市における男女共同参画社会の実現に向けた各種の取り組みを進める中で、

事業計画に基づく実施事業の進捗状況等を把握するとともに、実施事業の進捗状況の課題を

整理し、公表するものです。 

 

 

 

  

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

（２０１１年度） （２０１２年度） （２０１３年度） （２０１４年度） （２０１５年度）

前期事業計画

後期事業計画
見直し

ちがさき男女共同参画推進プラン

１ 目的 
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４つの

基本目標

１４の目標

事業計画に

基づく事業

男女共同参画社会の

実現

ちがさき男女共同参画推進プラン 進行管理のしくみ

プ
ラ
ン

事
業
計
画

【プランの評価】
◇市民のニーズを把握し、行政が実施

した事業がどのような効果をもたら
したかを調べる指標（成果指標）に

基づく評価
◇プラン終了後に達成状況を評価

【事業の評価】
◇目標を達成するために設定した事業

の進ちょく度を測る指標（活動指標
）に基づく評価

◇個別の事業をスケジュール管理

 

 

本市が、プランの成果指標に基づき、実施したプランの進捗状況を総合的に評価します。 

また、事務事業を実施した担当課が、活動指標に基づき、実施した事務事業を評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 評価者及び評価の対象 
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事業計画に位置付けた事業の着実な推進を図るため、指標による評価や課題分析、事業の

スケジュール管理を体系的に行い、効果的な事業計画の進行管理に努めます。 

 事業計画では、１４の目標ごとに指標に基づき事業の評価を行います。 

 進行管理にあたっては、茅ヶ崎市男女共同参画推進会議において随時状況を把握しつつ、

ちがさき男女共同参画推進プラン協議会における意見も踏まえ、各事業の着実な推進に努め

ます。 

 

 

 

  

プ

ラ

ン

事
業
の
実
施

自
己
評
価

進
ち
ょ
く
状
況
の
把
握

男
女
共
同
参
画
課

関
係
課
か
い

自
己
評
価
の
報
告

諮問・答申

報告・意見

報告評価
（事業への反映）

公

表

茅ヶ崎市

調査審議

協議会

３ 事業計画の進行管理 
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プランでは、男女共同参画社会基本法の理念に則り、男女共同参画社会の形成に向けた施

策を実施し、その進行管理を行う中で、施策の現状がどうなっているかを検証するため、プ

ラン策定時に評価指標を設定しました。この評価指標は、本市が実施したそれぞれの施策が

どのような効果（成果）をもたらしたかを調べる尺度（ものさし）とするもので、それぞれ

に目標値を定め示したものです。この評価指標は、計画期間である平成２３年度から２７年

度までの５年間、経年推移の観察が可能なアンケート手法による意識調査にて把握が可能な

ものを主として設定しました。 

 

１．男女共同参画の進捗状況に関する指標  

調
査
方
法 

指標名 説明 実績値 
目標値 

（平成２７年度） 

担
当
課 

ア
ン
ケ
ー
ト 

男女共同参画社会基本法を知

っている人の割合 

男女共同参画についての市民の

意識の浸透度を測る目安とし

て、男女共同参画社会基本法を

知っている人の割合を指標とし

て設定。※参考：内閣府「男女

共同参画社会に関する世論調

査」（平成 21 年 10 月）「男女

共同参画社会」という用語を聞

いたことのある人の割合

64.6％ 

33.7% 

（平成 17 年 9 月） 
60.0% 

男
女
共
同
参
画
課 

ア
ン
ケ
ー
ト 

ちがさき男女共同参画推進プ

ランを知っている人の割合 

男女共同参画についての市民の

意識の浸透度を測る目安とし

て、ちがさき男女共同参画推進

プランを知っている人の割合を

指標として設定。 

12.2% 

（平成 17 年 9 月） 

（前プランを知って

いる人の割合） 

50.0% 

男
女
共
同
参
画
課 

ア
ン
ケ
ー
ト 

茅ヶ崎市男女共同参画推進セ

ンターいこりあ（旧女性センタ

ー）を拠点とした男女共同参画

社会の形成に向けた取り組み

を知っている人の割合 

茅ヶ崎市男女共同参画推進セン

ターいこりあ（旧女性センター）

を拠点とした講座等男女共同参

画社会の形成に向けた取り組み

を知っている人の割合を指標と

して設定。 

なし 60.0% 

男
女
共
同
参
画
課 

４ 評価方法及び評価基準 
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２．基本目標に対する指標      

基
本
目
標 

調
査
方
法 

指標名 説明 実績値 
目標値 

（平成２７年度） 

担
当
課 

男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り 

ア
ン
ケ
ー
ト 

男女の地位における平等感

（社会通念・習慣・しきた

りにおける平等と思う人の

割合） 

男女共同参画の実現に向け、男女平等の

意識の浸透の目安として、社会通念・習

慣・しきたりにおいて男女の地位が平等

であると思う人の割合を指標として設

定。※参考：内閣府「男女共同参画社会

に関する世論調査」（平成 21年 10 月）

同左 20.6％ 

12.3% 

（平成 21 年

10 月） 

20.0% 

 

男
女
共
同
参
画
課 

ア
ン
ケ
ー
ト 

固定的性別役割分担意識に

ついて反対と思う人の割合 

多様な生き方を認め合う男女共同参画社

会の意識の浸透の目安として、「男は仕

事、女は家庭」という固定的性別役割分

担意識について反対と思う人の割合を指

標として設定。※参考：内閣府「男女共

同参画社会に関する世論調査」（平成 21

年 10 月）同左 55.1％ 

35.1% 

（平成 21 年

10 月） 

55.0% 

男
女
共
同
参
画
課 

仕
事
と
生
活
の
両
立
が
で
き
る
環
境
づ
く
り 

ア
ン
ケ
ー
ト 

女性が職業を持つことにつ

いて「子どもができても、

ずっと職業を続ける方がよ

い」と考える人の割合 

多様な生き方を認め合う男女共同参画社

会の意識の浸透の目安として、子どもが

できても、ずっと職業を続ける方がよい

と考える人の割合を指標として設定。※

参考：内閣府「男女共同参画社会に関す

る世論調査」（平成 21 年 10月）同左

45.9％ 

37.4% 

（平成 21 年

10 月） 

50.0% 

男
女
共
同
参
画
課 

実
績 

ワーク・ライフ・バランス

の推進 

※茅ヶ崎市次世代育成支援

対策行動計画（後期計画平

成２２年度～平成２６年

度）と連携 

人生の各段階に応じて、多様な生き方、

働き方が選択できる、仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）の実現に

向けた啓発講座等実施事業数を指標とし

て設定。 

3 事業 

（平成 21 年

度） 

4 事業 

男
女
共
同
参
画
課 

実
績 

待機児童解消のための保育

園の整備拡充（通常保育事

業） 

※茅ヶ崎市次世代育成支援

対策行動計画（後期計画平

成２２年度～平成２６年

度）と連携 

待機児童解消のため、また保護者の多様

な保育ニーズに対応するため、保育園の

入園児童数を指標として設定。 

※茅ヶ崎市総合計画第２次実施計画にお

いて、目標値を当初値の 2,500 人から上

方修正し、2,800 人に設定。 

2,101 人 

（平成21年6

月） 

 

2,800 人 

 

保
育
課 
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基
本
目
標 

調
査
方
法 

指標名 説明 実績値 
目標値 

（平成２７年度） 

担
当
課 

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り 

実
績 

家庭児童相談事業※茅ヶ崎

市次世代育成支援対策行動

計画（後期計画平成２２年

度～平成２６年度）より抜

粋 

家庭における適正な児童養育その他家庭

児童福祉向上のため、児童相談所、保健

福祉事務所、学校、警察署及び関係機関

との連携を緊密にしながら実施している

家庭児童相談室における相談解決率を指

標として設定。 

50.0% 

（平成 21 年

9 月） 

60.0% 

（平成 26

年度） 

こ
ど
も
育
成
相
談
課 

ア
ン
ケ
ー
ト 

女性のための相談室を知っ

ている人の割合 

問題解決の一助として、困ったときに安

心して相談できる女性のための相談室の

存在を知っている人の割合を指標として

設定。 

 

13.5％ 

（平成 17 年

9 月） 

40.0% 

男
女
共
同
参
画
課 

ア
ン
ケ
ー
ト 

女性がリプロダクティブ・

ヘルス／ライツを有すると

いう考え方に賛成する人の

割合 

女性が、妊娠・出産等、自分のからだの

ことを自分で決める権利である性と生殖

に関する健康と権利（リプロダクティ

ブ・ヘルス／ライツ）を有するというこ

との意識の浸透を図る目安として、その

考え方に賛成する人の割合を指標として

設定。 

65.4% 

（平成 21 年

10 月） 

75.0% 

男
女
共
同
参
画
課 

ア
ン
ケ
ー
ト 

メディア・リテラシーを知

っている人の割合 

「女性や子どもの人権を侵害するような

表現に問題意識を持って情報を取捨選択

し、読み解き、活用することが大切であ

る」という考え方の浸透を図るため、メ

ディア・リテラシーを知っている人の割

合を指標として設定。 

なし 増加 

男
女
共
同
参
画
課 

男
女
が
共
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り 

実
績 

市の審議会等における女性

委員の割合 

性別に偏らない政策、意思決定の場の実

現のため、市の審議会等における女性委

員の割合を指標として設定。 

25.7% 

（平成 22 年

3 月） 

40.0% 

※達成した

時点で新た

な目標値を

設定する。 

男
女
共
同
参
画
課 

実
績 

託児サポーター事業の活用 

子育て中の方が、啓発講座や審議会等へ

の参加が可能な体制を整えることを目的

とし託児サポーターを活用した事業数を

指標として設定。 

 

6 事業 

（平成 22 年

6 月現在） 

30 事業 

男
女
共
同
参
画
課 
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評価については、本市及び事務事業担当課の評価を示しました。 

男女共同参画の進捗状況及び基本目標については、本市の総評を示しました。 

また、実施した事務事業については、活動実績、実績値、活動率、予算額及び決算額を取

りまとめました。 

 

 

 

本報告書の対象となる事務事業の年度は、後期事業計画対象年度である平成２５～２７年

度としました。 

５ 報告事項 

６ 対象年度 
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Ⅱ 成果指標に基づく評価 
 

 

 

 男女共同参画に関する意識を把握し、今後の男女共同参画の施策に反映させるための基礎

資料とすることを目的として、毎年アンケートを実施します。 

このアンケートの結果と、本市の男女共同参画の進捗状況及びプランの基本目標の目標値

を比較し、本市が実施したプランの進捗状況を総合的に評価します。 

 なお、平成２７年度に実施したアンケートの設計及び回収結果は次のとおりです。 

 

１ 調査の設計 

①調 査 地 域：茅ヶ崎市内全域 

②調 査 対 象：市内に居住する満１８歳以上の男女 

③標 本 数：１，３００人 

④抽 出 方 法：住民基本台帳による無作為抽出法 

⑤調 査 方 法：郵送配布調査法（往復はがき） 

⑥調 査 期 間：平成２７年５月１日（金）から５月３１日（日）まで 

 ２ 回収結果 

  ①発 送 数：１，３００件 

  ②有効回収数： ４０４件 

  ③回 収 率：３１．１％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～毎年実施している 

はがきアンケートのイメージ～ 

 

１ 男女共同参画に関するアンケート調査 



男女共同参画の進捗状況

●指標の説明

【男女共同参画社会基本法を知っている人の割合】
　男女共同参画についての市民の意識の浸透度を測る目安として、男女共同参画社会基本
法を知っている人の割合を指標として設定。

【ちがさき男女共同参画推進プランを知っている人の割合】
　男女共同参画についての市民の意識の浸透度を測る目安として、ちがさき男女共同参画
推進プランを知っている人の割合を指標として設定。

【茅ヶ崎市男女共同参画推進センター（旧女性センター）を拠点とした男女共同参画社
会の形成に向けた取り組みを知っている人の割合】

　茅ヶ崎市男女共同参画推進センター（旧女性センター）を拠点とした講座等男女共同参
画社会の形成に向けた取り組みを知っている人の割合を指標として設定。

31.5 
35.1 

35.8 
32.3 33.4 

60.0  

6.7 
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（％） 

（年度） 

２ 男女共同参画の進捗状況に関する評価及び基本目標別評価 

 当初、計画策定時における目標値は、平成２１年１０月に実施した市民アンケー

ト調査（発送数：３，０００件、有効回答率：５３．９％、調査方法：郵送配布調

査（手紙によるアンケート調査））を主として設定しています。 

 進行管理における参考とする指標の結果は、平成２３年度から平成２７年度に実

施した、はがきによるアンケート調査の結果です。 
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●本市の評価
【平成２３年度】

【平成２４年度】

【平成２５年度】

【平成２６年度】

【平成２７年度】

【平成２３年度から平成２７年度までの総括】

　茅ヶ崎市における男女共同参画の形成の促進に向けた取組の理念となる「ちがさき男女共同参画推進プラ
ン」を、プランの期間である平成２３年度から２７年度の５年にかけて周知することで、男女共同参画の形成
された社会の必要性の周知につなげます。同時に、男女共同参画社会基本法を周知していきます。茅ヶ崎市女
性センターのこれまでの取組や役割を改めて見直し、より男女共同参画社会の形成を推進する施設となるよう
に、本市の取組を周知していきます。

　平成２４年度は、平成２５年４月１日に施設名称を「茅ヶ崎市女性センター」から、プラン名と符合する「茅ヶ崎
市男女共同参画推進センター」に名称変更する手続きを行いました。それに伴い、より親しみやすい施設となるよう
に愛称を募集しました。平成２５年１月１日号広報に掲載すると共に、施設利用者に周知広報し、名称変更に伴う愛
称募集の機会を捉え、改めて男女共同参画について考えていただくきっかけとしました。
　今後は、「茅ヶ崎市男女共同参画推進センター」を拠点に事業を実施し、男女共同参画について周知啓発をしてい
くと共に、愛称である「いこりあ」（平等な場所を意味する造語）を広く知っていただけるようプランと共に広報に
努めます。

　男女共同参画社会基本法を知っている人の割合は３５．８％、ちがさき男女共同参画推進プランを知ってい
る人の割合は７．９％と微増傾向にありますが、前者は目標値の５割台、後者は目標値の1割台となっていま
す。また、茅ヶ崎市男女共同参画推進センターを拠点とした男女共同参画社会の形成に向けた取組を知ってい
る人の割合は１０．９％で平成２５年度まで目標値の１割台となっていて、周知が進んでいない現状です。
　平成２５年度は、前期事業計画を見直し、改めて男女共同参画社会の形成に向けた事務事業を取りまとめた
後期事業計画の初年度です。残り２か年度となったちがさき男女共同参画推進プランの間で、特に本市の取り
組みの周知について、一層の広報活動に努めます。

　男女共同参画社会基本法を知っている人の割合は３２．３％、ちがさき男女共同参画推進プランを知ってい
る人の割合は７．４％、茅ヶ崎市男女共同参画推進センターを拠点とした男女共同参画社会の形成に向けた取
組を知っている人の割合は１１．７％という結果でした。いずれの数値もちがさき男女共同参画推進プラン期
間中、微増減を繰り返しており、目標値には遠く及んでいません。
　後期事業計画の最終年度である平成２７年度におきましては、本市の取り組みを通じ、より一層の周知に努
めます。

　男女共同参画社会基本法を知っている人の割合は３３．４％、ちがさき男女共同参画推進プランを知ってい
る人の割合は８．２％、茅ヶ崎市男女共同参画推進センターを拠点とした男女共同参画社会の形成に向けた取
組を知っている人の割合は７．７％と、周知が進んでおりません。
　しかし、神奈川県との共催事業として新たに「パパぢからＵＰセミナー」という男性向けのワーク・ライ
フ・バランス講座を３回開催し、１２８名（男性９８名、女性３０名）に参加していただくなど、今まで男女
共同参画推進センターに来たことがない方にも参加していただける事業を行い、男女共同参画社会の形成を推
進する施設として啓発に努めました。

　５年間の計画年度が終了しましたが、いずれも目標値を大幅に下回る結果となりました。男女共同参画社会
基本法を知っている人の割合とちがさき男女共同参画推進プランを知っている人の割合は５年間を通し微増し
ておりますが、茅ヶ崎市男女共同参画推進センターを拠点とした男女共同参画社会の形成に向けた取組を知っ
ている人の割合は減っており、男女共同参画社会の形成を推進する施設としての役割が十分に果たせていない
ことがわかります。
　平成２８年度から始まる次期プランである第２次ちがさき男女共同参画推進プランでは、これまでの取り組
みを見直し、男女共同参画推進センターとしての役割を果たすべく、積極的な取り組みが必要です。男女共同
参画社会の実現に向け、より一層の周知に努めてまいります。
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基本目標１　男女平等の意識づくり

●指標の説明

【男女の地位における平等感（社会通念・習慣・しきたりにおける平等と思う人の割
合）】
　男女共同参画の実現に向け、男女平等の意識の浸透の目安として、社会通念・習慣・し
きたりにおいて男女の地位が平等であると思う人の割合を指標として設定。

【固定的性別役割分担意識について反対と思う人の割合】
　多様な生き方を認め合う男女共同参画社会の意識の浸透の目安として、「男は仕事、女
は家庭」という固定的性別役割分担意識について反対と思う人の割合を指標として設定。
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●本市の評価
【平成２３年度】

【平成２４年度】

【平成２５年度】

【平成２６年度】

【平成２７年度】

【平成２３年度から平成２７年度までの総括】

　これまでのアンケートは、学校や家庭等、あらゆる場面と比較しながら回答することが可能な冊子形式でし
た。平成２３年度より開始したはがき形式は、紙面の制限から他の場面との比較による設問ではなかったこと
から、社会通念・習慣・しきたりにおける平等と思う人の割合が高い傾向となったと考えられます。
　男女共同参画の視点は、人権に配慮されたものであることが基本です。家庭でも地域でも、子どもの頃か
ら、男女共同参画への意識づくりにつながる取組を実施していくことの必要性について関係する担当課と共有
し、その取組を今後も実施していきます。

　平成２４年１０月、国は、平成２１年度と同等の男女共同参画に関する世論調査を実施し、本市もはがきによるアンケー
ト調査を逸ししました。「社会通念・慣習：しきたりなどにおける男女の地位の平等感について」は、平等と答えた人の割
合は（国２１．４％、市３０．６％）といずれも低い結果となっています。男性の方が優遇されている（国７０．４％、市
５８．７％）と比較しても、ポイント数に差がありますが、男性優遇と考えていることが伺え、傾向が似ていることがわか
ります。今後は、国のアンケート結果と比較しながら推移をみていくことが必要です。また、固定的性別役割分担意識であ
る、「「男は外で働き、女は家庭を守るべきかについて」は、賛成５１．６％、反対４５．１％という結果となっており、
指標設定時の参考とした２１年度調査と比べると、１０ポイント低い結果となっていますので、今後も傾向をみていくこと
が必要です。

　男女の平等感や固定的性別役割分担意識ついて反対と思う人の割合は、いずれも目標値を越えていますが微
減傾向にあります。
　男女共同参画社会基本法第４条には、「社会における制度又は慣行が男女の社会における活動の選択に対し
て及ぼす影響をできる限り中立なものとするように配慮されなければならない」旨が規定されています。
　このことに基づき、固定的性別役割分担意識をなくすことを目的とした講座等を開催すると共に、施策を立
案及び実施する関係課に対し、あらゆる施策や計画の策定段階において男女共同参画の視点を持つことの重要
性を啓発していくことに努めます。

　男女の平等感や固定的性別役割分担意識ついて反対と思う人の割合は、いずれも目標値を越えています。性
別でみると、男女の平等感について「男性の方が優遇されている」（女性６４．４％、男性５４．７％）と感
じている割合は、女性が男性より９．７ポイント高くなっています。また、固定的性別役割分担意識について
「反対」（女性６２．１％、男性５７．０％）と感じている割合は、女性が男性より５．１ポイント高くなっ
ています。
　男女がともに、社会における制度又は慣行について中立と感じられるよう啓発に努めます。

　男女の平等感や固定的性別役割分担意識ついて反対と思う人の割合は、いずれも目標値を越えています。
　男女の平等感について「男性の方が優遇されている」と回答した女性は７４．６％と、前年と比較して１
０．２ポイント上昇しております。また、男女別でみると女性７４．６％、男性５１．７％となっており、２
２．９ポイントもの差があります。
　また、固定的性別役割分担意識について『反対する意見』の年代別集計をみると、７０代以上が最も少なく
５０．４％、最も多い５０代が８１．３％と、世代間での意識の差が大きいことがわかります。
　今後も、あらゆる世代で男女がともに、平等と感じられるよう啓発に努めてまいります。

　５年間を通して、男女の平等感や固定的性別役割分担意識ついて反対と思う人の割合は、いずれも目標値を
越えています。
　しかし、男女の地位が平等であると思う人の割合は年々減少しており、社会通念・習慣・しきたりにおいて
は平等とは言えないことがわかります。
　固定的性別役割分担意識について反対に思う人の割合は微増となっていますが、世代間での意識の差も明ら
かとなりました。
　労働の場では男性中心の労働慣行が依然として根付いていることや、政策方針決定過程への女性の参画は未
だ低い状況にあるため、さらなる意識啓発と女性の活躍推進に向けて取り組んでまいります。
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基本目標２　仕事と生活の両立ができる環境づくり

●指標の説明

【女性が職業を持つことについて「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考
える人の割合】
　多様な生き方を認め合う男女共同参画社会の意識の浸透の目安として、子どもができて
も、ずっと職業を続ける方がよいと考える人の割合を指標として設定。

【ワーク・ライフ・バランスの推進】
　人生の各段階に応じて、多様な生き方、働き方が選択できる、仕事と生活の調和（ワー
ク・ライフ・バランス）の実現に向けた啓発講座等実施事業数を指標として設定。

【待機児童解消のための保育園の整備拡充（通常保育事業）】
　待機児童解消のため、また保護者の多様な保育ニーズに対応するため、保育園の入園児童
数を指標として設定。
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※平成23年度から平成25年度までは

茅ヶ崎市内の保育園の入園児童数です
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平成26年度は茅ヶ崎市在住の入園児童

数です（市外保育園利用も含む）。 
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●本市の評価
【平成２３年度】

【平成２４年度】

【平成２５年度】

【平成２６年度】

【平成２７年度】

【平成２３年度から平成２７年度までの総括】

　基本目標については、関係する担当課の協力を得て多くの事業を実施できました。社会の変化に伴い、指標
である「女性が職業を持つこと」については肯定的な意見が増えて、これまでのアンケート結果からも少しず
つ変化を見ることができます。女性が働きたい・働き続けたいと思った時、その時々の選択を可能とする環境
整備を継続的に行うと共に、「男は仕事、女は家庭」といった社会的な性別役割分担意識の解消のために、目
標１と関連する意識啓発に取り組んでいくことが必要であると考えます。待機児童の解消はもとより、家庭的
保育事業等その他の取組も活用し、ライフスタイルごとに選択肢がある社会の構築も、関係する担当課と共に
取組を推進していくことが必要です。

　「女性が職業を持つこと」については、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考える人の
割合は、平成23年度と平成24年度を比べると、7.9ポイント高い結果となっています。平成24年度の国の調
査では、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考える人の割合は、47.5％でした。
　また「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」という回答は、（国
30.8％、市48.3％）となっており、市では、「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をも
つ方がよい」という回答が多い結果となっています。
　今後も、基本目標２の指標のひとつである待機児童の解消に向けた取組など、仕事と生活が両立できる環境
づくりについて継続的に取り組んでいくことが必要です。

　女性が職業をもつことについて「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考える人の割合は増
加傾向にあります。引き続き、多様な生き方を認め合う男女共同参画社会の意識の浸透に努めます。
　その一つの方法としてのワーク・ライフ・バランスの推進に関する事業についても実施していきます。
　待機児童解消のための保育園の整備拡充における保育園の入園児童数については、その児童数を拡充してき
ました。今後も、本市の将来の人口の推移を注視しつつ、環境づくりに努めます。

　女性が職業をもつことについて「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考える人の割合を年
代別でみると、「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい」と考える方は３０
代以上の方に多く、１０代、２０代においては「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考える
方の割合が他の年代より多い傾向にあります。
　ワーク・ライフ・バランスの推進に関する事業に関しては、２市１町広域連携事業として広く啓発に努めま
した。
　待機児童解消のための保育園の整備拡充に継続して努めます。

　女性が職業を持つことについて「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考える人の割合を年
代別でみると、５０代が最も多く４８．４％となっています。また、「子どもができたら職業をやめ、大きく
なったら再び職業を持つ方がよい」と考えている人の割合は、女性４８．７％、男性４１．５％と女性の方が
多い傾向がわかります。一因として、女性は家事・育児・介護の問題を抱えているおり、育児時期である３０
代４０代と、介護時期である７０代以上の回答での割合が高いことが挙げられます。ワーク・ライフ・バラン
スの推進に関する事業として、父親向けにパパぢからＵＰセミナ―を開催し、啓発を行いました。また、待機
児童解消のための保育園の整備拡充も継続して行い、入園児童数前年比２４７人増となりました。

　アベノミクスの「成長戦略」の柱として「女性が輝く社会」が打ち出され、「女性の活躍」が注目されてい
ます。この５年間で、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考える人の割合が１５．１ポイ
ント上昇し、仕事を続けることに対して肯定的な意見が増えました。一方で、女性が抱える家事・育児・介護
の問題は解決されておりません。女性が出産後も働き続けることができ、Ｍ字カーブの底を浅くするために、
保育園の整備拡充を進めています。５年前と比較して入園児童数は１,１９８人増加していますが、待機児童の
解消には至っておりません。また、男性の育児参画の意識の変化を象徴するかのように、イクメンに続きイク
ボスという言葉も誕生しました。
　少子高齢化が進行し、労働力人口の減少が予想される中、仕事と生活の両立ができる環境づくりを進めるこ
とは、喫緊の課題であり、次期プランでも引き続き積極的に取り組んでまいります。

（年度）
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基本目標３　人権が尊重される社会づくり

●指標の説明
【家庭児童相談事業】
　家庭における適正な児童養育その他家庭児童福祉向上のため、児童相談所、保健福祉事
務所、学校、警察署及び関係機関との連携を緊密にしながら実施している家庭児童相談室
における相談解決率を指標として設定。

【女性のための相談室を知っている人の割合】
　問題解決の一助として、困ったときに安心して相談できる女性のための相談室の存在を
知っている人の割合を指標として設定。

【女性がリプロダクティブ・ヘルス／ライツを有するという考え方に賛成する人の割
合】
　女性が、妊娠・出産等、自分のからだのことを自分で決める権利である性と生殖に関す
る健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）を有するということの意識の浸透を
図る目安として、その考え方に賛成する人の割合を指標として設定。

【メディア・リテラシーを知っている人の割合】
　「女性や子どもの人権を侵害するような表現に問題意識を持って情報を取捨選択し、読
み解き、活用することが大切である」という考え方の浸透を図るため、メディア・リテラ
シーを知っている人の割合を指標として設定。
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●本市の評価
【平成２３年度】

【平成２４年度】

【平成２５年度】

【平成２６年度】

【平成２７年度】

【平成２３年度から平成２７年度までの総括】

　現在、基本目標３の中で暴力防止に関する取組を強化していくため、指標のひとつとして虐待に対する取組
を示しています。「人権の尊重」は、あらゆる目標において大切なテーマであり、特にリプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツについては、人権尊重の視点を忘れてはならないものです。健康に焦点を当てるだけではなく、
「女性がリプロダクティブ・ヘルス／ライツを有する」という考え方に理解がある社会となるように、啓発事
業の機会を持つことに努めていきます。
　メディア・リテラシーについても、関係する担当課が取り組む情報紙作成等にこの考えが配慮がされるよう
に啓発していきます。

　基本目標３については、国籍、年齢、障害などに関わらず、誰もが自立して生き生きと暮らすことを支援すると共
に、あらゆる暴力を容認しないことで、人権が尊重された社会づくりを推進するものです。特に人権尊重の視点か
ら、暴力防止に関する取り組みについては、日頃から様々な世代に向けて啓発を必要とするものです。
　基本目標３に係る各指標については、ほぼ昨年度並みの結果となっておりますが、「女性のための相談室」を知っ
ている人の割合については、他の指標と比べて目標値の約半分に留まる結果となっています。これまで以上に、周知
に努めていきます。
　また、平成２４年度は、「女性がリプロダクティブ・ヘルス／ライツを有する」に関しては、目標値を上回ってい
ますが、啓発等事業は積極的に実施するように努めていきます。

　家庭児童相談事業における相談解決率及び女性がリプロダクティブ・ヘルス／ライツを有するという考え方に賛成
する人の割合はいずれも高く、目標値を越えています。今後も、高い割合を維持できるように家庭児童相談室を運営
し、意識啓発に努めます。
　一方、女性のための相談室を知っている人の割合は１６．６％で目標値の４割台となっています。より多くの女性
にとって問題解決の一助となるよう、次年度以降は、これまで以上に女性のための相談室の周知に努めます。
　なお、メディア・リテラシーを知っている人の割合はほぼ横ばいとなっています。引き続き、市民・職員に関わら
ず、情報を取捨選択し、読み解き活用することの大切さを啓発していきます。

　家庭児童相談事業における相談解決率及び女性がリプロダクティブ・ヘルス／ライツを有するという考え方に賛成
する人の割合は引き続き高い数値を維持しています。
　一方、女性のための相談室を知っている人の割合は１７．８％と前年と比べて微増となったものの目標値には達し
ていません。今後も相談業務の整備拡充及び周知啓発に努めていきます。
　なお、メディア・リテラシーを知っている人の割合は年々増加し、目標値に近い数値まできています。年代別にみ
ると１０代、２０代において「知っている」という割合が高い結果となっています。最終年度に目標値を達成できる
よう、引き続き意識啓発に努めていきます。

　家庭児童相談事業における相談解決率は７０．３％と高い数値を維持しています。
　女性のための相談室を知っている人の割合は１８．３％と目標値には達していませんが、他課に相談があった場合
にこちらの女性のための相談室を案内してもらうなど、必要な方が相談につながるよう関係機関との連携を図り運営
してきました。
　女性がリプロダクティブ・ヘルス／ライツを有するという考え方に賛成する人の割合は８８．１％となり、年代別
でみると２０代が９６．０％、３０代が９３．６％、４０代が９５．２％と、妊娠・出産することの多い世代で賛成
する人が多いことがわかります。
　メディア・リテラシーを知っている人の割合が１６．１％となり、目標値を達成することができましたが、１０
代、２０代では４０％を超えているのに対し、３０代から７０代は１０％台となっており、世代間の格差があること
がわかります。

　家庭児童相談事業における相談解決率が年々増加しており、児童福祉の向上に寄与できたと考えております。
　女性のための相談室の認知度は依然として低いため、今後は更なる周知に努める必要があります。また、必要な方
が相談につながるよう関係機関との連携を深め、運営してまいります。
　女性がリプロダクティブ・ヘルス／ライツを有するという考え方に賛成する人の割合は５年間を通し高い数値を維
持し、意識が浸透していることがわかります。女性活躍推進法が施行され、働く女性の活躍がますます期待されてい
く中で、妊娠・出産など生涯を通じて男女が異なる健康上の問題に直面することを踏まえ、生涯を通じた健康づくり
に取り組んでまいります。
　メディア・リテラシーを知っている人の割合は年々増加しており、最終年度で目標値を達成することができました
が、世代間に格差があるため、これまで以上に周知啓発に取り組んでまいります。
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基本目標４　男女が共に参画するまちづくり

●指標の説明

【市の審議会等における女性委員の割合】
　性別に偏らない政策、意思決定の場の実現のため、市の審議会等における女性委員の割
合を指標として設定。

【託児サポーター事業の活用】
　子育て中の方が、啓発講座や審議会等への参加が可能な体制を整えることを目的とし託
児サポーターを活用した事業数を指標として設定。
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●本市の評価
【平成２３年度】

【平成２４年度】

【平成２５年度】

【平成２６年度】

【平成２７年度】

【平成２３年度から平成２７年度までの総括】

　市の審議会等における女性委員の割合は微増傾向にありますが、目標値である４０．０％を達成できません
でした。性別・年代に偏らない意思決定の場の実現のために、女性が参画する必要性を周知してまいります。
　また、託児サポーター事業の活用は２０事業となり、目標値を下回りました。要因として、託児付きの事業
は減っていませんが、子育て世代の参加が少なく、託児を必要としなかったことが挙げられます。託児スタッ
フ派遣数で比較すると平成２５年が３５０人、平成２６年が３９８人、平成２７年が３５２人ですので、事業
規模は縮小していないことがわかります。引き続き、子育て世代の方が参加しやすい事業を展開できるよう工
夫してまいります。

　国では「社会のあらゆる分野において、2020年までに指導的地位に女性が占める割合を少なくとも30％
程度とする目標」を掲げています。ちがさき男女共同参画推進プランにおいても指標の一つに「市の審議会等
における女性委員の割合」を設定し、取り組みを進めています。性別に偏らない政策、意思決定の場の実現の
ため、働きかけを継続していきます。
　託児サポーター事業の活用においては、昨年度同様目標値に達することができました。男女共同参画課主
催・共済事業を含め市の事業実施においては、子育て中の方の参加を促せるよう積極的な託児実施を行ってい
きます。

　多様性に富んだ活力ある社会の実現のためには、社会における女性の参画が重要であり、国では「社会のあ
らゆる分野において、２０２０年までに指導的地位に女性が占める割合を少なくとも３０％程度とする目標」
を掲げています。５年間を通して、市の審議会等における女性委員の割合は微増傾向にありますが、更に女性
委員の割合を増やす取り組みが必要です。
　平成２８年度から始まる次期プランである第２次ちがさき男女共同参画推進プランでは、地域の女性リー
ダーを養成するような取り組みを行い、社会における女性の参画を進めてまいります。また、子育て世代の女
性が参画しやすいよう、託児スタッフ派遣についても引き続き取り組みます。

　政策、意思決定の場への女性の参画は、これまでも取り組んできた課題ですが、審議会の委員改選に伴い、
平成２２年度（２７．６％）と比較して平成２３年度の女性委員の割合が下がったことは残念です。
　女性の参画の少ない分野への女性の参画も含め、性別に偏らない政策、意思決定の場の実現はもとより、誰
もが参画する機会が持てるように事業の開催日や開催時間に配慮することに努め、その必要性を共有できるよ
うにしていくことが必要です。
　そのためにも、あらゆる市の事業に託児事業が定着するようにサポートしていくことと共に、市の事業への
参加が、今後の社会参加や地域への参画につながるものとなるように、啓発していきます。

　審議会等における女性委員の割合は、平成２３年度と比べると微増となっています。今後は、委員の改選時には男
女比に配慮していただけるよう、関係課かいに働きかけると共に、会議の開催日や開催時間への配慮をすることが誰
もが参加しやすい事業に繋がるものであることを引き続き周知していきます。
　託児サポーター事業につきましては、年々託児がある事業が増えており、順調に事業を展開しています。子育て世
代の各種事業への参加者の増加と共に、審議会等への参加率も増えるように啓発し、事業を展開していきます。
　また、今後は防災分野における男女共同参画の視点への配慮の必要性について周知し、平常時より男女の別なく参
画できるしくみづくりに努めることの必要性を事例と共に関係課かいに情報提供していきます。

　市の審議会等における女性委員の割合は微増傾向にあります。この割合を増加させるためにも、事業の日程
に配慮したり、後述する託児サポーター事業等を活用して女性が参画しやすくしたりすることの必要性を周知
していきます。
　託児サポーター事業の活用は関連事業が増加傾向にあり、目標値を越えています。また、平成２３年度と平
成２５年度を比較するとほぼ２倍となっています。
　次年度以降も、当該事業の利用者及び託児スタッフ双方にとって、社会参画につながるよう努めます。
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Ⅲ 活動指標に基づく評価 

 

 

 

 

 プラン、プランの基本目標及びプランの目標の活動率は次のとおり算出します。 

 いずれも単位は％とし、小数点第 2位以下を四捨五入します。 

  

※平成２５年度活動率を算出例としています。 

 

 （１）プランの目標の活動率 

   （当該目標の活動率の合計÷当該目標の活動率の最高値）×１００ 

  例：目標３の活動率 

   （５５１．９％ ÷ ６００．０％） × １００ 

   ＝ ９１．９８％ → ９２．０％ 

 

 （２）プランの基本目標の活動率 

   当該基本目標に属する目標の活動率合計÷当該基本目標に属する目標数 

  例：基本目標１の活動率 

   （目標 1の活動率１００．０％ ＋ 目標２の活動率１００．０％ ＋ 目標３の

活動率９２．０％） ÷ ３ 

 ＝ ９７．３３％ → ９７．３％ 

 

（３）プランの活動率 

  基本目標の活動率の合計 ÷ ４ 

 平成２５年度のプランの活動率 

  （基本目標１の活動率９７．３％ ＋ 基本目標２の活動率８９．０％ ＋ 基本目

標３の活動率８１．６％ ＋ 基本目標４の活動率９４．６％） ÷ ４ 

 ＝ ９０．６２％ → ９０．６％ 

 

  なお、各事務事業の活動率については次ページ以降に記載しています。 

  

１ プラン、基本目標及び目標の活動率 
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内  容 
活動率 

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

ちがさき男女共同参画推進プラン 90.6％ 91.8% 92.4% 

基本目標１ 男女平等の意識づくり 97.3% 97.３% 92.1% 

 

目標１ 男女平等について学ぶ機会を増やす 100.0% 100.0% 100.0% 

目標２ 「男は仕事、女は家庭」という固定

的性別役割分担意識をなくす 
100.0% 100.0% 100.0% 

目標３ 平和の尊さを啓発する事業と国際連

携及び協力を推進する 
92.0% 92.0% 76.4% 

基本目標２ 仕事と生活の両立ができる環境づくり  89.0% 88.2% 92.6% 

 

目標４ 働きやすい環境をつくる 95.6% 96.2% 94.1% 

目標５ 子育て、介護がしやすい環境をつく

る 
89.5％ 93.３% 96.2% 

目標６ 男性の家庭生活や地域生活への参画

をすすめる 
79.5% 75.0% 87.5% 

基本目標３ 人権が尊重される社会づくり 81.6% 89.6% 95.2% 

 目標７ あらゆる暴力をなくす 95.6% 96.5% 99.1% 

 
目標８ 茅ヶ崎市女性センターを拠点とした

相談事業に取り組む 
66.7% 100.0% 100.0% 

 

目標９ 女性が自分のからだのことを自分で

決める権利を女性の人権として確立す

る 

82.0% 92.6% 95.0% 

 目標１０ 生涯にわたる健康を支援する 95.8% 87.5% 91.7% 

 

目標１１ 人権尊重のために、メディアから

の情報を主体的に読み解く力（メデ

ィア・リテラシー）を育成する 

60.0% 80.0% 100.0% 

 
目標１２ 様々な困難を抱える人々が安心し

て暮らせる環境を整備する 
89.5% 80.7% 85.1% 

基本目標４ 男女が共に参画するまちづくり 94.6% 92.2% 88.5% 

 
目標１３ 政策・方針決定過程の場に女性の

参画を増やす 
97.0% 96.4% 87.1% 

 
目標１４ 市民が主体的に男女共同参画を推

進する 
92.2% 87.9% 89.8% 



基本目標１　男女平等の意識づくり

目標１　男女平等について学ぶ機会を増やす

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

1 階層別研修
男女平等の職場づくりやハラスメ
ントに関する意識向上を目的とす
る研修の受講の機会をつくる。

○ ○ ○

新採用職員
管理監督者
※後期事業
計画より
「新採用職
員」から変
更

新採用職員研
修、危機管理研
修、メンタルヘ
ルス研修
※後期事業計画
より「新採用職
員研修」から変
更

実施回数 14回 3回 14回 100.0% 199

2
生涯学習の機
会の提供

地域に根ざした学習活動の促進の
ため、市民主導で事業を展開す
る。庁内外との連携により、市民
の多様な学習ニーズに応えられる
よう、まなびの場を提供する。

ちがさき情
報化プラ
ン、茅ヶ崎
市文化生涯
学習プラン

○ ○ ○ 市民
ちがさき市民大
学の開催

ちがさき市民
大学の開催回
数

前期：「近代国家への
脱皮～明治時代～」
（全3回）参加者延べ
250人。後期：「これ
からの社会を支える若
者を知ろう」（全3
回）参加者延べ77人

6講座（年2
回）

6講座（年2
回）

100.0% 307

3
生涯学習の機
会の提供

地域に根ざした学習活動の促進の
ため、市民主導で事業を展開す
る。庁内外との連携により、市民
の多様な学習ニーズに応えられる
よう、まなびの場を提供する。

ちがさき情
報化プラ
ン、茅ヶ崎
市文化生涯
学習プラン

○ ○ ○ 市民
大学公開講座の
開催

講座開催回数

「日本」をテーマと
し、日本のことをもう
一度見つめなおして、
役立つ内容を多角的に
考える講座を６回実施
した。

6講座（年1
回）

6講座（年1
回）

100.0% 385

4
男女共同参画
啓発等推進事
業

行政・企業・関連団体等との連
携・共催のもと、地域・家庭・学
校など社会のあらゆる分野におい
て、学習の機会の充実を図り、講
座等事業を実施し男女平等につい
て学ぶ機会を増やす。

○ ○ ○ 市民
男女平等につい
て学ぶ機会を増
やす事業の実施

実施事業総数

６月の男女共同参画週
間に、男女共同参画及
び登録団体を紹介する
パネル展を開催。ま
た、登録団体と共催で
年間1事業を実施し
た。延べ７４人（うち
女性５８人）

1事業 ２事業 100.0% 80

5
ふれあい教育
推進事業

地域の指導協力者を派遣し、学校
内外の活動において、児童・生徒
の学びの質を高めるとともに豊か
な心の育成を図る。

○ ○ ○
児童生
徒・地域
住民

特色ある学校づ
くりに向けた地
域の指導協力者
による学校支援

申請参加対象
校数

小・中学校32校に指
導協力者を計448回派
遣した。

32校 32校 100.0% 2,240

6
学校訪問（計
画・要請・機
会訪問）

指導主事による学校訪問を通し
て、確かな学力と豊かな人間性の
育成に向けて指導助言し、学習指
導、児童生徒指導をはじめとする
学校教育活動全般の充実を図る。

○ ○ ○ 小中学校

教育に関する実
践上の諸問題並
びに研究課題の
研究協議

学校を訪問
し、授業等に
関して研究協
議を行う対象
校数

小・中学校32校に学
校訪問（計画・要請・
機会訪問）を行った。
合計１，００５回。

32校 32校 100.0% －

7 人権教育講座

人権教育の一層の推進と充実をめ
ざし、学校教育における人権教育
指導者としての資質と指導力の向
上を図る。

○ ○ ○
小中学校
教員

人権教育指導者
の育成支援

実施回数
人権担当指導主事を講
師に迎えて人権教育講
座を開催した。

2回 2回 100.0% －

※予算額及び決算額がない場合は「－」で示しました。次ページ以降も同様です。

100.0%平成２５年度活動率

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

活動の名称
活動指標の

名称

№

事務事業

平成２５年度

実施年度

対象

２ 目標別評価 
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

158 13回 3回 13回 100.0% 1,317 1,223 １４回 3回 １４回 100.0% 1,326 1,356

職
員
課

341

前期：「東京駅１００
年の物語」（全3回）
参加者延べ25７人。
後期：「気候変動と暮
らし」（全3回）参加
者延べ１８５人

6講座（年2
回）

6講座（年2
回）

100.0% 307 256

前期は「日本のまつ
り」、後期は「ロボッ
トはアトムを超えられ
るか」をテーマとし、
６講座を実施した。

6講座（年2
回）

6講座（年2
回）

100.0% 303 276

文
化
生
涯
学
習
課

385

「日本ー暮らしと日
本ー」をテーマとし、
暮らしについて様々な
視点から、多角的に考
える講座を６回実施し
た。

6講座（年1
回）

6講座（年1
回）

100.0% 392 392

「日本－再発見」を
テーマとし、日本につ
いて様々な視点から、
多角的に考える講座を
６回実施した。

6講座（年1
回）

6講座（年2
回）

100.0% 392 392

文
化
生
涯
学
習
課

32

６月の男女共同参画週間に、
男女共同参画及び登録団体を
紹介するパネル展を開催（期
間中施設利用団体78団体、
利用者1,038人うち女性
737人）。また、登録団体
と共催で年間1事業を実施し
た81人（うち女性70人）。
延べ1,119人（うち女性８
０７人）

1事業 2事業 100.0% 80 61

6月の男女共同参画週間に、男
女共同参画及び登録団体を紹介
するパネル展を開催（期間中施
設利用団体66団体、利用者
939人うち女性649人）。ま
た、登録団体と共催で年間1事
業を実施した。参加者73人（う
ち女性57人）。延べ1,012人
（うち女性706人）

1事業 2事業 100.0% 80 30

男
女
共
同
参
画
課

2,240
小・中学校32校に指
導協力者を計448回派
遣した。

32校 32校 100.0% 2,503 2,503
小・中学校32校に指
導協力者を計500回派
遣した。

32校 32校 100.0% 2,503 2,503

学
校
教
育
指
導
課

－

小・中学校32校に学
校訪問（計画・要請・
機会訪問）を行った。
合計1,163回。

32校 ３２校 100.0% － －

小・中学校32校に学
校訪問（計画・要請・
機会訪問）を行った。
合計1,276回。

32校 32校 100.0% － －

学
校
教
育
指
導
課

－

人権担当指導主事を講
師に迎えて人権教育講
座を開催した。【第１
回参加者３４名（男１
６名・女１８名）、第
２回３３名（男１１
名・女２１名）】

2回 ２回 100.0% － －

人権担当指導主事を講
師に迎えて人権教育講
座を開催した。【第１
回参加者３２名（男１
２名・女２０名）、第
２回３２名（男１７
名・女１５名）】

2回 ２回 100.0% － －

学
校
教
育
指
導
課

100.0% 平成２６年度活動率 100.0% 平成２７年度活動率 100.0%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２７年度平成２６年度

担

当

課

名

平成２５年度
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基本目標１　男女平等の意識づくり

目標２　「男は仕事、女は家庭」という固定的性別役割分担意識を

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

8
男女共同参画
啓発等推進事
業

子どもの頃からの男女共同参画の
啓発に向け、啓発冊子の作成・配
布など意識啓発事業を実施し、意
識啓発に努める。

○ ○ ○ 市民
固定的性別役割
分担意識をなく
す事業の実施

実施事業総数

２市１町広域連携事業
として、若年者向けの
デートＤＶ防止啓発冊
子を作成した。

1事業 1事業 100.0% －

9
男女共同参画
啓発等推進事
業

市民意識調査を毎年実施するとと
もに、継続的にその情報提供に努
める。

○ ○ ○ 市民
固定的性別役割
分担意識をなく
す事業の実施

実施事業総数

５／１～３１往復はが
きにて実施。発送数１
３００、回収率３３．
３％。

1事業 1事業 100.0% 99

基本目標１　男女平等の意識づくり

目標３　平和の尊さを啓発する事業と国際連携及び 協力を推進する

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

10 平和啓発事業
戦争の悲惨さ、平和の尊さを一人
でも多くの市民に伝える。

○ ○ ○ 市民
平和啓発事業の
実施

平和に関する
展示会等のイ
ベントの開催
数

駅前や市内小中高校で
原爆関連資料を展示し
たり、語り部による講
話会を開催したりし
た。

4回 12回 100.0% 1,531

11

「平和につい
て」ポス
ター・作文コ
ンテスト事業

平和の大切さについて学んでもら
うため、次代を担う児童、生徒を
対象に平和についてのポスター・
作文を募集し、その作品を通し
て、市民に広く平和の尊さを啓発
する。

○ ○ ○

市内在
住・在学
の小学6年
生・中学
２年生

「平和につい
て」ポスター・
作文コンテスト
の実施

作品応募学校
数

平和についてのポス
ター・作文を募集した
結果、小学校１５校、
中学校９校から応募が
あった。

34校 24校 70.6% 28

12
ピーストレイ
ン平和大使広
島派遣事業

次世代に戦争の悲惨さ、平和の尊
さなどを肌で感じ、学びとっても
らうため、広島の平和式典に小・
中学生を派遣する。

○ ○ ○

「平和に
ついて」
コンテス
ト入賞者

ピーストレイン
平和大使の広島
への派遣

平和大使派遣
者数

８／５～７派遣。記念
式典に参列し、ひろし
ま子ども平和議会に参
加し、学習の成果を発
表した。

16人 13人 81.3% 1,202

13
国際交流関係
事業

茅ヶ崎市国際交流協会と連携しな
がら、市内在住の外国人や海外の
人々との交流活動を行い、国際理
解及び国際協力の輪を広げる。ま
た、神奈川県との共催事業を行う
中で、次代を担う子どもたちの夢
と想像力を育む。

○ ○ ○ 市民

茅ヶ崎市国際交
流協会及び神奈
川県との共催事
業の実施

共催事業数

ホームステイしている
大学生がお茶の作法等
を体験したり、外国人
による日本語スピーチ
大会を開催したりし
た。

6事業 6事業 100.0% 141

14

茅ヶ崎市外国
語版便利帳改
訂版作成事業
※後期事業計
画から追加

外国人市民が、言葉の壁や生活習
慣の違いに関係なく地域での円滑
な生活が送れるよう、生活ガイド
的内容を持った「茅ヶ崎市外国語
版便利帳」の改訂版を作成し、各
種の情報提供等を行います。

－ － －
外国籍市
民等

茅ヶ崎市外国語
版便利帳改訂版
作成

言語対応数 本年度対象外 5カ国語 － － －

15

社会的要請課
題をテーマと
した事業
※後期事業計
画より「一般
学習事業」か
ら変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○ 市民 国際交流 開催回数

中米の国ホンジュラス
出身の方を講師に迎
え、文化を知り、料理
を味わい、理解を深め
た。８／２４・３／１
２　２回開催　参加者
４６人

1回 ２回 100.0% 30

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

92.0%平成２５年度活動率

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

活動の名称
活動指標の

名称
平成２５年度

100.0%平成２５年度活動率

№

事務事業 実施年度

対象
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なくす

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－

２市１町広域連携事業
として、若年者向けの
デートＤＶ防止啓発冊
子を作成した。

1事業 1事業 100.0% － －

２市１町広域連携事業
として、若年者向けの
デートＤＶ防止啓発冊
子を作成した。

1事業 1事業 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

99

５／１～３１往復はが
きにて実施。発送数１
３００、回収率３０．
２％。

1事業 1事業 100.0% 99 55

５／１～３１往復はが
きにて実施。発送数１
３００、回収率３１．
１％。

1事業 1事業 100.0% 104 27

男
女
共
同
参
画
課

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

1,511

原爆展や平和の集い、
平和イベント、高校文
化祭などにおいて原爆
関連資料を展示（6
回）したり、語り部に
よる講話会（6回）を
開催したりした。

4回 12回 100.0% 1,463 1,425

原爆展や平和の集い、
平和イベント、高校文
化祭などにおいて原爆
関連資料を展示（６
回）したり、語り部に
よる講話会（７回）を
開催したりした。

4回 13回 100.0% 1,420 1,420

男
女
共
同
参
画
課

23

平和についてのポス
ター・作文を募集した
結果、小学校15校、
中学校6校から応募が
あった。

34校 21校 61.7% 26 24

平和についてのポス
ター・作文を募集した
結果、小学校16校、
中学校6校から応募が
あった。

34校 22校 64.7% 27 14

男
女
共
同
参
画
課

1,020

８／５～７派遣。記念
式典に参列し、ひろし
ま子ども平和議会に参
加し、学習の成果を発
表した。

16人 14人 87.5% 1,252 1,130

８／５～７派遣。記念
式典に参列し、ひろし
ま子ども平和議会に参
加し、学習の成果を発
表した。

16人 15人 93.8% 1,229 1,166

男
女
共
同
参
画
課

131

フランス人留学生の受
け入れやスピーチ大会
（英語、日本語）、国
際理解講座（2講座実
施）、イヤーエンド
パーティーを実施し
た。

6事業 ６事業 100.0% 151 150

フランス人留学生の受
け入れやスピーチ大会
（英語、日本語）、国
際理解講座（3講座実
施）、イヤーエンド
パーティーを実施し
た。

6事業 7事業 100.0% 148 148

男
女
共
同
参
画
課

－ 本年度対象外 5カ国語 － － － － 本年度対象外 5カ国語 － － － －

男
女
共
同
参
画
課

30

県内在住のフランス人を
講師に迎え、フランスの
紹介とその母国語を習う
ことを通して、外国の文
化に触れるとともに地域
の人々との交流を図った
３／４（木）１回開催
参加者　２８人

1回 １回 100.0% 10 10 実績なし 1回 ０回 0.0% － －

小
和
田
公
民
館

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

92.0% 平成２６年度活動率 92.0% 平成２７年度活動率 76.4%

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２７年度

平成２７年度活動率 100.0%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

平成２５年度 平成２６年度

100.0% 平成２６年度活動率 100.0%
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事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

16

社会的要請課
題をテーマと
した事業
※後期事業計
画より「国
際・異文化理
解事業」から
変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○ 市民 国際理解講座 開催回数

講座「ペルー人から見
た日本の生活」を開
催。
参加者数１５人

1講座
※後期事業
計画より
「1回」か
ら変更

１講座 100.0% 20

基本目標２　仕事と生活の両立ができる環境づくり

目標４　働きやすい環境をつくる

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

17

時間外勤務削
減に向けての
ノー残業デー
の実施

ノー残業デーを実施・周知するこ
とで、時間外勤務の削減を行い、
職場・家庭・地域において充実し
た生活を送ることができるような
環境作りをする。

○ ○ ○ 職員
ノー残業デーの
実施

実施回数 ６４日

64日
※後期事業
計画より
「毎週水曜
日・給与支
給日」から
変更

64日 100.0% －

18
総合評価落札
方式

価格競争だけでなく、入札者が社
会的な活動に取り組んでいるか等
も競争の内容に含む入札形式で、
男女共同参画に取り組んでいる入
札者に対して点数を加算する。

○ ○ ○ 事業者

土木・建築に関
する工事におけ
る総合評価落札
方式の試行

実施件数
前年度から引き続き総
合評価方式を５件執行
した。

7件
※後期事業
計画より
「11件」か
ら変更

5件 71.4% －

19
ちがさきしご
と相談デー

将来のキャリア形成や仕事の悩み
等に対するキャリアカウンセリン
グを実施し、就職活動を支援す
る。女性が利用しやすいよう女性
キャリアコンサルタント対応日も
設定する。※第２次実施計画事業
名「勤労市民会館の管理運営」

○ ○ ○ 市民 相談の実施 実施日数

相談の総枠72枠に対
し、53件の相談が
あった。（利用率
73.6％）53件の内訳
は男性35件、女性18
件。

24日 23日 95.8%
指定管理料
に含むため
算出不能

20
ちがさき就職
サポートコー
ナー

就職・転職活動に対するアドバイ
スや情報提供を実施し、就職活動
を支援する。女性が利用しやすい
よう女性キャリアコンサルタント
対応日も設定する。※第２次実施
計画事業名「勤労市民会館の管理
運営」

○ ○ ○ 市民 相談の実施 実施日数

232日実施し、1,634
人の相談があった。
（1日平均7.0人）内訳
は男性885人、女性
749人。

232日 232日 100.0%
指定管理料
に含むため
算出不能

21
男女共同参画
啓発等推進事
業

女性が社会的、経済的に力をつけ
ること（エンパワーメント）を目
的とした講座等の事業を実施し、
就労等を支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
市民（女
性）

女性が社会的、
経済的に力をつ
けることを支援
する事業の実施

実施事業総数

①8/3【ドラマセラ
ピー講座】２０人　②
10/21～11/18（全
４回）パソコン講座
（エクセル初級）延べ
６０人。計８０人（う
ち女性延べ８０人）

2事業 ２事業 100.0% 81

22
男女共同参画
啓発等推進事
業

人生の各段階に応じて、多様な生
き方や働き方が選択できる、仕事
と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）の実現に向け、啓発講
座等の事業を実施し、ワーク・ラ
イフ・バランスを推進する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○ 市民
ワーク・ライ
フ・バランス推
進事業の実施

実施事業総数

①6/29　２市１町広域
連携事業「妻として女
優として」小山明子氏
延べ143人②10/30、
12/7働く女性向けセミ
ナー延べ40人　計183
人（うち女性延べ１２
７人）

3事業 ２事業 66.7% －

23
待機児童解消
のための保育
園整備拡充

保育園の施設整備を推進し、安心
して子どもを産み育てることので
きる環境の整備・充実を図ること
で待機児童の解消を目指す。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

○ ○ ○
子育て家
庭

保育園の運営
認可保育園の
定員数

民間保育園2園新設、
1園増改築を実施。26
年度開園に向けて4園
の整備を実施。

2,620人
※後期事業
計画より
「2,302
人」から変
更

2,683人 100.0% 60,487

24
放課後児童健
全育成事業

児童クラブのよりよい運営と保育
環境により、小学校低学年児童の
放課後支援の充実を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

○ ○ ○
子育て家
庭

児童クラブの運
営

入所児童数

今後の児童クラブの運
営を検討するため、平
成２６年度より広域児
童クラブやサマース
クールの開設など、モ
デル事業を実施する準
備を進めた。

1,100人
※後期事業
計画より
「980人」
から変更

1,164人 100.0% 228,175

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

平成２５年度

95.6%平成２５年度活動率

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

20

国際理解講座（米国人
から見た日本はどんな
国？）を開催
２２名参加

1講座 １講座 100.0% 20 20

国際理解講座 （イン
ド・イスラーム王朝物
語：500年を旅する）
を開催。１１名参加。

1講座 １講座 100.0% 20 20

香
川
公
民
館

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－ 64日 63日 64日 100.0% － － 62日 60日 62日 100.0% － －

職
員
課

－
前年度から引き続き総
合評価落札方式の入札
を３件執行した。

7件 ３件 42.9% － －
前年度から引き続き総
合評価落札方式の入札
を３件執行した。

７件 ３件 42.9% － －

契
約
検
査
課

指定管理料
に含むため
算出不能

相談の総枠72枠に対
し、64件の相談が
あった。（利用率
88.9%）64件の内訳
は男性32件、女性32
件。

24日 24日 100.0%
指定管理料
に含むため
算出不能

指定管理料
に含むため
算出不能

相談の総枠72枠に対
し、57件の相談が
あった。（利用率
79.2%）57件の内訳
は男性34件、女性23
件。

24日 24日 100.0%
指定管理料
に含むため
算出不可

指定管理料
に含むため
算出不可

雇
用
労
働
課

指定管理料
に含むため
算出不能

232日実施し、1,661
人の相談があった。
（1日平均7.2人）内訳
は、男性880人、女性
781人。

232日 232日 100.0%
指定管理料
に含むため
算出不能

指定管理料
に含むため
算出不能

230日実施し、1,596
人の相談があった。
（1日平均6.9人）内訳
は、男性735人、女性
861人。

230日 230日 100.0%
指定管理料
に含むため
算出不可

指定管理料
に含むため
算出不可

雇
用
労
働
課

71

「女性の再就職のためのエク
セル初級講座」（全4回）延
べ90人、「本当の自分っ
て？私の“今”、魅力再発
見！」36人　計126人（う
ち女性126人）

2事業 ２事業 100.0% 67 67

「なりたい自分を見つけよ
う！夢を叶えるビジョンマッ
プの作り方」（全2回）延べ
27人、「女性のためのエク
セル初級講座」（全4回）延
べ95人　計122人（うち女
性122人）

2事業 2事業 100.0% 112 112

男
女
共
同
参
画
課

－

「女性管理職育成セミナー」
（全3回）延べ43人、「女性の
ための再就職準備セミナー」
（全2回）延べ34人、「ワーク
ライフバランス特別講演会　心
も健康、体も健康、生き生き人
生のすすめ」119人、「ワーキ
ングマザー両立応援セミナー」
5人　計201人（うち女性166
人）

3事業 ４事業 100.0% 32 32

「パパぢからＵＰセミナー」
（全3回）延べ128人、「子
育てママのためのキャリアデ
ザイン講座」（全2回）延べ
19人、「最後まで自分らし
く生きるために」89人　計
236人（うち女性121人）

3事業 3事業 100.0% 83 83

男
女
共
同
参
画
課

60,487

民間保育園４園新設を
実施。２７年度開園に
向けて民間保育園７園
新設（うち１園は分
園）・公立保育園１園
増改築の整備を実施。

2,800人 3,061人 100.0% 67,900 67,900

民間保育園４園新設・
分園１園新設（うち４
園は２６年度からの繰
越事業）

2,900人 3,308人 100.0% 272,050 272,050

保
育
課

227,156

長期休暇対策として、サ
マースクール、ウィン
タースクール、スプリン
グスクールの開設。
茅ヶ崎小学校と東海岸小
学校の高学年児童を対象
とした広域児童クラブの
開設。
全児童を対象とした交流
事業の実施。

1,150人 1,269人 100.0% 252,612 237,682

長期休暇対策事業、広域
児童クラブを引き続き開
設するとともに、豊かな
長寿社会に向けたまちづ
くり基本方針に掲げる放
課後の学びの場の創出事
業により、民設民営児童
クラブを２カ所開設

1,200人 1,315人 100.0% 287,149 263,125

保
育
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

95.6% 平成２６年度活動率 96.2% 平成２７年度活動率 94.1%

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名
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事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

25
家庭的保育事
業

待機児童解消及び多様な保育ニー
ズに対応する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

○ ○ ○
子育て家
庭

家庭的保育事業
の実施

受け入れ人数
（定員）

2５年度新規家庭的保
育室開設1室、計8室
の保育室で家庭的保育
を実施。

23人
※後期事業
計画より
「20人」か
ら変更

26人 100.0% 24,658

26
休日等保育事
業

子育て支援施策として、休日に保
育を必要とする保護者のニーズに
応える。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

○ ○ ○
子育て家
庭

休日保育の実施 実施保育園数

公立鶴が台保育園及び
浜見平保育園において
開設し、鶴が台保育園
で延べ１１３人を受け
入れた。

2園 ２園 100.0% 360

27 延長保育事業
保護者の多様な就労形態に対応す
る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
子育て家
庭

延長保育の実施 実施保育園数
公立・民間保育園在籍
児計１，４４０人に延
長保育を実施した。

26園
※後期事業
計画より
「25園」か
ら変更

27園 100.0% 136,351

28 特定保育事業
保育者の就労形態の多様化に伴う
保育需要に対応する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

○ ○ ○
子育て家
庭

特定保育の実施 実施保育園数

公立中海岸保育園、私
立松林保育園・十間坂
保育園、なぎさ第二保
育園で特定保育を実施
した。

4園 4園 100.0% 5,670

29
一時預かり事
業

冠婚葬祭、保護者の傷病等により
緊急・一時的な保育が必要な児童
に対して実施する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
子育て家
庭

一時預かりの実
施

実施保育施設
数
※後期事業計
画より「実施
保育園数」か
ら変更

公立中海岸保育園、私立
なぎさ保育園・松林保育
園・十間坂保育園・萩園
愛児園・なぎさ第二保育
園・茅ヶ崎こども園・
うーたん保育園及び認定
保育施設７園で一時預か
りを実施した。

15施設
※後期事業
計画より
「8園」か
ら変更

15施設 100.0% 19,530

30
病後児保育事
業

就労中の保護者の子どもが病気の
回復時であり、集団生活が困難な
期間において保育が必要な場合、
専用スペースで保育を実施する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
子育て家
庭

病後児保育の実
施委託

委託保育園数
公立中海岸保育園で病
後児保育を実施した。

1園 1園 100.0%
176,968
（指定管理
料）

31
産休明け保育
事業

就労中の保護者の子どもが生後５
７日目から保育が必要な場合、保
育を実施する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
子育て家
庭

産休明け保育実
施補助

補助保育園数

公立中海岸保育園及び
民間アスク茅ヶ崎保育
園で産休明け保育を実
施した。

1園 2園 100.0% 270,390

基本目標２　仕事と生活の両立ができる環境づくり

目標５　子育て、介護がしやすい環境をつくる

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

32
地域包括支援
センター運営
事務

保健、介護、福祉という3分野の専
門職が連携し、市町村や地域の医
療機関、介護（介護予防）サービ
ス事業者、ボランティアなどと協
力しながら地域の高齢者のさまざ
まな相談に対応する。

第５期茅ヶ
崎市高齢者
福祉計画・
介護保険事
業計画

○ ○ ○

６５歳以
上の高齢
者及びそ
の家族等

地域包括支援セ
ンターの運営

設置箇所

9ヶ所の地域包括支援
センターにおいて、介
護保険事業と共に保
健・医療・福祉サービ
スの提供に関する総合
的なケアマネジメント
を行った。

9箇所
※後期事業
計画より
「10箇所」
から変更

９箇所 100.0% 197,095

33

地域福祉総合
相談室運営事
業
※後期事業計
画から追加

１２地区に整備予定の地域包括支
援センター内に地域福祉総合相談
室を設置し、分野にとらわれな
い、より身近な地域の相談支援機
能を充実させ、地域住民の利便性
の向上並びに地域福祉の増進を図
る。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

○ ○ ○ 市民 整備地区数

平成２５年１０月、地
域包括支援センター増
設に合わせて、小出地
区及び松浪地区に増設
し、９地区となった。

9地区 9地区 100.0% 42,934

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

89.5%平成２５年度活動率
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

24,657
家庭的保育室8室の保
育室で家庭的保育を実
施。

23人 ２５人 100.0% 33,511 28,254
家庭的保育室７室の保
育室で家庭的保育を実
施。

25人 26人 100.0% 66,221 43,773

保
育
課

339

公立鶴が台保育園及び
浜見平保育園において
開設し、鶴が台保育園
で延べ１８１人を受け
入れた。

2園 ２園 100.0% 533 500

公立鶴が台保育園及び
浜見平保育園において
開設し、鶴が台保育園
で延べ２７４人を受け
入れた。

２園 2園 100.0% 533 519

保
育
課

133,713
公立・民間保育園在籍
児計１，４４０人に延
長保育を実施した。

28園 31園 100.0% 165,457 159,294

公立・民間保育園に
て、１園あたり月平均
１０９人に延長保育を
実施した。

29園 38園 100.0% 29,622 29,622

保
育
課

5,022

公立中海岸保育園、私
立松林保育園・十間坂
保育園、なぎさ第二保
育園で特定保育を実施
した。

4園 ４園 100.0% 5,562 5,022

公立中海岸保育園、私
立松林保育園、なぎさ
第二保育園で特定保育
を実施した。

４園 ３園 75.0% 7,182 7,182

保
育
課

19,080

公立中海岸保育園、私立
なぎさ保育園・松林保育
園・十間坂保育園・萩園
愛児園・なぎさ第二保育
園・茅ヶ崎こども園・
うーたん保育園及び認定
保育施設７園で一時預か
りを実施した。

15施設 15施設 100.0% 30,367 29,941
公立保育園２園、民間
保育園１３園で一時預
かりを実施した。

16施設 15施設 93.8% 26,481 26,481

保
育
課

176,719
（指定管理
料）

公立中海岸保育園で病
後児保育を実施した。

1園 1園 100.0%
183,968
（指定管理
料）

176,370
（指定管理
料）

公立中海岸保育園で病
後児保育を実施した。

１園 １園 100.0%
199,846
（指定管理
料）

171,887
（指定管理
料）

保
育
課

220,409
公立中海岸保育園及び
民間保育園３園で産休
明け保育を実施した。

2園 ４園 100.0% 380,697 373,099
公立保育園２園、民間
保育園５園で産休明け
保育を実施した。

３園 ７園 100.0% 529,102 529,102

保
育
課

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

196,545

9ヶ所の地域包括支援
センターにおいて、介
護保険事業と共に保
健・医療・福祉サービ
スの提供に関する総合
的なケアマネジメント
を行った。

12箇所
委託型１２
箇所

100.0% 239,776 237,996

１２ヵ所の地域包括支
援センターにおいて、
介護保険事業と共に保
健・医療・福祉サービ
スの提供に関する総合
的なケアマネジメント
を行った。

12箇所
委託型１２
箇所

100.0% 227,440 227,440

高
齢
福
祉
介
護
課

42,934

25年度に引き続き、
地域包括支援センター
の既存９か所での相談
支援業務の実施に加
え、１０月に新たに３
か所増設し、自治会連
合会区域１２か所での
相談支援体制を確立し
た。

１２地区 12地区 100.0% 56,889 56,889

自治会連合会区域12
か所での相談支援体制
を維持し、前年比
26.8％増（1,828件
増）の年間8,635件の
相談に対応した。

12地区 12地区 100.0% 65,241 65,241

保
健
福
祉
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

89.5% 平成２６年度活動率 93.3% 平成２７年度活動率 96.2%
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事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

34
子育て支援の
推進事業

子育てに関する情報を幅広くまと
め、子育てに係る家庭の利便性を
図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ － －
子育て家
庭

子育てガイド
ブック改訂版作
成

子育てガイド
ブック作成

民間事業者との協働で
２０，０００部を作成
した。

平成26年3
月

平成26年3
月

100.0% －

35

子育てポータ
ルサイト事業
※後期事業計
画から追加

乳幼児を持つ保護者が子育てに関
するポータルサイトを利用するこ
とにより、地域で孤立することな
く安心して子育てができる環境を
創出するとともに、地域ぐるみで
の子育て支援の充実を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
子育て家
庭

子育てに関する
ポータルサイト
の構築・運営

サイトの実訪
問者数

子育てに関するポータ
ルサイトの運営を行っ
た。

200人/日 244人/日 100.0% 2,000

36
子育て短期支
援事業

事情により家庭における児童の養
育が困難なとき、児童養護施設で
一時的に養育を行い、保護者の負
担を軽減する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
子育て家
庭

ショートステ
イ・トワイライ
トステイ事業の
実施

利用可能日数

白十字会林間学校において一
時的に家庭での養育が困難な
児童を対象にショートステイ
事業等を行った。延べ利用日
数はショート：母子家庭２４
７日、父子家庭６日、その他
５日。トワイライト：母子家
庭５３日、その他９日

ショートス
テイ365日
トワイライ
トステイ
245日

ショートス
テイ365日
トワイライ
トステイ
245日

100.0% 4,257

37
子育て支援セ
ンター事業

子育て支援センターにおける育児
相談・子育て家庭交流の場の提供
等を行う。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
子育て家
庭

子育てアドバイ
ザー育児相談・
子育て家庭交流
の場の提供・子
育て情報の提供

利用者数

茅ヶ崎駅北口、南口及
び浜竹の子育て支援セ
ンターで子育てに悩む
母親等を対象に相談・
支援を行った。

42,000人
（3ヶ所合
計）
※後期事業計
画より
「41,000人
（3ヶ所合
計）」から変
更

42,164人
（3か所合
計）

100.0% 42,174

38
ファミリーサ
ポートセン
ター事業

子どもを預け、預かる相互援助活
動により、余裕を持った子育てが
できるよう育児支援を行う。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
子育て家
庭

子どもを預けた
い人と預かるこ
とができる人が
会員となり、ア
ドバイザーの調
整により子ども
を預かり合う相
互援助活動

活動件数

アドバイザーの調整に
より会員同士の相互援
助活動を行った。広報
紙等で募集した新規会
員を対象に研修を行っ
た。

9,000件
※後期事業
計画より
「7,500
件」から変
更

8,598件 95.5% 15,743

39
母子保健指導
事業

妊娠、出産、育児への不安を少し
でも取り除き、母子の健全な成長
を支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
勤労初妊
婦

働くママの母親
教室

実施回数
参加者は６７人であっ
た。（全員女性）

4回
※後期事業
計画より
「3回」か
ら変更

４回 100.0% 303

40
子育て教室事
業

育児への不安、悩みの軽減を図
り、幼児期の健全な成長を支援す
る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
２歳児と
その保護
者等

にこにこ子育て
教室

実施回数

土曜日６回、平日６回
実施し、２１４組の親
子が参加した。（父親
７０人、母親２１０
人）

12回 12回 100.0% 750

41
育児支援家庭
訪問事業

養育支援が特に必要であると判断
した家庭に対し、適切な養育の実
施の確保を図り子育てがしやすい
環境をつくる。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○

養育支援
が特に必
要と判断
した家庭

育児支援家庭訪
問事業での保健
師及び相談員の
訪問の実施

訪問回数

養育支援が特に必要な
家庭11世帯に、保健
師及び相談員が83回
訪問した。

160回
※後期事業
計画より
「220回」
から変更

83回 51.9% 801

42 療育相談事業
発達に遅れ等の疑いがあると思わ
れる子の相談に応じ、子育て支援
を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
こどもセ
ンター利
用者

こどもセンター
での療育相談

相談件数

各種相談方法により、
発達等の相談に対応し
た。発達障害の啓発の
ため講演会を年3回開
催し、280人（女性
247人）が参加した。

2,700件
※後期事業
計画より
「3,000
件」から変
更

2,673件 99.0% 19,160

43
道路安全施設
設置事業

歩行者や車両の安全を確保するた
め、道路照明灯・道路反射鏡・路
面標示等の整備を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○ 市民
道路安全施設設
置事業

安全施設設置
数

照明灯の点検１００箇
所のほか、街路灯12
灯を設置し、カーブミ
ラーの鏡面を53面設
置した。

100箇所
※後期事業
計画より
「200箇
所」から変
更

100箇所 100.0% 38,570

44

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「親子
ふれあい事
業」から変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
未就園児
とその家
族

ちびっこ広場 開催回数

未就園児とその保護者
を対象に、手遊び、
歌、パネルシアター、
リトミック等を実施し
た。参加者数1,061
人。

11回 11回 100.0% 124

45

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「子育
て支援事業」
から変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
子育て中
の親・保
育相談者

家庭教育の支援
に関する事業
※後期事業計画
より「「楽しい
幼児の集団遊
び」から変更

開催回数

『選ぶ力』が支配する
生き方を考える～「見
える教育・見えない教
育」の支援～と題して
講演　参加者７１人
（女性６４人・男性７
人）

3回
※後期事業
計画より
「1回」か
ら変更

１回 33.3% 19

46
講座保育ボラ
ンティア

講座一時保育を実施し、子育て中
の親の学習機会を提供するため、
ボランティアを募集する。

○ ○ ○ 市民
講座保育ボラン
ティア

実施回数
利用人数

１/１８「つるみね幼
児子育て講座」実施

実施回数：
1回
利用人数：
15人

実施回数：
1回
利用人数：
4人

100.0% 41

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－
（子育てガイドブック
は隔年で作成。次回は
平成２７年度。）

平成26年3
月

－ － － －
（子育てガイドブック
は隔年で作成。次回は
平成２７年度。）

平成28年3
月

－ － － －

子
育
て
支
援
課

2,000
子育てに関するポータ
ルサイトの運営を行っ
た。

200人/日 2９９人/日 100.0% 2,000 2,000
子育てに関するポータ
ルサイトの運営を行っ
た。

２００人/日 280人/日 100.0% 2,000 2,000

子
育
て
支
援
課

4,510

白十字会林間学校において一
時的に家庭での養育が困難な
児童を対象にショートステイ
事業等を行った。延べ利用日
数はショート：母子家庭２７
８日、その他３日。トワイラ
イト：母子家庭３８日

ショートス
テイ365日
トワイライ
トステイ
245日

ショートス
テイ365日
トワイライ
トステイ
244日

99.6% 4,618 4,610

白十字会林間学校において一
時的に家庭での養育が困難な
児童を対象にショートステイ
事業等を行った。延べ利用日
数はショート：母子家庭２
91日、その他20日。トワイ
ライト：母子家庭57日

ショートス
テイ366日
トワイライ
トステイ
243日

ショートス
テイ366日
トワイライ
トステイ
243日

100.0% 4,711 4,708

子
育
て
支
援
課

41,355

茅ヶ崎駅北口、南口及
び浜竹の子育て支援セ
ンターで子育てに悩む
母親等を対象に相談・
支援を行った。

42,000人
（3ヶ所合
計）

42,124人 100.0% 42,463 42,084

茅ヶ崎駅北口、南口、
浜竹及び香川駅前の子
育て支援センターで子
育てに悩む母親等を対
象に相談・支援を行っ
た。

42,000人
（3ヶ所合
計）

40,274人
（４ヶ所合
計）

95.9% 75,222 73,393

子
育
て
支
援
課

15,498

アドバイザーの調整に
より会員同士の相互援
助活動を行った。広報
紙等で募集した新規会
員を対象に研修を行っ
た。

9,100件 8,887件 97.7% 15,978 15,925

アドバイザーの調整に
より会員同士の相互援
助活動を行った。広報
紙等で募集した新規会
員を対象に研修を行っ
た。

9,200件 9,105件 99.0% 16,022 15,070

子
育
て
支
援
課

298
参加者は５７人であっ
た。（全員女性）

4回 ４回 100.0% 245 245

参加者は６３人であっ
た。（全員女性）

※予算・決算額は、活
動ごとに算出

4回 ４回 100.0% 32 32

こ
ど
も

育
成
相
談
課

735

土曜日６回、平日６回
実施し、２４０組の親
子が参加した。（父親
８２人、母親２３８
人）

12回 １２回 100.0% 738 737

土曜日６回、平日６回
実施し、１８９組の親
子が参加した。（父親
６８人、母親１８８
人）

12回 １２回 100.0% 778 778

こ
ど
も
育
成
相
談
課

785

養育支援が特に必要な
家庭7世帯に、保健師
及び相談員が66回訪
問した。

160回 66回 41.3% 824 472

育児支援が特に必要な
家庭４世帯に、保健師
及び相談員が４３回訪
問した。

160回 ４３回 26.9% 867 417

こ
ど
も

育
成
相
談
課

18,812

こどもセンター各種相談：
2,577件（親子教室192
件参加1,198組数、巡回
相談446件、フォロー教
室75件参加422組数、他
機関とのケース会議535
件）保護者研修会２回実
施。

2,700件 2，577件 95.4% 20,602 20,391

こどもセンター各種相談：
2,899件（親子教室185
件参加1,350組数,巡回
相談462件、フォロー教
室94件参加578組数、他
機関とのケース会議523
件）保護者研修会２回実
施。

2,700件 2,899件 100.0% 20,759 20,638

こ
ど
も
育
成
相
談
課

37,748

道路照明灯の点検100
箇所のほか街路灯12
灯を設置しカーブミ
ラーの鏡面を95面設
置した。

100箇所 100箇所 100.0% 36,100 36,100

道路照明灯の点検100
箇所のほか、街路灯
20灯を設置しカーブ
ミラーの鏡面を132面
設置した。

100箇所 100箇所 100.0% 39,518 39,332

道
路
管
理
課

124

未就園児とその保護者
を対象に、手遊び、
歌、パネルシアター、
リトミック等を実施し
た。8月を除く毎月１
回　参加者数1,060
人。

11回 １１回 100.0% 124 110

未就園児と保護者を対
象に手遊び、歌、リト
ミック等を実施。8月
を除く毎月１回　参加
者数950人

11回 11回 100.0% 124 115

小
和
田
公
民
館

19

児童期における運動の
必要性等の話に加え、
家庭で親子でてきる姿
勢、動きの基本となる
体幹エクササイズとス
トレッチを体験した。
９月２５日１回開催
参加者　４２人

3回 １回 33.3% 20 20

父親にしつけの練習を
する機会を提供した。
参加者５１組１３３人
（女性３４人・男性４
７人・子供５２人）
保護者に小学６年生の
修学旅行事前授業を体
験してもらった。　参
加者４１人

３回 ４回 100.0% 50 34

小
和
田
公
民
館

7

４/２４「赤ちゃん木育ひろ
ば」５/２９・６/１２・７/
３「子育てしながらフラワー
アレンジメント」６/２８
「親子でクッキング」１０/
９「つるみね子育て講座」１
１/２１「異文化交流」３/２
５「赤ちゃん木育ひろば」実
施

実施回数：
1回
利用人数：
15人

実施回数：
6回
利用人数：
118人

100.0% 41 21

「異文化交流」「女性のため
の美ボディ講座」「赤ちゃん
木育ひろば」「乳幼児講座」
実施

１回

実施回数：
４回
参加者数：
７人

100.0% 41 16

鶴
嶺
公
民
館

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

31



事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

47

子ども事業
※後期事業計
画より「子育
ての広場」か
ら変更

子どもや親子を対象にさまざまな
体験学習を通して、子どもたちの
自己実現を図れる事業を公民館利
用団体やボランテシィアなどの協
力を得ながら実施する。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

○ ○ ○
未就園児
とその家
族

子育て広場カル
ガモ
※後期事業計画
より「子育ての
広場」から変更

開催回数
※後期事業計
画より「実施
回数・参加人
数」から変更

毎月第４木曜に子ども
室を開放、童歌や絵本
の読み聞かせを行い８
月と１２月にはリズム
遊びやミニコンサート
を実施。

12回
※後期事業
計画より
「実施回
数：12回・
参加者数：
600人」か
ら変更

実施回数：
12回
参加者数：
316人

100.0% 96

48

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「つる
みね幼児子育
て講座」から
変更

子どもの対象年齢別に家庭教育を
支援する講座を実施するととも
に、親子、参加者相互のふれあい
場を提供する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
幼児とそ
の親など

つるみね子育て
講座
※後期事業計画
より「つるみね
幼児子育て講
座」から変更

開催回数
※後期事業計
画より「実施
回数・参加人
数」から変更

「親子でぼうさい教
室」「おやこで♪らっ
ぱのコンサート」「子
育て世代の財政指南」
実施

3回
※後期事業
計画より
「実施回
数：3回・
参加者数：
延べ150
人」から変
更

実施回数：
3回
参加者数：
110人

100.0% 60

49

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「子育
て支援事業」
から変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○

市民
※後期事
業計画よ
り「未就
園児とそ
の家族」
から変更

家庭教育支援関
連事業
※後期事業計画
より「子育て
ホッと広場」か
ら変更

事業数
後期事業計画
より「開催回
数」から変更

子育てホッと広場（１２回実
施、参加者数延べ４７５
名）、子育て講座～ママを楽
しむ出会いの子育て（１回
（全２日）実施、参加者数延
べ２０名）、子育て講座～そ
だれん（１回実施、参加者数
１４名）、お父さんとあそぼ
う（１回実施、参加者数１０
名）

４回
※後期事業
計画より
「12回」か
ら変更

４回 100.0%

７５
（ホッと広
場：２０、
ママを楽し
む：３０＋
１８、そだ
れん：７）

50

社会的要請課
題をテーマと
した事業
※後期事業計
画より「一般
学習事業」か
ら変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○

市民
※後期事
業計画よ
り「小学
生以上」
から変更

社会的要請課題
をテーマとした
事業
※後期事業計画
より「手話教
室」から変更

事業数
※後期事業計
画より「開催
回数」から変
更

「男性料理教室」（１
回実施、参加者数１２
名）、「手話教室」
（１回（全３日）実
施、参加者数延べ３０
名）を実施。

２回
※後期事業
計画より
「１回」か
ら変更

２回 100.0%

30
（男性料理
教室：１
０、手話教
室：２０）

51
楽しい子育て
講座事業

わらべうたや絵本をとおして、親
と子どものコミュニケーションを
取り子どもの健やかな成長を育む
講座を開催する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
幼児と保
護者

わらべうたと絵
本で遊ぼう

講座実施回数

｢わらべうたと絵本で
遊ぼう｣を行った。参
加39組延べ263人(保
護者127人､子136人)

12回 12回 100.0% 80

52
絵本とお話の
時間事業

親子、友だちと時間を共有し、子
どもの心や言葉が健全に育つ講座
を開催する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
幼児と保
護者

絵本とお話の時
間

講座実施回数
｢絵本の読み聞かせ｣を
行った。参加延べ234
人

11回 11回 100.0% 33

53 ひだまり事業

子どもと保護者がゆったりとした
時間をすごす空間をつくり、子育
て支援を目的とする講座を開催す
る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
幼児と保
護者

ひだまり 講座実施回数

｢ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ･一升餅・親
子ふれあい･ｸﾘｽﾏｽ会｣
を行った。参加延べ
398人(保護者185人､
乳幼児213人)

22回 22回 100.0% 96

54

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「家庭
教育支援事
業」から変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
未就園児
とその家
族

憩いと交流の場
を提供
※後期事業計画
より「かめさん
のおうち」から
変更

開催回数
実施回数：１２回
参加者数：３５５人

12回 12回 100.0% 138

55

家庭教育支援
関連事業
※後期事業計
画より「家庭
教育支援事
業」から変更

学習機会を提供し、市民の学習活
動の活性化を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
子育て中
の親・保
育相談者

保育ボランティ
アのための研修
会の開催
※後期事業計画
より「保育相談
者研修会」から
変更

開催回数

講座「CSP講座って
何？ どんなことをして
いるの？」を開催。
参加者数１０人

1回 １回 100.0% 20

56
子ども読書活
動推進事業

子どもたちが自主的に読書活動に
取り組むことができるような環境
の整備を進めるとともに、社会的
な機運を醸成するための普及啓発
に取り組み、子どもの健やかな成
長に資することを目標とする。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
０～１８
歳の市民

ブックスタート
事業

ブックスター
トパック配布
数

対象者 2,030 名のう
ち1,606名にブックス
タートパックを配布。

1,800パッ
ク

1,606パッ
ク

89.2% 2267

57
図書館自主事
業

生涯学習のきっかけを作り、その
推進を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○ 市民 おはなし会 開催回数
本館７７回、出向１1
回、分館１8回

72回 106回 100.0% －

58

幼児期の教育
に関する基礎
研究・研修事
業
※後期事業計
画から追加

幼児期の教育に関する基礎研究を
推進し、家庭教育や幼児期教育の
充実を図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○

市民、保
護者、保
幼小中関
係職員、
市関係職
員等

基礎研究の公開
（セミナー、シ
ンポジウム等）

基礎研究の公
開件数（セミ
ナー、シンポ
ジウム等）

９月２８日及び１１月
１０日にセミナーを、
７月２９日にシンポジ
ウムを開催した。

2件 ３件 100.0% 1,959

59

「子どもの教
育」講座・講
演会
※後期事業計
画から追加

子どもの成長発達に関する基礎研
究を踏まえ、教育への意識醸成を
図る。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○

市民、保
護者、保
幼小中関
係職員、
市関係職
員等

講座講演の開催
講座講演参加
者数

「子どもの教育」に関
する講座・講演会を年
間１４回開催した。

540人 526人 97.4% 629

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

96

毎月第4木曜に子ども
室を開放、童歌や絵本
の読み聞かせを行い8
月と12月にはリズム
遊びやミニコンサート
を実施。

12回

実施回数：
１２回
参加者数：
４０７人

100.0% 96 96

第4木曜に童歌や絵本
の読み聞かせを行い、
8月と12月にはリズム
遊びやミニコンサート
を実施

12回

実施回数：
１２回
参加者数：
４３７人

100.0% 96 96

鶴
嶺
公
民
館

65

「夏休み、親子でバス
旅行(JAXA)に行こ
う！」「うちの子　幼
稚園にいけるかな
あ！？」「キッズ向け
♪ミニコンサート」実
施。

3回

実施回数：
3回
参加者数：
152人

100.0% 65 65

「親子でクッキング」「つる
みね子育て講座」「つるみね
防災広場」「親子でモノつく
り（創る、作る）講座」「乳
幼児講座」「赤ちゃん木育講
座」実施

3回

実施回数：
６回
参加者数：
４１４人

100.0% 95 97

鶴
嶺
公
民
館

７７
（ホッと広
場：２０、
ママを楽し
む：２６＋
１９、そだ
れん：１
２）

子育てホッと広場（11回実施、
参加者数延べ３４４名）、子育
て講座～そだれん（１回実施、
参加者数13名）、子育て講座～
和食で子育てしてみませんか？
（１回（全２日）実施、参加者
数延べ２４名）、家庭教育支援
講演会「子育ち・子育て出前講
座」（1回実施、参加者数37
名）

４回 4回 100.0%

７３
（ホッと広
場：２０、和
食で子育てし
てみません
か：１０＋３
３、家庭教育
支援講演会：
１０）

７３
（ホッと広
場：２０、和
食で子育てし
てみません
か：１０＋３
３、家庭教育
支援講演会：
１０）

〇子育てホッと広場（年12回実
施。参加者延べ３９７名）
〇子育て講座～やっぱり和食！
腸からはじめる子育て～（1回
実施（全2回）。参加者延べ29
名）
〇夫婦で学ぶイクメン講座～魚
のさばき方を学ぼう！～（1回
実施。参加者18名）
〇宇宙の学校（年4回実施。参
加者数延べ199名）

４回 4回 100.0%

８８
〇子育てホッと広
場：２０
〇子育て講座～やっ
ぱり和食！腸からは
じめる子育て～：４
１
〇夫婦で学ぶイクメ
ン講座～魚のさばき
方を学ぼう！～：２
７
〇宇宙の学校：０

８８
〇子育てホッと広
場：２０
〇子育て講座～やっ
ぱり和食！腸からは
じめる子育て～：４
１
〇夫婦で学ぶイクメ
ン講座～魚のさばき
方を学ぼう！～：２
７
〇宇宙の学校：０

松
林
公
民
館

30
（男性料理
教室：１
０、手話教
室：２０）

「男性料理教室」（１
回実施、参加者数１５
名）、「手話教室」
（１回（全４日）実
施、参加者数延べ５６
名）を実施。

２回 2回 100.0%

30
（男性料理
教室：１
０、手話教
室：２０）

30
（男性料理
教室：１
０、手話教
室：２０）

〇「男性料理教室」
（１回実施、参加者数
１５名）
〇「手話教室」（１回
（全４日）実施、参加
者数延べ８８名）

２回 2回 100.0%

４９
〇男性料理
教室：１０
〇手話教
室：３９）

４９
〇男性料理
教室：１０
〇手話教
室：３９）

松
林
公
民
館

74

｢わらべうたと絵本で
遊ぼう｣を行った。参
加１３組、延べ１３１
人（保護者５７人・子
ども７４人）

12回 10回 83.3% 80 100

｢わらべうたと絵本で
遊ぼう｣を行った。参
加４３組、延べ３４３
人（保護者１７０人・
子ども１７３人）

12回 12回 100.0% 120 120

南
湖
公
民
館

30
｢絵本の読み聞かせ｣を
行った。参加者延べ
217人

11回 11回 100.0% 33 33
｢絵本の読み聞かせ｣を
行った。参加者延べ１
７３人

11回 11回 100.0% 55 55

南
湖
公
民
館

96

｢ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ･一升餅・親
子ふれあい･ｸﾘｽﾏｽ会｣
を行った。参加延べ４
２０人(保護者１９９
人､乳幼児２２１人)

22回 21回 95.5% 96 93

｢ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ･一升餅でお
祝い・親子ふれあい･ｸ
ﾘｽﾏｽ会｣を行った。参
加延べ３９８人(保護者
１８８人､乳幼児２１
０人)

22回 22回 100.0% 120 120

南
湖
公
民
館

109

１１回（６月はトイレ
改修工事により開催せ
ず）
３３５名参加

12回 １１回 91.7% 115 111

実施回数：１２回
参加者数：のべ３５３
名（うち子ども１９２
名）

12回 １２回 100.0% 118 112

香
川
公
民
館

0

保育ボランティア研修
会「一緒に育とう子も
親も～お父さんの手も
借りて、みんなで子育
て～」開催
１８名参加

1回 １回 100.0% 15 15

保育ボランティア研修
会
成人・小児・乳児の
『救命講習』を開催。
１７名参加

1回 １回 100.0% 20 0

香
川
公
民
館

2267
対象者 1,915 名のう
ち1,477名にブックス
タートパックを配布。

1,800パッ
ク

1,477パッ
ク

82.1% 2332 2332
対象者 1,896 名のう
ち1,498名にブックス
タートパックを配布。

1,800パッ
ク

1,498パッ
ク

83.2% 2,332 2,331

図
書
館

－
本館6７回、出向１1
回、分館１8回

72回 96回 100.0% － －
本館71回、出向１4
回、分館１8回、ハマ
ミーナ図書室10回

72回 123回 100.0% － －

図
書
館

1,938

８月１９日及び２月１
９日にセミナーを、７
月２８日にシンポジウ
ムを開催した。

３件 ３件 100.0% 1,985 1,996

８月２０日及び１２月
２０日にセミナーを、
８月３日にシンポジウ
ムを開催した。

2件 ３件 100.0% 1,985 1,968

教
育
セ
ン
タ
ー

663
「子どもの教育」に関
する講座・講演会を年
間１４回開催した。

580人 770人 100.0% 629 590
「子どもの教育」に関
する講座・講演会を年
間１４回開催した。

620人 568人 91.6% 623 698

教
育
セ
ン
タ
ー

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動
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当
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基本目標２　仕事と生活の両立ができる環境づくり

目標６　男性の家庭生活や地域生活への参画をすすめる

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

60
次世代育成支
援対策の推進

職員が子育てしやすい職場環境の
整備を図る。

職員の子育
て支援行動
計画

○ ○ ○ 男性職員
男性職員による
育児休業等の取
得

取得率
男性職員による育児休
業等の取得は２名。

5.0% 0.9% 18.0% －

61
男女共同参画
啓発等推進事
業

地域における男女共同参画の推進
に向け、男性の参画が少ない分野
への男女共同参画の推進の啓発に
努め、男性の地域参加をすすめ
る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○ 市民

男性の家庭生活
や地域生活への
参画を進める事
業の実施

実施事業総数

①7/20「お父さん版
そだれん（共催）」
28人②1/25「父子で
クッキング」19人③
3/15「お父さん版そ
だれん(共催）」8人
計55人（うち女性延
べ17人）

3事業 3事業 100.0% 46

62
母子保健指導
事業

妊娠、出産、育児への不安を少し
でも取り除き、母子の健全な成長
を支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○

初めて父
親になる
人とその
妻

父親教室 実施回数

先輩ファミリー４３組
の協力のもと、土曜日
コース12回、平日
コース6回を実施し、
３２７組の夫婦が参
加。

18回 18回 100.0% 303

63
社会教育講座
の開催

現代的課題等に関する情報の共
有、知識の普及を図り、課題解決
のための学習機会を提供する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○ 市民
社会教育講座の
開催

社会教育講座
の男性受講者
の割合
※後期事業計
画より「開催
回数」から変
更

「おやこDEひなん
じょ体験in柳島キャン
プ場」と「会社のひと
から社会のひとへ」を
開催し、延べ６８人
（うち女性２７人）の
参加があった。

10.0% 60.3% 100.0% 120

基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標７　あらゆる暴力をなくす

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

64
セクシャルハ
ラスメント防
止対策

セクシャルハラスメントに対して
職員の苦情相談窓口を設置し随時
相談を受け付けるとともに、迅速
公正かつ円満な解決に向け苦情処
理委員会を設け、男女が対等平等
な関係で快適に働くことができる
職場環境を実現する。

○ ○ ○ 職員 相談窓口の開設 利用可能日数
相談窓口は、244日開
設した。

244日 244日 100.0% －

65
性別欄廃止の
推進

申請書等、性別欄を必要としない
手続きについて簡素化を図るとと
もに、男女共同参画社会の形成に
寄与する。

○ ○ ○ 市民
廃止に向けた各
課の対応状況の
調査

調査の実施回
数

前回調査の結果に基づ
き廃止の推進に努める
とともに、各課の対応
状況について２月に調
査を行った。

1回 １回 100.0% －

66
人権擁護活動
事業

人権問題に関して市民の相談に応
じ、人権侵犯事件への切り替え、
関係機関への連絡、助言等の必要
な措置をとり基本的人権を擁護
し、併せて自由人権思想の普及高
揚を図る。

○ ○ ○ 市民 人権相談
相談室の開設
日数

人権相談窓口を開設し
て、１９件の相談が
あった。

36日
※後期事業
計画より
「35日」か
ら変更

35日 97.2% －

67
女性問題の研
究調査及び啓
発

配偶者等からの暴力「ドメス
ティック・バイオレンス（Ｄ
Ｖ）」根絶に向けた意識啓発を行
うとともに、ＤＶが児童に心理的
影響を及ぼす児童虐待であると認
識をしてＤＶ防止を推進する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
市民（女
性）

ＤＶ等の暴力根
絶の意識啓発

相談室の開設
日数

電話や面談により、女
性からの相談に対応し
た。

244日 244日 100.0% －

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

95.6%平成２５年度活動率

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

79.5%平成２５年度活動率

34



決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－
男性職員による育児休
業等の取得は0名。

5.0% 0.0% 0.0% － －
男性職員による育児休
業等の取得は３名。

5.0% 2.5% 50.0% － －

職
員
課

37

「お父さん版そだれん」14
人、「父子でクッキング」8
人（男児2人女児8人含ま
ず）、「初めてママと初めて
パパのクッキング」（再掲）
124人、「栄養教室～いい
夫婦の日クッキング～」（再
掲）14人　計160人（うち
女性72人）

3事業 4事業 100.0% 25 25

「働くパパママ応援子ども
クッキング」16人、「父子
クッキング」27人、「初め
てママと初めてパパのクッキ
ング」76人　計119人（う
ち女性54人）

3事業 3事業 100.0% 50 50

男
女
共
同
参
画
課

298

先輩ファミリー３３組
の協力のもと、土曜日
コース12回、平日
コース6回を実施し、
３０２組の夫婦が参
加。

18回 １８回 100.0% 245 245

先輩ファミリー３０組
の協力のもと、土曜日
コース12回、平日
コース6回を実施し、
３０８組の夫婦が参
加。

18回 18回 100.0% 16 16

こ
ど
も
育
成
相
談
課

80

「子どものお金教育を
学び広め隊」ほか２講
座をを開催し、延べ１
５０人（うち女性８９
人）の参加があった。

10.0% 40.7% 100.0% 120 60

「トイレで減災大作
戦」ほか２講座を開催
し述べ４６人（うち女
性３１人）の参加が
あった。

10.0% 32.6% 100.0% 120 100

社
会
教
育
課

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－
相談窓口は、244日開
設した。

244日 244日 100.0% － －
相談窓口は、243日開
設した。

242日 243日 100.0% － －

職
員
課

－

前回調査の結果に基づ
き廃止の推進に努める
とともに、各課の対応
状況について２月に調
査を行った。

1回 １回 100.0% － －

前回調査の結果に基づ
き廃止の推進に努める
とともに、各課の対応
状況について２月に調
査を行った。

1回 １回 100.0% － －

企
画
経
営
課

－
人権相談窓口を開設し
て、２１件の相談が
あった。

36日 34日 94.4% － －
人権相談窓口を開設し
て、２0件の相談が
あった。

36日 37日 100.0% － －

市
民
相
談
課

－
電話や面談により、女
性からの相談に対応し
た。

244日 244日 100.0% 5,040 4,690

電話や面談により、女性
からの相談に対応した。
暴力に関する相談件数
電話　80件
面談　60件
【参考H26】
電話　43件
面談　58件

242日 242日 100.0% 5,355 5,186

男
女
共
同
参
画
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

95.6% 平成２６年度活動率 96.5% 平成２７年度活動率 99.1%

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

79.5% 平成２６年度活動率 75.0% 平成２７年度活動率 87.5%

35



事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

68
男女共同参画
啓発等推進事
業

配偶者等からの暴力「ドメス
ティック・バイオレンス（Ｄ
Ｖ）」根絶に向けた意識啓発を行
うとともに、ＤＶが児童に心理的
影響を及ぼす児童虐待であると認
識をしてＤＶ防止を推進する。

○ ○ ○ 市民
あらゆる暴力を
なくす事業の実
施

実施事業総数

7/25「女性のための護
身術講座」16人②広報用
ティッシュ300個を配布
③10/12「デートDV防
止講座」22人④1/21
「市町村連携事業DVを
のりこえて」32人　計
70人（うち女性延べ54
人）

2事業 ４事業 100.0% 62

69
保健福祉総合
相談事業

市民からの保健・福祉に関する
様々な相談に対応するため、福祉
の有資格者による総合相談を行
う。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

○ ○ － 市民
保健福祉総合相
談

相談件数
※後期事業計
画より「相談
室の開設日
数」から変更

平成２５年度の相談受
付件数は４８０件、う
ち高齢福祉に関する相
談が約３８％、生活困
窮に関する相談が約３
１％を占めた。

550件
※後期事業
計画より
「244日」
から変更

480件 87.3% 4,320

70
家庭児童相談
事業

家庭における適正な児童養育、家
庭児童福祉の向上を図るため、家
庭児童相談員による児童相談指導
を行い子育てがしやすい環境をつ
くる。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
子育て家
庭

家庭児童相談室
での相談、支援

相談室の開設
日数

家庭児童相談室を開設
し、552人の相談に対
応した。

244日 244日 100.0% 15,595

71

家庭児童相談
事業
※後期事業計
画から追加

子育てに対する不安や悩みを持つ
親の支援及び児童虐待予防のため
「そだれん（怒鳴らない子育て練
習講座）」の普及を図り、子育て
がしやすい環境をつくる。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
子育て家
庭

「そだれん（子
育て練習講
座）」の実施

実施回数

「そだれん（怒鳴らな
い子育て練習講座）」
を17クール（119
回）実施し、100人
（女性98人）が受講
した。

19クール 17クール 89.5% 532

72
子どもの安全
を守る都市の
推進

子どもの安全を守るため青少年育
成団体等と啓発活動を行う。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
市民・青
少年

街頭キャンペー
ン

実施回数

青少年育成団体、茅ヶ
崎警察、市職員で茅ヶ
崎駅で啓発物品の配布
を行った。①5／30、
②１１／１8

2回 ２回 100.0% 28

73
子どもの安全
を守る都市の
推進

子どもの安全を守るため青少年育
成団体等と啓発活動を行う。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
市民・青
少年

市広報紙・ホー
ムページ・防災
無線よる見守り
広報活動

実施回数

防災無線で周知、合わ
せてホームページ・広
報紙にも掲載した。①
４／５②９／２③１０
／１７④１／７

4回（長期
休み明け）

４回（長期
休み明け）

100.0% －

74
子どもの安全
を守る都市の
推進

子どもの安全を守るため青少年育
成団体等と啓発活動を行う。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
市民・青
少年

市職員の腕章着
用による子ども
の見守り

実施回数

市職員が通勤時（１週
間）腕章を着用し、見
守りを行った。①４
月、②５月、③９月、
④１１月、⑤１月

5回 ５回 100.0% 60

75
子どもの安全
を守る都市の
推進

子どもの安全を守るため青少年育
成団体等と啓発活動を行う。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
市民・青
少年

「子ども１１０
番の家」ステッ
カー・見守り腕
章・見守りジャ
ンパー等の啓発
物品の配布

実施期間

地域で実施している安
全パトロール等の啓発
活動の支援のため物品
を配布した。

244日 244日 100.0% 1,412

76
子どもの安全
を守る都市の
推進

子どもの安全を守るため青少年育
成団体等と啓発活動を行う。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
市民・青
少年

インターネット
における悪質な
青少年有害情報
の監視事業

検索件数
※後期事業計
画から追加よ
り「実施回
数」から変更

小中学校を対象にイン
ターネット上の監視を
行い、悪質な書き込み
情報等の削除依頼を
行った。

5,000件/月
※後期事業
計画より
「180日」
から変更

3,450件/月
69.0% 2,442

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

57

7/24「女性のための護
身術講座」13人②広報用
ティッシュ300個を配布
③10/25「デートDV予
防ワークショップ」20人
計33人（うち女性29
人）

2事業 3事業 100.0% 102 102

「女性のための護身術講
座」19人、広報用ティッ
シュ1500個を配布、
「デートDV予防ワーク
ショップ」78人　計97
人（うち女性71人）

2事業 3事業 100.0% 87 87

男
女
共
同
参
画
課

4,320

平成２６年度の相談受
付件数は３８８件、う
ち高齢福祉に関する相
談が約２３％、生活困
窮に関する相談が約３
８％を占めた。

550件 ３８８件 70.5% 4,320 4,320

市役所旧本庁舎3階にて運営
していた「保健福祉総合相談
窓口」については、平成26
年10月に市内12地区に福祉
相談室が設置されたことか
ら、平成27年3月31日（平
成26年度末）をもって、閉
室しました。

－ － － － －

保
健
福
祉
課

15,401
家庭児童相談室を開設
し、551人の相談に対
応した。

244日 244日 100.0% 13,472 13,443
家庭児童相談室を開設
し、５５２人の相談に
対応した。

242日 242日 100.0% 12,827 12,792

こ
ど
も

育
成
相
談
課

419

「そだれん（怒鳴らな
い子育て練習講座）」
を17クール（119
回）実施し、96人
（女性94人）が受講
した。

19クール 17クール 89.5% 632 538

「ほめる・しかる・つ
たえる子育て練習講座
（ほしつ☆そだれ
ん）」を１７クール
（１１９回）実施し、
８７人（女性８６人）
が受講した。

19クール １７クール 89.5% 530 485

こ
ど
も
育
成
相
談
課

40

青少年育成団体、茅ヶ
崎警察、市職員で茅ヶ
崎駅で啓発物品の配布
を行った。①5／30、
②１１／１３

2回 2回 100.0% 41 41

青少年育成団体、茅ヶ
崎警察、市職員で茅ヶ
崎駅で啓発物品の配布
を行った。①5／２
９、②１１／１３

2回 ２回 100.0% 44 41

青
少
年
課

－

防災無線で周知、合わ
せてホームページ・広
報紙にも掲載した。①
４／７②９／１③１１
／６④１／７

4回（長期
休み明け）

４回（長期
休み明け）

100.0% － －

防災無線で周知、合わ
せてホームページ・広
報紙にも掲載した。①
４／７②８／３０③１
０／１４④１／６

4回（長期
休み明け）

４回 100.0% － －

青
少
年
課

41

市職員が通勤時（１週
間）腕章を着用し、見
守りを行った。①４
月、②５月、③９月、
④１１月、⑤１月

5回 ５回 100.0% － －

市職員が通勤時（１週
間）腕章を着用し、見
守りを行った。①４
月、②５月、③９月、
④１１月、⑤１月

5回 5回 100.0% － －

青
少
年
課

1,173

地域で実施している安
全パトロール等の啓発
活動の支援のため物品
を配布した。

244日 244日 100.0% 1,239 1,264

地域で実施している安
全パトロール等の啓発
活動の支援のため物品
を配布した。

243日 243日 100.0% 1,398 1,289

青
少
年
課

2,251

小中学校を対象にイン
ターネット上の監視を
行い、悪質な書き込み
情報等の削除依頼を
行った。

5,000件/月 6,700件/月 100.0% 2,442 2,275

小中学校を対象にイン
ターネット上の監視を
行い、悪質な書き込み
情報等の削除依頼を
行った。

5,000件/月
７,６00件/
月

100.0% 2,442 2,090

青
少
年
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名
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基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標８　茅ヶ崎市男女共同参画推進センターいこりあを拠点とした相談事業に

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

77
ＤＶ被害者支
援ネットワー
ク事業

ＤＶ（ドメスティック・バイオレ
ンス）被害者支援のため、庁内の
横断的なネットワークを構築す
る。

○ ○ ○ 職員
ＤＶ被害者支援
に向けた研修会
の開催

開催回数

2/14「DV・ストー
カー被害者対応研修
会」25人（うち女性
12人）

1回 1回 100.0% －

78
女性問題の研
究調査及び啓
発

悩みを抱える女性の諸問題の解決
方法を見出すため、「女性のため
の相談室」を運営する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
市民（女
性）

「女性のための
相談室」の充実

相談室の開設
日数

電話や面談により、女
性からの相談を受け付
けた。

244日 244日 100.0% －

79
男女共同参画
啓発等推進事
業

女性のための相談室に寄せられ
た、生活上の悩みなど相談内容の
解決に向けた情報の発信や各課と
連携した支援など、事業の充実に
向けた取組を展開する。

○ ○ ○ 市民

茅ヶ崎市男女共
同参画推進セン
ターいこりあを
拠点とした相談
事業の実施

実施事業総数

市の事業としては実施
しなかったが、県の事
業としてワーキングマ
ザー両立応援カウンセ
リング、ひとり親家庭
のための　あなたの自
立のための養育費・就
業相談を実施した。

1事業 0事業 0.0% －

基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標９　女性が自分のからだのことを自分で決める権利を女性の人権

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

80
人権同和対策
に関すること

人権啓発事業を推進するため、
「人権を考える市民の集い」を開
催し、市民及び職員の人権問題に
対する意識の向上を図る。また、
県内の人権団体等が開催する研修
会等に積極的に参加し、職員の人
権意識の向上を図る。

○ ○ ○
市民及び
職員

市主催事業（人
権を考える市民
の集い）の開催

市主催事業の
参加人数

３／２０開催。全国中
学生人権作文コンテス
ト茅ヶ崎市審査入賞作
品発表・講演会を通し
て、中学生が考える人
権を多くの人に伝え
た。

300人 213人 71.0% 59

81
男女共同参画
啓発等推進事
業

リプロダクティブ・ヘルス・ライ
ツ等、人権に配慮した意識を持て
るよう、事業を実施する。

○ ○ ○ 市民

女性が自分のか
らだのことを自
分で決める権利
を女性の人権と
して確立する事
業の実施

実施事業総数

女性が自分のからだの
ことを自分で決める権
利について扱った講座
等事業は実施できな
かった。

1事業 ０事業 0.0% －

82 がん検診事業

女性特有のがん検診については検
診受診率が低いため、受診率を上
げて、疾病の早期発見、早期治療
を目指す。

茅ヶ崎市健
康増進計画

○ ○ ○
３０歳以
上の女性

乳房がん検診
乳房がん検診
受診率

国の補助事業である
「がん推進事業」も加
え積極的受診勧奨を図
ると共に各種方法によ
る啓発普及活動も実施
した。

20.0%
※後期事業
計画より
「25.0%」
から変更

23.4%
7,216人

100.0% 28,257

83 がん検診事業

女性特有のがん検診については検
診受診率が低いため、受診率を上
げて、疾病の早期発見、早期治療
を目指す。

茅ヶ崎市健
康増進計画

○ ○ ○
２０歳以
上の女性

子宮がん検診
子宮がん検診
受診率

国の補助事業である
「がん推進事業」も加
え積極的受診勧奨を図
ると共に各種方法によ
る啓発普及活動も実施
した。

18.0%
※後期事業
計画より
「20.0%」
から変更

17.9%
6,230人

99.4% 53,342

84
母子健康手帳
交付事業

妊娠の届出をした妊婦に母子健康
手帳を交付し、一貫した健康管理
を行う。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○ 妊婦
母子健康手帳交
付

交付件数

妊娠届出のあった妊婦
や紛失の届出等があっ
た人日本語版又は外国
版のいずれか１つの母
子健康手帳を交付し
た。

2,100冊
※後期事業
計画より
「2,250
冊」から変
更

2,041冊 97.2% 2,834

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

82.0%平成２５年度活動率

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

66.7%平成２５年度活動率
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目標８　茅ヶ崎市男女共同参画推進センターいこりあを拠点とした相談事業に取り組む

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－

１２月４日ＤＶ気づき
講座「『自分を大切に
する』ということ」
17人（うち女性16
人）及び庁内ＤＶネッ
トワーク会議15人
（うち女性8人）を開
催した。

1回 2回 100.0% － －
庁内ＤＶネットワーク
会議19人（うち女性
10人）を開催した。

1回 1回 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

－
電話や面談により、女
性からの相談を受け付
けた。

244日 244日 100.0% － －

電話や面談により、女
性からの相談に対応し
た。
相談件数
電話　437件
面談　103件
法律　63件

242日 242日 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

－

女性相談事業及び男女
共同参画課業務につい
て、包括支援センター
相談員への研修を実施
した。

1事業 1事業 100.0% － －

女性相談事業及び男女
共同参画課業務につい
て、包括支援センター
相談員への研修を実施
した。

1事業 1事業 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

として確立する

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

39

３／１７開催。全国中
学生人権作文コンテス
ト茅ヶ崎市審査入賞作
品発表・講演会を通し
て、中学生が考える人
権を多くの人に伝え
た。

300人 154人 51.3% 59 50

１/２６開催。「ジェ
ンダーとハラスメント
の深くて怖い関係」と
いうテーマのもと講演
会を実施した

300人 205人 68.3% 59 49

男
女
共
同
参
画
課

－

女性のための健康講座
「本当のところ、何歳
まで産めるの？～妊娠
力と生殖医療の最新事
情～」を実施し29人
（うち女性29人）の
参加があった。

1事業 1事業 100.0% 40 40

「今聞いて欲しい！
20代30代40代みんな
の妊活事情」15人
（うち女性15人）

1事業 1事業 100.0% 37 37

男
女
共
同
参
画
課

34,267

国の補助事業において
４０歳女性に乳がん検
診に無料クーポン券を
配布すると共に３０歳
から３９歳女性に乳が
んの受診券を個別送付
した。

20.0%
25.7%
7,998人

100.0% － －

４０歳女性に無料クー
ポンを送付すると共に
３０歳以上の女性全員
に乳がん検診の受診券
を送付した。

24.0% 28.5% 100.0% 30,518 42,921

保
健
福
祉
課

50,829

国の補助事業において
２０歳女性に子宮がん
検診に無料クーポン券
を配布すると共に２０
歳から３９歳女性に子
宮がんの受診券を個別
送付した。

19.0%
20.9%
'7,330人

100.0% 51,116 61,502

20歳女性に無料クー
ポンを送付すると共に
2０歳以上の女性全員
に子宮がん検診の受診
券を送付した。

19.0% 22.9% 100.0% 54,281 70,567

保
健
福
祉
課

2,831

妊娠届出のあった妊婦
や紛失の届出等があっ
た人日本語版又は外国
版のいずれか１つの母
子健康手帳を交付し
た。

2,100冊 1,981冊 94.3% 2,861 2,847

妊娠届出のあった妊婦
や紛失の届出等があっ
た人日本語版又は外国
版のいずれか１つの母
子健康手帳を交付し
た。

※新規に窓口担当非常
勤嘱託職員配置

2,100冊 2,057冊 98.0% 3,554 3,535

こ
ど
も
育
成
相
談
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

82.0% 平成２６年度活動率 92.6% 平成２７年度活動率 95.0%

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

66.7% 平成２６年度活動率 100.0% 平成２７年度活動率 100.0%
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事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

85
妊婦健康診査
事業

妊婦健康診査の助成を通して、よ
り妊婦の健康管理の充実を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○ 妊婦

妊婦健康診査費
用補助券の交付
妊婦健康診査費
用の補助

補助券利用率
※後期事業計
画より「妊婦
健診の受診件
数」から変更

妊婦に対して妊婦健康
診査費用補助券を交付
し妊婦健康診査を受け
やすくした。

90.0%
※後期事業
計画より
「23,000
件」から変
更

82.9% 92.1% 98,648

86
妊婦健康診査
事業

妊婦の健康管理について異常の有
無を早期に確認し、適切な指導を
行う。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○ 妊婦 保健指導 要指導件数
妊娠届出や妊婦健診等
からハイリスク妊婦を
把握し支援を行う。

60件
※後期事業
計画より
「12件」か
ら変更

112件 100.0% 98,648

87
母子栄養健康
づくり事業

母親の健康の保持及び乳児の健全
な発育を支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、茅ヶ崎
市食育推進
計画

○ ○ ○
妊婦（初
妊婦優
先）

マタニティクッ
キング

実施回数

初妊婦（７０人）また
は夫婦（６１組）に対
して食生活等について
の講義と調理実習、試
食を行う。

15回（う
ち、3回は
夫も参加し
やすいよう
土曜日等開
催）

15回（うち
6回は夫婦
で参加する
夫婦版を実
施）

100.0% 423

基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標１０　生涯にわたる健康を支援する

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

88
集団健康教育
事業

壮年期からの生活習慣病予防及び
健康保持増進を図る。

茅ヶ崎市健
康増進計画

○ ○ ○
６４歳以
下の市民

健康教室の開催 開催回数

生活習慣病予防に関す
る講演会・運動教室、
女性の健康づくりの講
座等を平日や土曜日に
開催した。（参加延べ
人数：男性173人女性
1078人）

28回
※後期事業
計画より
「27回」か
ら変更

28回 100.0% 1,633

89 栄養改善事業
健康づくりと生活習慣病予防のた
めの知識を普及する。

茅ヶ崎市健
康増進計
画、茅ヶ崎
市食育推進
計画

○ ○ ○
６４歳以
下の市民

栄養改善教室の
開催

開催回数

生活習慣病予防や朝食
の工夫、学生や社会人
のお弁当、夫婦で食生
活改善等の栄養改善教
室を平日や土曜日に開
催した。（参加人数：
男性１０人女性３２０
人）

23回 23回 100.0% 294

90 健康相談事業
日常生活において、本人及び家族
の健康管理がスムーズに実行でき
るよう支援する。

茅ヶ崎市健
康増進計画

○ ○ ○ 市民 健康相談

相談事業実施
日数（予約制
健康相談及び
随時の相談）

市役所開庁日に保健師
による随時の健康相談
と非常勤栄養士等を雇
用しての予約制健康相
談を実施した。

244日（予
約制健康相
談実施は12
日）

244日 100.0% 128

91
高齢者の生き
がいと健康づ
くり推進事業

高齢者の生きがいと健康づくり活
動の推進とその普及に資すること
を目的に、各種の講座・教室を開
催する。

第５期茅ヶ
崎市高齢者
福祉計画・
介護保険事
業計画

○ ○ ○
６０歳以
上の高齢
者

生きがい教室の
開催

開催回数

老人クラブと連携しス
ポーツや趣味の活動な
ど高齢者のニーズに応
じた教室を開催した。

８回 8回 100.0% 1,152

92
介護予防・健
康づくり事業

民間のスポーツクラブを利用し
て、筋力トレーニング、健康運
動、水中ウォーキングを実施し、
運動習慣を定着させる。

第５期茅ヶ
崎市高齢者
福祉計画・
介護保険事
業計画

○ ○ ○

６０歳か
ら８０歳
までの在
宅の高齢
者

介護予防・健康
づくり事業

教室数

民間のスポーツクラブ
を利用して、６０以上
の高齢者を対象に「６
０歳からのフィットネ
ス教室」を実施した。

５箇所 ５箇所 100.0% 5,401

93
脳の健康教室
事業

簡単な読み、書き、計算で脳のト
レーニングを実施。週１回教室へ
の参加と毎日１５分程度の自宅学
習をする。

第５期茅ヶ
崎市高齢者
福祉計画・
介護保険事
業計画

○ ○ ○
６５歳以
上の高齢
者

脳の健康教室事
業

開催回数

６５歳以上の健康な高
齢者を対象に、認知症
を予防するため、「脳
の健康教室」を実施し
た。

２回 ２回 100.0% 1,039

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

95.8%平成２５年度活動率
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

89,941

妊婦に対して妊婦健康
診査費用補助券を交付
し妊婦の経済的負担を
軽減した。

90.0% 85.7% 95.2% 94,060 89,465

妊婦に対して妊婦健康
診査費用補助券を交付
し妊婦の経済的負担を
軽減した。

90.0% 84.1% 93.4% 94,830 90,894

こ
ど
も

育
成
相
談
課

89,941
医療機関等からの支援
依頼に対し適切に対応
した。

60件 ８３件 100.0% 94,060 89,465

医療機関等からの支援
依頼に対し適切に対応
した。

※予算・決算額は、活
動ごとに算出

60件 117件 100.0% － －

こ
ど
も
育
成
相
談
課

403

初妊婦（５９人）また
は夫婦（６２組）に対
して食生活等について
の講義と調理実習、試
食を行う。

15回（う
ち、3回は
夫も参加し
やすいよう
土曜日等開
催）

15回（う
ち、６回は
夫も参加し
やすいよう
土曜日等開
催）

100.0% 354 339

初妊婦（４２人）また
は夫婦（５２組）に対
して食生活等について
の講義と調理実習、試
食を行う。

※予算・決算額は、活
動ごとに算出

1５回（う
ち、６回は
夫婦版マタ
ニティクッ
キングとし
て土曜日開
催）

1５回（う
ち、９回は
夫婦版マタ
ニティクッ
キングとし
て土曜日開
催）

100.0% 254 219

こ
ど
も

育
成
相
談
課

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

1,604

健康づくりや生活習慣
病予防に関する講演
会・運動教室、女性の
健康づくり週間等にお
けるイベントを平日や
土曜日に開催した。
（参加延べ人数：男性
1６人女性10９０人）

28回 ２８回 100.0% 1,614 1,603

健康づくりや生活習慣
病予防に関する講演
会・運動教室、女性の
健康づくり週間等にお
けるイベントを平日や
土曜日に開催した。
（参加延べ人数：男性
341人女性1360人）

28回 29回 100.0% 1,728 1,626

ス
ポ
ー

ツ
健
康
課

285

生活習慣病予防や朝食
の工夫、学生や社会人
のお弁当、夫婦で食生
活改善等の栄養改善教
室を平日や土曜日に開
催した。（参加人数：
男性３０人女性３６２
人）

2４回 ２４回 100.0% 308 307

生活習慣病予防や朝食
の工夫、学生や社会人
のお弁当、夫婦で食生
活改善等の栄養改善教
室を平日や土曜日に開
催した。（参加人数：
男性２０人女性３８１
人）

24回 24回 100.0% 407 400

ス
ポ
ー

ツ
健
康
課

49

予約制健康相談につい
ては、スポーツ健康課
の管理栄養士の協力に
より廃止し、市役所開
庁日に保健師による随
時の健康相談を実施し
た。

24３日 ２４３日 100.0% 134 102
市役所開庁日に保健師
による随時の健康相談
を実施した。

242日（随
時相談の
み）

２４２日 100.0% 117 103

保
健
福
祉
課

1,144

老人クラブと連携しス
ポーツや趣味の活動な
ど高齢者のニーズに応
じた教室を開催した。

８回 8回 100.0% 1,136 1,136

老人クラブと連携しス
ポーツや趣味の活動な
ど高齢者のニーズに応
じた教室を開催した。

8回

8回
参加人数：
９７０人
（男：１１
６人、女：
８５４人）

100.0% 764 764

高
齢
福
祉
介
護
課

4,268

民間のスポーツクラブ
を利用して、６０以上
の高齢者を対象に「６
０歳からのフィットネ
ス教室」を実施した。

５箇所 ５箇所 100.0% 5,000 4,455

民間のスポーツクラブ
を利用して、６０以上
の高齢者を対象に「６
０歳からのフィットネ
ス教室」を実施した。

5箇所

５箇所
参加人数：
142人
（男：67
人、女：75
人）

100.0% 5,000 4,375

高
齢
福
祉
介
護
課

1,019

６５歳以上の健康な高
齢者を対象に、認知症
を予防するため、「脳
の健康教室」を実施し
た。

２回 ３回 100.0% 1,553
 1,197

６５歳以上の健康な高
齢者を対象に、認知症
を予防するため、「脳
の健康教室」を実施し
た。

2回

３回
修了者：７
９人（男：
３１人、
女：４８
人）

100.0% 1,550 1,316

高
齢
福
祉
介
護
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

95.8% 平成２６年度活動率 87.5% 平成２７年度活動率 91.7%
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事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

94
思春期保健事
業

思春期前期と言われる小学３年
生、４年生を対象に講座を実施す
る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
小学3年
生・4年生

思春期わくわく
体験講座

実施回数

25年度は１回実施の
小学校は1校であった
ため、１校に実施。児
童53人、保護者9人参
加した。（男女比不
明）

2回
※後期事業
計画より
「4回」か
ら変更

1回 50.0% 39

95
思春期保健事
業

学校からの依頼や市民まなび講座
を活用し、思春期保健について知
識の普及啓発を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
小学3年
生・4年生

思春期依頼教育 実施回数

依頼による教育に全小
学校（１５校）から児
童１９６３人、保護者
４２９人が参加した。
（男女比不明）

全小学校 全小学校 100.0% 39

96
乳幼児健康診
査事業

健康診査を「乳幼児の健康状態を
確認し、疾病・異常等の早期発見
とともに各時期の育児上のポイン
トを親と確認できる機会」として
捉え、安心して子育てができるよ
う支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○

４か月
児、
１０～１
１か月児

４か月児健康診
査
１０～１１か月
児健康診査

平均検診受診
率
※後期事業計
画より「健診
受診件数」か
ら変更

４か月児及び１０～１
１か月児を対象に個別
による健康診査を実施
した。

96.0% 97.2% 100.0% 31,793

97
乳幼児健康診
査事業

乳幼児期の健康な歯は、成長に必
要な栄養摂取や言葉の発達にも大
きな役割を果たしていることを踏
まえ、健康診査、教育や相談等の
事業で歯科指導を充実する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○

１歳６か
月児、３
歳６か月
児

１歳６か月児健
康診査（一般・
歯科）
３歳６か月児健
康診査（一般・
歯科）

健診実施回数

１歳６か月児及び３歳
６か月児を対象に集団
による健康診査を実施
した。

各36回 各36回 100.0% 12,318

98
乳幼児健康・
育児相談事業

発育・発達・育児・栄養などに関
する相談を実施することで、乳幼
児の健康の保持増進を図り、保護
者の育児を支援する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○

乳幼児
７か月児
２歳～２
歳２か月
児

①乳幼児健康相
談②７か月児育
児相談③２歳児
歯科相談④予約
制の健康相談
※後期事業計画
から④を追加

実施回数

子どもの発達の節目に
健康相談を実施する。
その他、保健センター
や公民館等で乳幼児健
康相談を実施

①84回②
36回
③36回④
12回
※後期事業
計画より①
を変更、④
を追加

①84回
②36回
③36回
④12回

100.0% 2,300

99 健康講座事業
現代日本人の抱える、心と体の健
康に関する諸問題を1年間を通して
学習する。

○ ○ ○ 市民 健康講座 講座数

｢美筋スロートレーニ
ング｣参加30人。「膝
と腰の痛みを予防改善
する体操」参加３６
人。

2講座 2講座 100.0% 40

基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標１１　人権尊重のために、メディアからの情報を主体的に読み解く力

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

100

広報主任会議
でのメディ
ア・リテラ
シーの周知・
啓発

情報メディアを主体的に読み解い
て必要な情報を引き出し、その真
偽を見抜き、活用することの必要
性や人権への配慮を周知・啓発
し、広報活動に役立てる。

○ ○ ○ 職員
広報主任会議の
開催

開催回数

2月に東京新聞の記者
と男女共同参画課職員
を講師をに招き、積極
的な情報発信と情報リ
テラシーをテーマに開
催しました。

１回
※後期事業
計画より
「2回」か
ら変更

1回 100.0% －

101
人権擁護活動
事業

人権問題に関して市民の相談に応
じ、人権侵犯事件への切り替え、
関係機関への連絡、助言等の必要
な措置をとり基本的人権を擁護
し、併せて自由人権思想の普及高
揚を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○

市内在
住・在学
の小学４
～６年生

小学生人権ポス
ターコンテスト

開催回数
市内１３校より１，４
３６点の応募があっ
た。

1回 1回 100.0% 276

102
人権擁護活動
事業

人権問題に関して市民の相談に応
じ、人権侵犯事件への切り替え、
関係機関への連絡、助言等の必要
な措置をとり基本的人権を擁護
し、併せて自由人権思想の普及高
揚を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
市内在
住・在学
の中学生

中学生人権作文
コンテスト

開催回数
市内１３校より５８８
編の応募があった。

1回 1回 100.0% 10

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

60.0%平成２５年度活動率
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

32

学校で思春期教育ができ
るよう、２６年度から教
員・養護教諭向けの思春
期教育セミナーを年１回
実施。学校が主体的に思
春期教育（わくわく思春
期教室）を実施するため
のサポートを９校行う。

2回

思春期セミ
ナー　１回
わくわく思
春期教室
１４校

50.0% 38 26

学校で思春期教育ができ
るよう、２６年度から教
員・養護教諭向けの思春
期教育セミナーを年１回
実施。学校が主体的に思
春期教育（わくわく思春
期教室）を実施するため
のサポートを１２校行
う。

思春期セミ
ナー　１回
わくわく思
春期教室
９校

思春期セミ
ナー　１回
わくわく思
春期教室
１２校

100.0% 29 25

こ
ど
も

育
成
相
談
課

32
学校からの単独依頼教

育はなく該当なし
全小学校 0 0.0% (再掲）38 (再掲）26

学校からの単独依頼教
育はなく該当なし

※予算・決算額は、活
動ごとに算出

全小学校 0 0.0% 0 0

こ
ど
も
育
成
相
談
課

30,981

４か月児及び１０～１
１か月児を対象に個別
による健康診査を実施
した。

96.0% 99.4% 100.0% 31,916 30,895

４か月児及び１０～１
１か月児を対象に個別
による健康診査を実施
した。

96.0% 98.7% 100.0% 32,844 30,872

こ
ど
も

育
成
相
談
課

11,629

１歳６か月児及び３歳
６か月児を対象に集団
による健康診査を実施
した。

各36回 各36回 100.0% 12,306 11,536

１歳６か月児及び３歳
６か月児を対象に集団
による健康診査を実施
した。

各36回 各36回 100.0% 12,657 11,986

こ
ど
も
育
成
相
談
課

1,686

子どもの発達の節目に
健康相談を実施する。
その他、保健センター
や公民館等で乳幼児健
康相談を実施

①84回
②36回
③36回
④12回

①84回
②36回
③36回
④12回

100.0% 4,226 3,268

子どもの発達の節目に
健康相談を実施する。
その他、保健センター
や公民館等、子育て支
援センター（依頼）で
乳幼児健康相談を実
施。２７年度より、子
育て支援センター栄養
士相談年１２回追加

①84回
②36回
③36回
④12回

①96回
②36回
③36回
④12回

100.0% 4,263 3,573

こ
ど
も
育
成
相
談
課

18

｢エクセルで毎日の健
康管理表をつくろう｣
参加１１人。「男性の
介護教室」参加１４
人。

2講座 2講座 100.0% 40 13

｢パソコンで楽しく健
康管理｣参加６人。
「男性の介護教室」参
加１２人。

2講座 2講座 100.0% 40 19

南
湖
公
民
館

（メディア・リテラシー）を育成する

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－

平成26年度は広報主任会
議を開催しなかったが、
新たな情報発信のあり方
検討プロジェクト会議
等、様々な機会で、市の
広報が与える影響を伝
え、より良い広報につい
て検討しました。

１回 0回 0.0% － －

男女共同参画課職員とと
もに、9月に戦略的な広
報の推進とメディア・リ
テラシーをテーマに開催
しました。その他11月に
新しい情報発信をテーマ
に開催。

1回 2回 100.0% － －

秘
書
広
報
課

239
市内１６校より１，２
２３点の応募があっ
た。

1回 1回 100.0% 269 242
市内１５校より１，４
１３点の応募があっ
た。

１回 1回 100.0% 248 248

市
民
相
談
課

10
市内１３校より６６４
編の応募があった。

1回 1回 100.0% 10 8
市内１３校より８１０
編の応募があった。

１回 1回 100.0% 10 10

市
民
相
談
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

60.0% 平成２６年度活動率 80.0% 平成２７年度活動率 100.0%
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事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

103
人権擁護活動
事業

人権問題に関して市民の相談に応
じ、人権侵犯事件への切り替え、
関係機関への連絡、助言等の必要
な措置をとり基本的人権を擁護
し、併せて自由人権思想の普及高
揚を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
市内在
住・在学
の中学生

中学生との人権
座談会

開催回数

新たな試みとして、人
権座談会の代わりに
「人権を考える市民の
集い」において人権作
文朗読を実施。

1回 ０回 0.0% －

104
男女共同参画
啓発等推進事
業

子どもの頃からの男女共同参画の
啓発とともに、メディアにおける
影響を鑑み、対策の必要性も含
め、情報の取捨選択の必要性につ
いて、事業等を行い意識啓発に努
める。

○ ○ ○ 市民

人権尊重のため
に、メディア・
リテラシーを育
成する事業の実
施

実施事業総数
メディア・リテラシー
を育成する事業の実施
できなかった。

1事業 0事業 0.0% －

基本目標３　人権が尊重される社会づくり

目標１２　様々な困難を抱える人々が安心して暮らせる環境を整備

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

105
重度障害者医
療費助成事業

重度障害者に医療費を助成するこ
とにより経済的援助を図る。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○
重度障害
者

重度障害者の医
療費の助成

助成件数
重度障害者の保険内診
療分の医療費の助成を
行った。

119,630件 113,983件 95.3% 670,574

106
障害者就労支
援事業

障害者の就労訓練をすることによ
り就労の支援を図る。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○ 障害者
障害者の就労
（訓練）の場の
確保

就労(訓練)者
数

障害者に対して、ジョ
ブコーチの支援、地域
就労援助センターの支
援等により就労訓練を
行った。

16人
※後期事業
計画より
「14人」か
ら変更

29人 100.0% 8,411

107
自立支援給付
費に関する事
務

障害者の自立した生活を行うため
各種サービスの提供を行う。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○ 障害者
障害福祉サービ
スの提供

請求内容の審
査

介護給付費等について
実績報告書と請求の審
査を行い適正な支払い
を行った。

12回 12回 100.0% 2,255,204

108
コミュニケー
ション支援事
業

手話通訳者、要約筆記者の派遣等
により聴覚障害者等の意思伝達を
容易にし、社会参加を図る。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○ 障害者
手話通訳者等の
派遣

派遣件数

聴覚障害者等に対して
社会参加の支援を目的
として、手話通訳者、
要約筆記者の派遣を
行った。

350回
※後期事業
計画より
「400件」
から変更

347回 99.1% 6,020

109
成年後見制度
利用支援事業

知的障害者および精神障害者に対
し、成年後見制度の利用を支援す
ることにより、障害者の権利擁護
を図る。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○ 障害者
成年後見制度の
利用の支援

利用者数
障害者の権利擁護のた
め成年後見制度を通じ
て支援した。

10人
※後期事業
計画より
「10件」か
ら変更

5人 50.0% 3,158

110

地域活動支援
センター及び
相談・生活支
援事業

障害者のために、地域活動セン
ターにおいて、創作活動などの機
会を提供し、相談支援事業所にお
いて、相談支援を行う。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○ 障害者

地域活動支援セ
ンター及び相談
支援事業所の運
営

委託事業所数

障害者に対して、地域
活動支援センター等に
おいて創作活動等の提
供、相談の支援を行っ
た。

18事業所
※後期事業
計画より
「17事業
所」から変
更

18事業所 100.0% 220,004

111
訪問入浴サー
ビスに関する
事務

訪問により居宅において入浴サー
ビスを提供し、身体の清潔保持、
心身機能等を図る。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○ 障害者
訪問入浴サービ
スの提供

利用者数

在宅の重度障害者に対
して身体の清潔保持の
ために訪問入浴サービ
スを提供した。

19人
※後期事業
計画より
「15人」か
ら変更

18人 94.7% 11,875

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

89.5%平成２５年度活動率
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－
人権作文入賞者、人権擁
護委員、市長が出席して
開催しました。

1回 1回 100.0% － －
人権作文入賞者、人権
擁護委員、市長が出席
して開催しました。

１回 1回 100.0% － －

市
民
相
談
課

－

ブックフェア「メディ
ア・リテラシー～情報
社会を生きぬく力～子
どもの情報活用力」を
開催した。

1事業 1事業 100.0% － －

11月～12月にいこり
あロビーにてブック
フェア「メディア・リ
テラシー～情報社会を
生きぬく力～メディア
とジェンダー」を開催
した。

1事業 1事業 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

する

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

667,664
重度障害者の保険内診
療分の医療費の助成を
行った。

125,610件 115,553件 92.0% － －
重度障害者の保険内診
療分の医療費の助成を
行った。

131,890件 118,342件 89.7% 704,317 688,042

障
害
福
祉
課

7,835

障害者に対して、ジョ
ブコーチの支援、地域
就労援助センターの支
援等により就労訓練を
行った。

18人 28人 100.0% 8,292 8,007

障害者に対して、ジョ
ブコーチの支援、地域
就労援助センターの支
援等により就労訓練を
行った。

20人 19人 95.0% 7,918 7,895

障
害
福
祉
課

2,283,318

介護給付費等について
実績報告書と請求の審
査を行い適正な支払い
を行った。

12回 12回 100.0% 2,549,484 2,493,971

介護給付費等について
実績報告書と請求の審
査を行い適正な支払い
を行った。

12回 12回 100.0% 2,530,196 2,676,385

障
害
福
祉
課

5,428

聴覚障害者等に対して
社会参加の支援を目的
として、手話通訳者、
要約筆記者の派遣を
行った。

390回 345回 88.5% 5,654 5,130

聴覚障害者等に対して
社会参加の支援を目的
として、手話通訳者、
要約筆記者の派遣を
行った。

430回 376回 87.4% 1,500 1,579

障
害
福
祉
課

2,349

知的障害者および精神
障害者に対し、成年後
見制度の利用を支援す
ることにより、障害者
の権利擁護を図った。

10人 ３人 30.0% 3,175 2,395

知的障害者および精神
障害者に対し、成年後
見制度の利用を支援す
ることにより、障害者
の権利擁護を図った。

10人 1人 10.0% 3,436 2,808

障
害
福
祉
課

212,616

障害者のために、地域
活動センターにおい
て、創作活動などの機
会を提供し、相談支援
事業所において、相談
支援を行った。

18事業所 １８事業所 100.0% 220,726 213,615

障害者のために、地域
活動センターにおい
て、創作活動などの機
会を提供し、相談支援
事業所において、相談
支援を行った。

18事業所 18事業所 100.0% 224,463 212,517

障
害
福
祉
課

10,355

在宅の重度障害者に対
して身体の清潔保持の
ために訪問入浴サービ
スを提供した。

20人 21人 100.0% 11,453 11,453

在宅の重度障害者に対
して身体の清潔保持の
ために訪問入浴サービ
スを提供した。

21人 27人 100.0% 12,350 13,105

障
害
福
祉
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

89.5% 平成２６年度活動率 80.7% 平成２７年度活動率 85.1%
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事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

112 移動支援事業
屋外での移動が困難な障害者に対
して、外出のための支援を行う。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○ 障害者 移動支援の提供 利用件数

戸外での移動が困難な
障害者に対して移動支
援サービスを提供し
た。

3,100件
※後期事業
計画より
「3,120
件」から変
更

2,973件 95.9% 85,695

113
日中一時支援
事業

日中、障害福祉サービス事業所、
障害者支援施設等において、障害
者に活動の場を提供し、見守り、
社会に適応するための日常訓練等
を行う。また、介護者の就労支援
や一時的な休息支援を行う。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○
障害者と
その家族

日中一時支援の
提供

利用件数

日中における生活訓練
を必要とする障害者に
対し、サービスを提供
し支援した。

2,870件
※後期事業
計画より
「2,220
件」から変
更

3,521件 100.0% 40,080

114
店舗活用型就
労支援事業

障害者の地域社会での自立と社会
参加や市民および事業主等の就労
に関する理解と協力を推進するた
め、空き店舗を活用し、障害者の
就労支援を行う。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○ 障害者
障害者の就労
（訓練）の場の
確保

就労（訓練）
者数

店舗活用型就労支援事
業（サザンポ等）にお
いて就労の情報提供、
就労訓練、就労相談等
を行った。

10人 22人 100.0% 19,410

115
ＳＯＳネット
ワーク事業

行方不明になる恐れがある障害児
者をあらかじめ登録することによ
り、行方不明となった場合の早期
発見、保護し、家族の不安を和ら
げる。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○ 障害者
防災行政用無線
による捜索

利用日数
※後期事業計
画より「稼働
日数」から変
更

ＳＯＳネットワーク事
業に事前登録すること
で、行方不明となった
障害者の早期発見を
行った。

3日
※後期事業
計画より
「356日」
から変更

3日 100.0% 353

116

障害者虐待防
止事業
※後期事業計
画から追加

障害者虐待防止法に基づき、市が
通報、届出の窓口となる。当該障
害者の安全の確認と必要な措置を
講ずる。

茅ヶ崎市障
害者保健福
祉計画

○ ○ ○
障害者及
び養護者
等

虐待防止セン
ターの設置

設置か所数
随時相談に応じるなど
適切な整備体制整備を
した。

1か所
※後期事業
計画から追
加

１か所 100.0% 113

117 任意事業

高齢者が地域において自立した生
活を営むよう法の趣旨に反しない
限り地域の実情に応じた事業（介
護給付費適正化事業、認知症サ
ポーター養成研修事業、徘徊高齢
者家族支援サービス事業、成年後
見制度利用支援事業等１１事業）
を実施する。

第４期茅ヶ
崎市高齢者
福祉計画・
介護保険事
業計画

○ ○ ○

６５歳以
上の高齢
者及び要
介護高齢
者を介護
する家族

任意事業 実施事業数

介護保険事業の運営の
安定化と被保険者の地
域における自立した日
常生活の支援のため、
実情に応じた事業を実
施した。

11事業
※後期事業
計画より
「9事業」
から変更

11事業 100.0% 26,626

118
母子父子家庭
親子ふれあい
事業

母子・父子家庭の家族内の親睦を
図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
母子・父
子家庭等

ふれあい大会の
開催

開催回数

７８世帯１９５名の参
加により東京ディズ
ニーシーへ日帰り旅行
を７月７日に開催し
た。

1回 1回 100.0% 1,457

119
母子家庭等日
常生活支援事
業

母子家庭等で日常生活に支障が生
じるときに、日常生活の世話を行
う家庭生活支援員を派遣する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
母子・父
子家庭等

家庭生活支援員
の派遣

派遣時間
生活援助や子育て支援
として延べ４１人の支
援員を派遣した。

606時間
※後期事業
計画より
「150時
間」から変
更

201時間 33.2% 590

120
母子家庭等高
等技能訓練促
進費事業

母子家庭等の生活の安定に資する
ため、資格取得を促進する。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
母子・寡
婦家庭等

資格習得相談の
実施

受講者数

正准看護師や保育士の
資格取得のための養成
機関に通う母親に支給
した。

18人
※後期事業
計画より
「9人」か
ら変更

16人 88.9% 21,914

121
母子家庭等自
立支援教育訓
練給付金事業

母子家庭の母または父子家庭の父
が自主的に行う職業能力の開発を
推進するため、指定した講座修了
後に給付を行う。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
母子・寡
婦家庭等

教育訓練講座受
講相談の実施

受講者数

ホームヘルパー２級や
社会福祉士の講座に通
う母に講座費用の
20％を給付した。

8人
※後期事業
計画より
「4人」か
ら変更

７人 87.5% 121

122
ひとり親家庭
等医療費助成
事業

ひとり親家庭等の生活の安定と自
立を支援し、福祉の増進を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画

○ ○ ○
母子・父
子家庭等

国保連合会への
扶助費の支払い

支払件数
ひとり親家庭等に医療
証を交付し、医療費の
給付を行った。

48,800件
※後期事業
計画より
「37,000
件」から変
更

47,359件 97.0% 121,222

123

道路舗装修繕
事業
※後期事業計
画より「歩道
段差改良工
事」から変更

交差点部や横断歩道部における、
歩道と車道の段差を解消し、視覚
障害者用誘導ブロックの設置等に
より、歩行者・自転車及び身体障
害者等の通行の安全を図る。

茅ヶ崎市次
世代育成支
援対策行動
計画後期計
画、第２期
茅ヶ崎市地
域福祉計画

○ ○ ○ 市民
歩道段差改良工
事

改良箇所数
平成2５年度予算とし
て４５箇所を施行し
た。

10箇所
※後期事業
計画より
「14箇所」
から変更

45箇所 100.0% 3,645

124
市道０１０７
号線（桜道）
整備事業

交通バリアフリー法の施行を受け
て全ての人々が安全で安心して利
用できる道路空間のユニバーサル
デザイン化を目指す。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

○ － － 市民
市道０１０７号
線（桜道）整備
事業

整備延長
市道０１０７号線（桜
道）の歩道整備２００
ｍを行った。

206ｍ 200ｍ 97.0% 58,765

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

83,030

戸外での移動が困難な
障害者に対して移動支
援サービスを提供し
た。

3,150件 3135件 99.5% 85,161 85,161

戸外での移動が困難な
障害者に対して移動支
援サービスを提供し
た。

3,200件 3,323件 100.0% 87,365 90,595

障
害
福
祉
課

44,044

日中における生活訓練
を必要とする障害者に
対し、サービスを提供
し支援した。

2,900件 4105件 100.0% 50,520 50,520

日中における生活訓練
を必要とする障害者に
対し、サービスを提供
し支援した。

2,930件 4,175件 100.0% 52,572 52,545

障
害
福
祉
課

18,480

店舗活用型就労支援事
業（サザンポ等）にお
いて就労の情報提供、
就労訓練、就労相談等
を行った。

10人 16人 100.0% 18,871 18,523

店舗活用型就労支援事
業（サザンポ等）にお
いて就労の情報提供、
就労訓練、就労相談等
を行った。H28.1に、
新庁舎に“カフェ
ドットコム”を新規
オープンした。

10人 11人 100.0% 20,434 20,139

障
害
福
祉
課

120

ＳＯＳネットワーク事
業に事前登録すること
で、行方不明となった
障害者の早期発見を
行った。

3日 0日 0.0% 353 353

ＳＯＳネットワーク事
業に事前登録すること
で、行方不明となった
障害者の早期発見を
行った。

３日 ０日 0.0% 308 120

障
害
福
祉
課

67
随時相談に応じるなど
適切な整備体制整備を
した。

1か所 １か所 100.0% 111 66
随時相談に応じるなど
適切な整備体制整備を
した。

１か所 １か所 100.0% 111 60

障
害
福
祉
課

23,275

介護保険事業の運営の
安定化と被保険者の地
域における自立した日
常生活の支援のため、
実情に応じた事業を実
施した。

11事業 11事業 100.0% 27,636 23,361

介護保険事業の運営の
安定化と被保険者の地
域における自立した日
常生活の支援のため、
実情に応じた事業を実
施した。

11事業 11事業 100.0% 28,631 25,199

高
齢
福
祉
介
護
課

1,457

７３世帯１９１名の参加
により東京ディズニー
シーへ日帰り旅行を７月
６日に開催した。

1回 1回 100.0% 1,502 1,457

６５世帯１６９名の参加
により東京ディズニーラ
ンドへの日帰り旅行を７
月５日に行った。

１回 １回 100.0% 1,506 1,502

子
育
て
支
援
課

267
生活援助や子育て支援と
して延べ２８人の支援員
を派遣した。

606時間 １２９時間 21.3% 590 135
生活援助や子育て支援と
して延べ４４人の支援員
を派遣した。

606時間 ２９９時間 49.3% 590 258

子
育
て
支
援
課

20,433
正准看護師や保育士の資
格取得のための養成機関
に通う母親に支給した。

18人 １４人 77.8% 20,302 15,724
看護師や栄養士の資格取
得のための養成機関に通
う母親に支給した。

18人 １３人 72.2% 15,758 11,246

子
育
て
支
援
課

121

医療事務講座や介護ヘル
パー初任者研修を修了し
た母に講座費用の20％を
給付した。

8人 ３人 37.5% 150 49

医療事務講座や介護ヘル
パー初任者研修を修了し
た母に講座費用の２０％
を給付した。

8人 ４人 50.0% 135 103

子
育
て
支
援
課

120,436
ひとり親家庭等に医療
証を交付し、医療費の
給付を行った。

52,200件 46,744件 89.5% 129,029 121,089
ひとり親家庭等に医療
証を交付し、医療費の
給付を行った。

55,800件 48,592件 87.9% 129,997 126,311

子
育
て
支
援
課

6,806
平成２６年度予算とし
て46箇所を施行し
た。

10箇所 46箇所 100.0% 3,748 12,002
平成２7年度予算とし
て11箇所を施行し
た。

10箇所 11箇所 100.0% 3,585 4,913

道
路
管
理
課

58,764
市道０１０７号線（桜
道）整備事業

平成２５年
度で事業完
了

－ － － － － － － － － －

道
路
管
理
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名
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事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

125
小学校特別支
援学級教育支
援事業

児童一人一人の人間性を尊重し、
将来の自立と社会参加を実現させ
るため、小学校特別支援学級の教
育の充実を図る。

○ ○ ○ 教員
特別支援学級関
係教職員の研修
会の実施

特別支援学級
関係教職員の
研修会の回数

小中合同の特別支援学
級担当者会を実施し
た。①4/1５、②９/
６、③2/４、各47名
参加。

3回 3回 100.0% －

126
中学校特別支
援学級教育支
援事業

生徒一人一人の人間性を尊重し、
将来の自立と社会参加を実現させ
るため、中学校特別支援学級の教
育の充実を図る

○ ○ ○ 教員
特別支援学級関
係教職員の研修
会の実施

特別支援学級
関係教職員の
研修会の回数

小中合同の特別支援学
級担当者会を実施し
た。①4/1５、②９/
６、③2/４、各47名
参加。

3回 3回 100.0% －

127
社会的要請課
題をテーマと
した事業

子育て・少子高齢化・環境・国際
理解・情報技術・健康などの現代
的課題をテーマに、身近な話題か
ら様々な問題を考える学習機会を
提供する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

－ － ○ 市民
しなやかに生き
るための女性講
座

開催回数
主催事業全体の見直し
を行った結果、実施せ
ず

1回 0回 0.0% －

128
家庭教育支援
事業

次世代育成を主眼として親の役割
や子育てに必要なことを学ぶ講座
を開催する。

○ ○ ○
子と保護
者

家庭教育支援講
座

講座数

｢子育て練習講
座・・・そだれん｣全
７回。参加延べ28
人。「ママンズミニョ
ンクラブ」全4回。参
加延べ74人。

2講座 2講座 100.0% 40

129
現代的・地域
的課題講座事
業

様々な切り口で現代・地域課題に
ついて考える講座を開催する。

○ ○ ○
子育て中
の保護者

現代的・地域的
課題講座

講座数

「はじめてのヨーガ」全
３回、参加延べ５３人。
「リラックスヨーガ～
ヨーガで培う　ヨーガで
ゆるめる」全3回参加延
べ54人。「アロマセラ
ピーでナチュラル」全２
回、参加延べ29人。

2講座 3講座 100.0% 40

基本目標４　男女が共に参画するまちづくり

目標１３　政策・方針決定過程の場に女性の参画を増やす

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

130
女性職員の管
理職への登用

女性職員の管理職への登用に努め
る。

○ ○ ○ 女性職員

女性職員の管理
職への登用
※後期事業計画
より「女性職員
の管理職への検
討」から変更

管理職に占め
る女性の割合
※後期事業計
画より「女性
職員の管理職
への検討」か
ら変更

管理職として１８名の
女性職員を登用した。

10.0%
※後期事業
計画より
「2回」か
ら変更

10.2% 100.0% －

131
市民参加推
進・啓発事業

市の施策や計画の企画・立案のプ
ロセスにおける市民参加の機会の
拡充と参加しやすい環境整備を図
る。

○ ○ ○ 市民
審議会等におけ
る女性委員の参
加

女性委員の割
合

一部の審議会等で任期
満了に伴う委員の改選
があり、女性の委員が
増加した。（２６４
人）

30.0% 27.9% 93.0% －

132

農業経営基盤
強化促進事業
※後期事業計
画から追加

国の施策である「人・農地プラ
ン」作成及び更新時に開催する市
町村による検討会において、構成
員３割を女性とし、人と農地の問
題解決に女性の参画を実現する。

○ ○ ○ 市民
茅ヶ崎市「人・
農地プラン」検
討会

女性委員の割
合

「人・農地プラン」検
討会において、女性委
員が５名中２名であっ
た。

1/3以上 1/3以上 100.0% －

133
男女共同参画
啓発等推進事
業

性別に偏らない政策、意思決定の
場の実現の必要性について、啓発
等の事業を通じ、広く周知すると
ともに、その実現に向け、継続的
に働きかける。

○ ○ ○ 市民

政策・方針決定
過程の場に女性
の参画を増やす
事業の実施

実施事業総数

１０月に開催された新
採用職員研修におい
て、「男女共同参画に
ついて」をテーマに男
女共同参画課職員が講
義した。

1事業 1事業 100.0% －

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

97.0%平成２５年度活動率
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－

小・中合同の特別支援
学級担当者会を実施し
た。①4/9、②９/8、
③2/3、各52名参
加。（男２６名・女２
６名）

3回 3回 100.0% － －

小・中合同の特別支援
学級担当者会を実施し
た。①4/８、②７/２
９、③2/２４、各5４
名参加。（男２５名・
女２９名）

3回 3回 100.0% 205 205

学
校
教
育
指
導
課

－

小・中合同の特別支援
学級担当者会を実施し
た。①4/9、②９/8、
③2/3、各52名参
加。（男２６名・女２
６名）

3回 3回 100.0% － －

小・中合同の特別支援
学級担当者会を実施し
た。①4/８、②７/２
９、③2/２４、各5４
名参加。（男２５名・
女２９名）

3回 3回 100.0% 30 30

学
校
教
育
指
導
課

－ 実施せず。 1回 0回 0.0% － －
「女性のための美ボ
ディ講座」を実施 １回

実施回数：
１回
参加者数：
１１人

100.0% 12 12

鶴
嶺
公
民
館

10

「バレエストレッチ入
門講座」全３回、参加
延べ７５人。「子育て
練習講座・・・そだれ
ん」全７回、参加延べ
１２８人。

2講座 2講座 100.0% 40 20

「バレエストレッチ」
全３回、参加延べ63
人。「子育て練習講
座・・・そだれん」全
７回、参加延べ１６
人。

2講座 2講座 100.0% 40 30

南
湖
公
民
館

80

「やさしいヨーガ」全3
回、参加延べ６７人。
「冬のアロマテラピー講
座～しっとり化粧水作り
～」1回、参加延べ１９
人。

2講座 2講座 100.0% 40 50

「やさしいハタヨーガ」
全3回、参加延べ４７
人。「アロマ講座～ロー
ルオンフレグランス作り
～」1回、参加延べ２０
人。

2講座 2講座 100.0% 40 50

南
湖
公
民
館

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－
管理職として１９名の
女性職員を登用した。

10.0% 10.2% 100.0% － －
管理職として２０名の
女性職員を登用した。

10.0% 10.6% 100.0% － －

職
員
課

－

一部の審議会等で任期
満了に伴う委員の改選
があり、女性の委員が
減少した。（２５３
人）

35.0% 27.4% 78.3% － －

一部の審議会等で任期
満了に伴う委員の改選
があり、女性の委員が
減少した。（２４６
人）

40.0% 28.9% 72.3% － －

企
画
経
営
課

－

「人・農地プラン」検
討会において、女性委
員が５名中２名であっ
た。

1/3以上 1/3以上 100.0% ー ー

「人・農地プラン」検
討会において、女性委
員が6名中1名であっ
た。

１／３以上 １／６ 50.0% － －

農
業
水
産
課

－

１０月に開催された新
採用職員研修におい
て、「男女共同参画に
ついて」をテーマに男
女共同参画課職員が講
義した。

1事業 1事業 100.0% － －

11月に開催された新
採用職員研修におい
て、「男女共同参画に
ついて」をテーマに男
女共同参画課職員が講
義した。

1事業 1事業 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

97.0% 平成２６年度活動率 96.4% 平成２７年度活動率 87.1%
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事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

134
選挙管理委員
会会議

選挙管理委員会定例及び臨時委員
会を開催する。

○ ○ ○

選挙管理
委員及び
補充員

選挙管理委員へ
の女性の積極的
登用

女性の委員及
び補充員の人
数

委員数：4人（うち女
性2人）
補充員数：4人（うち
女性1人）

２人 ２人 100.0% 2,240

135
女性教職員の
管理職への登
用

市内小・中学校の管理職に女性を
登用することにより学校の政策・
方針決定過程の場に女性の参画を
増やす。

○ ○ ○
学校管理
職

女性教職員の管
理職への検討

女性管理職の
割合
※後期事業計
画より「検討
回数」から変
更

管理職として１７名の
女性教職員を登用し
た。

30.0%
※後期事業
計画より
「1回」か
ら変更

26.6% 88.7% －

基本目標４　男女が共に参画するまちづくり

目標１４　市民が主体的に男女共同参画を推進する

事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

136

市民活動サ
ポートセン
ター管理運営
事業

市民活動の総合拠点として、福
祉、子育て、まちづくりなどの市
民活動全般に関する情報の受発信
などを行い、市民活動の推進を図
る。

○ ○ ○
市民、市
民活動団
体

「市民活動団体
ガイドブック」
の発行

発行部数

３０３団体の活動情報
等を掲載し、市民活動
に興味のある人等への
情報発信に活用した。

1,600部
※後期事業
計画より
「1,800
部」から変
更

1,400部 87.5% －

137
地域集会施設
の管理運営事
業

市民の地域活動を通じた交流の場
となっているコミュニティセン
ターの運営内容の充実と有効な施
設利用を図る。

○ ○ ○
施設利用
者

地域住民の交流
と参加を推進す
る自主事業、講
座等の開催

開催館数

地域のニーズに応じた
自主事業や講座等が行
われ、地域住民の自主
的活動の推進を図るこ
とができた。

10館 10館 100.0% 123,712

138
市民活動推進
補助事業

市民活動団体が行う公益的な事業
を財政的に支援することにより市
民活動の活性化を図る。

○ ○ ○
市民活動
団体

市民が受益者と
なる公益的活動
への補助金の交
付

申請事業数

福祉、文化等の分野で
活動する市民活動団体
に対し、補助金の交付
を行った。

15事業
※後期事業
計画より
「20事業」
から変更

11事業 73.3% 2,650

139
市民活動等災
害補償制度事
業

自治会活動、福祉・奉仕活動等、
市民や団体の自発的な活動中に発
生した損害賠償事故及び傷害事故
について補償する。

○ ○ ○

ボラン
ティア・
市民活動
団体

市民活動等保険
の申請受付及び
保険会社との連
絡調整

受付件数

市民まなび講座等で、
適宜制度についての説
明を行い、市民に適切
に活用していただい
た。

70件 44件 62.9% 6,524

140
防災訓練事業
（総合防災訓
練の開催）

市民の防災意識の高揚を図るた
め、毎年８月に関係機関等と連携
し、市民の参加を得ながら、避難
訓練、救出訓練等を実施する。

茅ヶ崎市地
域防災計画

○ ○ ○ 市民
総合防災訓練の
開催

総合防災訓練
の開催回数

8月25日、小和田小学
校において、自主防災
組織、関係機関と連携
し実施。参加者463人

1回 １回 100.0% 2,593

141

自主防災組織
育成事業（地
区自治会連合
会防災訓練の
指導）

地域防災力の向上のため、各地区
自治会連合会主催の防災訓練につ
いての指導を実施する。

茅ヶ崎市地
域防災計画

○ ○ ○ 市民
地区自治会連合
会主催の防災訓
練の指導

地区自治会連
合会主催の防
災訓練の指導
回数

総合防災訓練実施地区
を除く市内１１地区に
おいて、地区自治会連
合会主催の防災訓練に
ついて指導を実施

1１回 1１回 100.0% 2,310

142

自主防災組織
育成事業（防
災研修会の開
催）

地域防災力の向上のため、自主防
災組織役員及び防災リーダー等を
対象として防災研修会を開催す
る。

茅ヶ崎市地
域防災計画

○ ○ ○ 市民
防災研修会の開
催

防災研修会の
実施回数

１／１７、市民文化会
館大ホールにおいて防
災研修会を開催。３８
６名が参加。

1回 １回 100.0% 40

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象

92.2%平成２５年度活動率
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

2,220

委員数：4人（うち女
性2人）
補充員数：4人（うち
女性1人）

２人 ２人 100.0% 2,240 2,220

委員数：４人（６月末
までうち女性２人）
（７月からうち女性１
人）
補充員：４人（６月末
までうち女性１人）
（７月からうち女性２
人）

２人 ２人 100.0% 2,240 2,220

選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

－
管理職として２２名の
女性教職員を登用し
た。

30.0% 34.4% 100.0% － －
管理職として20名の
女性教職員を登用し
た。

30.0% 31.3% 100.0% － －

学
務
課

決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

－

３１７団体の活動情報
等を掲載し、市民活動
に興味のある人等への
情報発信に活用した。

1,600部 1200部 75.0% － －

３４１団体の活動情報
等を掲載し、市民活動
に興味のある人等への
情報発信に活用した。

1,600部 1,200部 75.0% － －

市
民
自
治
推
進
課

121,153

地域のニーズに応じた
自主事業や講座等が行
われ、地域住民の自主
的活動の推進を図るこ
とができた。

10館 11館 100.0% 127,279 126,330

地域のニーズに応じた
自主事業や講座等が行
われ、地域住民の自主
的活動の推進を図るこ
とができた。

11館 11館 100.0% 154,383 148,302

市
民
自
治
推
進
課

2,379

福祉、文化等の分野で
活動する市民活動団体
に対し、補助金の交付
を行った。

18事業 12事業 66.7% 2,930 2,652

福祉、文化等の分野で
活動する市民活動団体
に対し、補助金の交付
を行った。

21事業 ３事業 14.3% 956 750

市
民
自
治
推
進
課

4,925

市民まなび講座等で、
適宜制度についての説
明を行い、市民に適切
に活用していただい
た。

70件 51件 72.9% 6,624 3,258

市民まなび講座等で、
適宜制度についての説
明を行い、市民に適切
に活用していただい
た。

70件 51件 72.9% 5,890 2,538

市
民
自
治
推
進
課

2,004

２５年度まで行ってきた総合防
災訓練にかえて、１０月２６
日、ＴＯＴＯ(株)茅ヶ崎工場に
おいて、ちがさき消防防災フェ
スティバルを消防・防災関係機
関、消防団、消防本部、消防署
と連携し実施。参加者約４，５
００人。

1回 １回 100.0% 2,120 1,192

10月25日TOTO
（株）茅ヶ崎工場にお
いて消防防災フェス
ティバルを実施、消防
防災機関と協力し、約
5,000人の参加者を得
ることができた。

１回 1回 100.0% 2,182 1,708

防
災
対
策
課

2,100

市内１２地区におい
て、地区自治会連合会
主催の防災訓練につい
て指導を実施。

1１回 12回 100.0% 2,280 2,402

市内１２地区におい
て、地区自治会連合会
主催の防災訓練につい
て指導を実施。

１２回 12回 100.0% 2,880 2,880

防
災
対
策
課

72

１／１７、市民文化会
館大ホールにおいて防
災フェアを開催。３０
０名が参加。

1回 １回 100.0% 87 0

１月17日市民文化会
館小ホール及び展示場
において防災フェアを
寒川町と合同で開催、
２００人が参加

１回 １回 100.0% 50 0

防
災
対
策
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名

92.2% 平成２６年度活動率 87.9% 平成２７年度活動率 89.8%
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事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

143

自主防災組織
育成事業（防
災リーダーの
育成）

地域防災力の向上のため、防災
リーダーを養成・育成する。

茅ヶ崎市地
域防災計画

○ ○ ○ 市民

防災リーダー養
成研修会の実施
※後期事業計画
より「防災リー
ダーの育成」か
ら変更

女性参加者数
※後期事業計
画より「防災
リーダー養成
研修会の参加
人数」から変
更

７／６・７①研修会：
参加者１１１名。２／
１・２②研修会：参加
者６９名。9月７日、
9月8日にフォロー
アップ研修会：参加者
183名。

75人
※後期事業
計画より
「180人」
から変更

180人 100.0% 3,402

144

自主防災組織
育成事業（女
性消防隊の育
成）

地域防災力の向上のため、女性消
防隊を育成する。

茅ヶ崎市地
域防災計画

－ － ○ 市民
女性消防隊の育
成

女性消防隊の
訓練・育成回
数

女性消防隊の訓練は実
施せず。

1回 ０回 0.0% －

145

自主防災組織
育成事業（避
難所関係者に
よる打合せ
会）

災害発生時に避難所の運営が円滑
に行われるよう、市内３２校の公
立小中学校で関係者による打合せ
会を開催する。自主防災組織関係
者、学校職員、配備職員等が参加
して連携を図る。

茅ヶ崎市地
域防災計画

○ ○ ○ 市民 避難所打合会
避難所打合の
実施回数

３２校の小中学校で自
主防災組織関係者、学
校職員、配備職員等が
参加して実施、参加者
815名。

32回 96回 100.0% －

146

地域防災計画
推進事業
※後期事業計
画から追加

災害対策法第４２条の規定に基づ
き、市民の生命、身体及び財産を
災害から守ることを目的とし、
茅ヶ崎市防災会議が作成する。

茅ヶ崎市地
域防災計画

○ － ○

市、防災
関係機
関、市民
及び企業

災害に対する予
防・応急・復旧
対策の核計画に
係る男女双方の
視点での配慮

男女双方の視
点を配慮した
環境整備の検
証

８月２０日に防災会議
を開催し、参加者４５
名

1回 １回 100.0% 8

147
地域防犯活動
推進事業

警察・地域関係団体で構成する
茅ヶ崎・寒川犯罪ゼロ推進会議に
おいて地域防犯を推進する。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

○ ○ ○
関係団体
及び市民

茅ヶ崎・寒川犯
罪ゼロ推進会議
の開催

開催回数

7／3キャンペーン開
催、参加者約１1０
名。１０／１１会議開
催、参加者72名。

会議1回、
キャンペー
ン1回

会議1回、
キャンペー
ン1回

100.0% 312

148
地域防犯活動
推進事業

地域における防犯活動の推進およ
び支援を図る。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

○ ○ ○
防犯活動
をする団
体

防犯活動団体の
支援

防犯ネット
ワーク会議開
催回数※後期
事業計画より
「団体数」か
ら変更

8／7キャンペーン開
催、参加者約63名。3
／１9会議開催、参加
者約27名。

会議1回、
公開講座1
回

会議1回、
公開講座1
回

100.0% 795

149
交通安全啓発
事業

地域総ぐるみの防犯活動を推進
し、地域の活動を通じ犯罪の未然
防止に努め、犯罪のない明るいま
ちづくりを推進する。

第２期茅ヶ
崎市地域福
祉計画

○ ○ ○
関係団体
及び市民

交通安全・防犯
市民総ぐるみ運
動推進大会の開
催

開催回数
１０／２５開催、参加
者約１００名。

大会1回 大会1回 100.0% 295

150
地産地消推進
事業

農業の担い手である女性も主体的
に農産物品評会や各種共進会に参
加することにより、市民が主体的
に男女共同参加する一助とする。

○ ○ ○ 市民
農産物品評会・
各種共進会の開
催・参加

女性農業者か
らの出品

果樹持寄品評会、春・
秋の農業まつり、花の
展覧会において、女性
農業者からの出品を受
け付けた。

13人
※後期事業
計画より
「20人」か
ら変更

30人 100.0% －

151
まなび人材事
業

専門的な知識や技術を持っている
方や地域で活躍している団体をま
なびの市民講師として紹介する。

茅ヶ崎市文
化生涯学習
プラン、
茅ヶ崎市ス
ポーツ振興
基本計画、
茅ヶ崎市食
育推進計画

○ ○ ○ 市民
まなびの市民講
師自主企画講座
の実施

講座開催件数

お茶や歴史、音楽、料
理、環境学習など多種
多様な講師人による講
座を開催した。

15講座
※後期事業
計画より
「10講座」
から変更

47講座 100.0% 909

152

生涯学習情報
の収集・提供
と相談体制の
充実

市民の学習活動が活発に行われる
よう学習情報の収集・発信と学習
相談を行う。

茅ヶ崎市文
化生涯学習
プラン、
茅ヶ崎市ス
ポーツ振興
基本計画

○ ○ ○ 市民
学習情報誌
（紙）の発行

発行回数

生涯学習ガイドブック
（年１回・2,500部発
行）
エコー・ちがさき（年
4回・各号1,200部発
行）

5回 5回 100.0% 66

153
地域における
男女共同参画
の推進

男女共同参画社会の実現をめざ
し、市民に学習の機会及び活動の
場を提供し、女性の社会参加の促
進及び地位の向上に寄与すること
を目的として設置された茅ヶ崎市
女性センターを拠点として、男女
共同参画の推進を支援する。

○ ○ ○ 市民
茅ヶ崎市女性セ
ンターの開館

開館日数

施設の設置目的を実現
するために、茅ヶ崎市
男女共同参画推進セン
ターを適切に管理運営
した。

306日 307日 100.0% 8,526

154

男女共同参画
推進センター
いこりあ登録
団体申請受付
及び支援

男女共同参画社会の実現のため、
男女共同参画に取り組む団体を支
援する。

○ ○ ○

市内の男
女共同参
画に取り
組む団体

男女共同参画推
進センターいこ
りあ登録団体申
請受付及び支援

登録団体数

新たな団体の追加登録
はなかった。また、６
団体のうち１団体が活
動を終了したため登録
を取り消した。

5団体 5団体 100.0% －

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

3,235

６／２８・２９①研修
会：参加者１１４名（内
女性２１名）。２／７・
８②研修会：参加者９１
名（内女性３４名）。9
／６・７にフォローアッ
プ研修会：参加者２９４
名（内女性７１名）。

75人 １２６人 100.0% 3,234 3,047

8月29,30日①研修会：
参加者114人（内女性
24人）
2月6.7日①研修会：参加
者82人（内女性32人）,
フォローアップ123人
（内女性31人）
※2月6,7日に開催された
研修会は、女性防災リー
ダーの育成を図るため女
性の講師を招き講義を実
施した。

７５人 １２３人 100.0% 3,288 1,303

防
災
対
策
課

－
女性消防隊の訓練は実
施せず。

1回 ０回 0.0% － －
女性消防隊の訓練は実
施せず。

１回 0回 0.0% － －

防
災
対
策
課

－

３２校の小中学校で自
主防災組織関係者、学
校職員、配備職員等が
参加して実施、参加者
６９６名。

32回 ３２回 100.0% － －

３２校の小中学校で自
主防災組織関係者、学
校職員、配備職員等が
参加して実施、参加者
1,412名。

32回 32回 100.0% － －

防
災
対
策
課

5 防災会議は未開催。 1回 ０回 0.0% 215 0
11月６日に防災会議
を開催し、出席委員２
９人

１回 1回 100.0% 170 45

防
災
対
策
課

256

７／１４キャンペーン
開催、参加者約９０
名。
１０／１５会議開催、
参加者約８０名。

会議1回、
キャンペー
ン1回

会議1回、
キャンペー
ン1回

100.0% 319 285

７／１５街頭キャンペー
ン開催、参加者８１名
（男性７６、女性５）
１０／２０会議開催、参
加者５３名（男性４７、
女性６）
１０／２０街頭キャン
ペーン開催、参加者１０
３名（男性８５、女性１
８）

会議1回、
キャンペー
ン２回

会議1回、
キャンペー
ン２回

100.0% 171 171

安
全
対
策
課

725

8／６会議開催、参加
者約４０名。２／１９
公開講座開催、参加者
約５０名。

会議1回、
公開講座1
回

会議1回、
公開講座1
回

100.0% 818 702

８／５会議開催、参加
者７９名（男性６８、
女性１１）
１２／１８公開講座開
催、参加者７０名（男
性６０、女性１０）

会議１回、
公開講座１
回

会議１回、
公開講座１
回

100.0% 873 873

安
全
対
策
課

124
１０／２４開催、参加
者約１００名。

大会1回 大会１回 100.0% 271 179
１０／２３開催、参加
者約１００名

大会１回 大会１回 100.0% 280 153

安
全
対
策
課

－

果樹持寄品評会、春・
秋の農業まつり、花の
展覧会において、女性
農業者からの出品を受
け付けた。

15人 22人 100.0% － －

果樹持寄品評会、春・
秋の農業まつり、花の
展覧会において、女性
農業者からの出品を受
け付けた。

17人 20人 100.0% － －

農
業
水
産
課

800

英会話、音楽、七宝、
フラワーアレンジメン
トなど多種多様な講師
人による講座を開催し
た。

15講座 ２０講座 100.0% 815 653

英会話、音楽、七宝、
フラワーアレンジメン
トなど多種多様な講師
人による講座を開催し
た。

15講座 ２８講座 100.0% 713 713

文
化
生
涯
学
習
課

64

生涯学習ガイドブック
（年１回・2,500部発
行）
エコー・ちがさき（年
4回・各号1,200部発
行）

5回 5回 100.0% 88 71

生涯学習ガイドブック
（年１回・1650部発
行）
エコー・ちがさき（年
4回・各号1,０00部発
行）

5回 ５回 100.0% 199 219

文
化
生
涯
学
習
課

8,352

施設の設置目的を実現
するために、茅ヶ崎市
男女共同参画推進セン
ターを適切に管理運営
した。

306日 307日 100.0% 8,823 8,671

施設の設置目的を実現
するために、茅ヶ崎市
男女共同参画推進セン
ターを適切に管理運営
した。

308日 308日 100.0% 8,846 8,558

男
女
共
同
参
画
課

－
新たな団体の追加登録
はなかった。

5団体 5団体 100.0% － －
新たな団体の追加登録
はなかった。

5団体 5団体 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名
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事務事業名 事務事業の目的・成果 事務事業に関
連する計画名

25 26 27

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）

155
新たな分野に
取り組む事業

女性の男女共同参画の少ない分野
において活躍の促進を図るための
取り組みを行う。

○ ○ ○ 市民
新たな分野の取
り組みに関する
事業の実施

実施事業総数

8/26～9/9「子連れ
アクティブ防災講座」
37人（うち女性37
人）

1事業 1事業 100.0% 69

156
男女共同参画
啓発等推進事
業

男女共同参画推進センターいこり
あを拠点とした男女共同参画の推
進に向けた事業等を行い、自主的
な活動を応援し、人材育成に努め
る。

○ ○ ○ 市民

市民が主体的に
男女共同参画を
推進する事業の
実施

実施事業総数

4/17「託児スタッフ
研修会」２６人参加。
市主催の33事業にお
いてスタッフが託児に
参加した。

1事業 1事業 100.0% －

157
市民の森再整
備ワーキング

市民の森再整備事業に女性の積極
的な参加を促進する。

○ ○ ○ 市民
市民の森再整備
のためのワーキ
ングの実施

女性参加者数
の割合

参加者数のべ43人の
うち、女性参加者は
14人であった。

35.0% 32.5% 92.9% 5,984

158

救命講習普及
啓発事業（旧
救命講習会拡
大事業）
※後期事業計
画から追加

救命率の向上を目的に、より多く
の市民が救命講習会を受講しやす
くするための環境を整え、受講者
の増加を図る。

○ ○ ○ 市民

２６回実施し、他１回
は応募者少数（２名）
のため中止。対象応募
者は、別の講習会にス
ライドして受講。

27回 26回 96.3% 1441

159
県議会議員及
び県知事選挙
の執行管理

県議会議員及び県知事選挙を適正
に執行する。

－ － ○ 有権者
投票立会人への
女性の積極的登
用

対象人数に対
する女性の割
合

本年度対象外 20.0% － － －

160
市議会議員及
び市長選挙の
執行管理

市議会議員及び市長選挙を適正に
執行する。

－ － ○ 有権者
投票立会人への
女性の積極的登
用

対象人数に対
する女性の割
合

本年度対象外 20.0% － － －

161

衆議院議員総
選挙・最高裁
判所裁判官国
民審査の執行
管理

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁
判官国民審査を適正に執行する。

－ ○ － 有権者
投票立会人への
女性の積極的登
用

対象人数に対
する女性の割
合

本年度対象外 20.0% － － －

162
参議院議員通
常選挙の執行
管理

参議院議員通常選挙を適正に執行
する。

○ － － 有権者
投票立会人への
女性の積極的登
用

対象人数に対
する女性の割
合

対象人数：157人中
48人
実施：1回（参議院議
員通常選挙）

20.0% 30.5% 100.0% 1,344

163
講座保育ボラ
ンティア事業

公民館の講座に子育て中の親が参
加しやすいよう、講座保育制度を
設け、その保育のボランティアを
登録する。

茅ヶ崎市教
育基本計画

○ ○ ○
幼児・児
童・保護
者

講座保育ボラン
ティア

対象講座数
保育ボラ数：延べ107
人
託児数：延べ147人

11講座
※後期事業
計画より
「20講座」
から変更

10講座 90.9% 92

活動の名称
活動指標の

名称

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

№

事務事業 実施年度

対象
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決算額
（千円）

活動実績 目標値 実績値 活動率
予算額

（千円）
決算額

（千円）
活動実績 目標値 実績値 活動率

予算額
（千円）

決算額
（千円）

69

「子連れアクティブ防
災講座」を3日間の連
続事業として実施し、
延べ36人（うち女性
36人）の参加があっ
た。

1事業 1事業 100.0% 67 67

「子連れアクティブ防
災講座」22人（うち
女性20人）の参加が
あった。

1事業 1事業 100.0% 24 24

男
女
共
同
参
画
課

－

4/14「託児スタッフ
研修会」30人（うち
女性30人）参加。市
主催の22事業におい
てスタッフが託児に参
加した。

1事業 1事業 100.0% － －

「託児スタッフ研修
会」21人（うち女性
21人）参加。市主催
の20事業においてス
タッフが託児に参加し
た。

1事業 1事業 100.0% － －

男
女
共
同
参
画
課

5,942
参加者数のべ63人の
うち、女性参加者は
26人であった。

35.0% 41.2% 100.0% 6,115 5,827
参加者数のべ57人の
うち、女性参加者は
26人であった。

35.0% 45.6% 100.0% 6,179 5,508

公
園
緑
地
課

1564

３０回実施、普通救命
講習会２回と上級救命
講習会１回を追加で実
施。

27回 ３０回 100.0% 1433 1509

普通救命講習２５回、
上級救命講習３回、応
急手当普及員養成講習
２回実施した。

27回 ３０回 100.0% 2277 2131

消
防
指
導
課

－ 本年度対象外 20.0% － － － －

対象人数：１７１人中
４７人
実施：１回（県議会議
員及び県知事選挙）

20.0% 27.49% 100.0% 1,400 1,344

選
挙

管
理

委
員
会

事
務
局

－ 本年度対象外 20.0% － － － －

対象人数：１７８人中
５８人
実施：１回（市議会議
員及び市長選挙）

20.0% 32.58% 100.0% 1,400 1,344

選
挙

管
理

委
員
会

事
務
局

－

対象人数：168人中
53人
実施：1回（衆議院議
員総選挙）

20.0% 31.5% 100.0% 1,400 1,344 本年度対象外 20.0% － － － －

選
挙

管
理

委
員
会

事
務
局

1,288 本年度対象外 20.0% － － － － 本年度対象外 20.0% － － － －

選
挙

管
理

委
員
会

事
務
局

216
保育ボラ数：延べ６１
人
託児数：延べ１２３人

11講座 9講座 81.8% 92 140
保育ボラ数：延べ５９
人
託児数：延べ７１人

11講座 8講座 72.7% 92 136

南
湖
公
民
館

活動実績・目標値・実績値・活動率・予算額・決算額

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　活動

担

当

課

名
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担当課による事務事業の評価は次のとおりです。

※「目標及び取り組みの方向性」欄の丸数字は、目標の番号です。

№

担
当
課
名

基本目標 目標及び取り組みの方向性 平成２５年度評価 平成２６年度評価 平成２７年度評価

職
員
課

１　男女平
等の意識づ
くり

①男女平等について学ぶ機会
を増やすために、研修を実施
します。

　新採用職員を対象として、
男女平等の職場づくりに関す
る意識向上を目的とする研修
を実施しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

   新採用職員を対象として、
男女平等の職場づくりに関す
る意識向上を目的とする研修
を実施しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

   新採用職員を対象として、
男女平等の職場づくりに関す
る意識向上を目的とする研修
を実施しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

職
員
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

④働きやすい環境をつくるた
めに、時間外勤務削減に向け
てのノー残業デーを実施しま
す。
⑥男性の家庭生活や地域生活
への参画をすすめるために、
子育てをしやすい職場環境の
整備に努めます。

　男性職員による育児休業等
の取得を推進するため、イン
トラで周知を図りました。
　また、ノー残業デーを実
施・周知することで、時間外
勤務の削減を行いました。
　活動は一部目標値を達成す
ることはできませんでした
が、次年度以降も継続して取
り組んでいきます。

    男性職員による育児休業
等の取得を推進するため、イ
ントラで周知を図りました。
　また、ノー残業デーを実
施・周知することで、時間外
勤務の削減を行いました。
　活動は一部目標値を達成す
ることはできませんでした
が、次年度以降も継続して取
り組んでいきます。

    男性職員による育児休業
等の取得を推進するため、イ
ントラで周知を図りました。
　また、ノー残業デーを実
施・周知することで、時間外
勤務の削減を行いました。
　活動は一部目標値を達成す
ることはできませんでした
が、次年度以降も継続して取
り組んでいきます。

職
員
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすため
に、セクシャルハラスメント
防止のための対策を講じま
す。

　セクシャルハラスメントに
対して職員の苦情相談窓口を
設置し随時相談を受け付ける
とともに、公正かつ円満な解
決に向け苦情処理委員会を設
けています。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

    セクシャルハラスメント
に対して職員の苦情相談窓口
を設置し随時相談を受け付け
るとともに、公正かつ円満な
解決に向け苦情処理委員会を
設けています。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

    セクシャルハラスメント
に対して職員の苦情相談窓口
を設置し随時相談を受け付け
るとともに、公正かつ円満な
解決に向け苦情処理委員会を
設けています。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

職
員
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑬政策・方針決定過程の場に
女性の参画を増やすために、
女性職員の管理職への登用に
努めます。

　女性職員の管理職への登用
を行いました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

    女性職員の管理職への登
用を行いました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　女性職員の管理職への登用
を行いました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

2

市
民
自
治
推
進
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑬政策・方針決定過程の場に
女性の参画を増やすために、
参加しやすい環境整備に努め
ます。
⑭市民が主体的に男女共同参
画を推進するために、情報発
信や支援の充実に努めます。

　市民活動サポートセンター
において、子育て、福祉など
の市民活動に関する情報を発
信し、参画機会の拡充の一助
としました。同センターと連
携し、地域集会施設における
情報発信にも取り組みまし
た。
　市民活動団体が実施する事
業に対し、金銭的な援助を行
うとともに、活動しやすい環
境整備のため、災害補償制度
の活用を促しました。
　活動は概ね達成しており、
事務事業は次年度以降も継続
して取り組んでいきます。

　4月に市民参加条例を施行
し、市政への市民の参加を推
進するため、市民参加に関す
る環境の整備や意見等の取扱
について定めました。環境の
整備については、開催時間の
配慮や託児ボランティアの設
置などを行うことについて、
庁内に周知を行いました。
　子育てや福祉など、地域課
題の解決に取り組む市民活動
団体が実施する事業に対し、
情報発信や金銭的な援助を行
うとともに、活動しやすい環
境整備のため、災害補償制度
の活用を促しました。
　活動は概ね達成しており、
事務事業は次年度以降も継続
して取り組んでいきます。

　平成27年度実施市民活動
推進補助事業（通称：市民活
動げんき基金補助事業）は、
総事業助成上限額3,000千円
の内、956千円の助成額に留
まりました。
　このため、同年度に、今
後、多くの市民活動団体から
の提案を受けることが可能と
なるよう、制度の見直しを実
施しました。その結果、28
年度実施事業数は12事業と
なりました。次年度以降もさ
らに制度の周知を拡大して取
り組んでいきます。

1

３ 担当課による事務事業に対する評価 
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№

担
当
課
名

基本目標 目標及び取り組みの方向性 平成２５年度評価 平成２６年度評価 平成２７年度評価

3

企
画
経
営
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすため
に、性別による差別や偏見等
の一因となりうる申請書等の
性別記載及び押印の廃止に努
めます。

　各課の対応状況について２
月に調査を実施しました。性
別記載欄で１件、押印欄で５
件の廃止がありました。
　全庁的に申請書等の記載欄
は減少傾向にありますが、調
査において廃止が可能とされ
たものについては、早期の廃
止に努めるよう、所管課に積
極的に働きかけを行い、更な
る廃止を推進します。

　各課の対応状況について２
月に調査を実施しました。性
別記載欄で３件、押印欄で１
件の廃止がありました。
　性別記載欄及び押印欄の廃
止については、これまでの取
り組みにより、一定の成果が
得られたと判断できるため、
平成２８年度の最終的な通知
等の発出をもって本事業を廃
止する方向で調整してまいり
ます。

　各課の対応状況について２
月に調査を実施しました。性
別記載欄で8件、押印欄で１
5件の廃止がありました。
　性別記載欄及び押印欄の廃
止については、これまでの取
り組みにより、一定の成果が
得られたと判断できるため、
平成２8年度の最終的な通知
等の発出をもって本事業を廃
止する方向で調整してまいり
ます。

4

秘
書
広
報
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑪人権尊重のために、職員を
対象にメディアからの情報を
読み解く力（メディア・リテ
ラシー）を育成する広報主任
会議を開催します。

　平成25年度は、2月6日に
広報主任会議を開催し、男女
共同参画課職員を講師に招
き、各課への周知を目的に、
メディア・リテラシーをテー
マとした講義を行いました。
　本講義を行ったことによ
り、一定の効果はあったと思
われますが、広報紙やHP、
その他の様々な媒体におい
て、今後も周知・啓発に努め
ていく必要があると思われま
す。

　平成26年度は、広報主任
会議の開催はありませんでし
たが、HPをリニューアルす
るにあたり、メディア・リテ
ラシーを意識しながら、新た
な情報発信のあり方検討プロ
ジェクトチームや各広報主任
者と意見交換を行いました。
その結果、色合いやカテゴリ
分け、表現方法に注意を払
い、誰もが使いやすく共感を
得やすいHPにリニューアル
することができました。

　平成２７年度は、9月11日
に広報主任者会議を開催し、
男女共同参画課職員を講師に
招き、メディア・リテラシー
をテーマとした講義を行いま
した。
　新庁舎デジタルサイネージ
や市民ふれあいプラザの活用
など新たな情報発信がスター
トしたこともあり、今後も職
員に対してメディア・リテラ
シーの意識付けをあらゆる機
会を使って周知・啓発してき
ます。

5

契
約
検
査
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

④働きやすい環境をつくるた
めに、総合評価落札方式に男
女共同参画の項目を入れ、事
業者に男女共同参画に対する
意識を高めてもらうよう努め
ます。

　総合評価方式を５件執行し
ました。
　落札者は全て男女共同参画
の評価項目で得点した者でし
た。件数は目標を達成できま
せんでしたが、本件について
は引き続き取り組んでいきま
す。

　総合評価方式を３件執行し
ました。
　落札者３者のうち男女共同
参画の評価項目で得点した者
は１者という結果でした。
　平成２６年度は対象となる
案件が少ないため目標を達成
できませんでした。
　本件については引き続き取
り組んでいきます

　総合評価方式を３件執行し
ました。うち、１件は入札中
止となりました。
　落札者２者のうち男女共同
参画の評価項目で得点した者
は１者という結果でした。
　平成２７年度は対象となる
案件が少ないため目標を達成
できませんでした。
　本件については引き続き取
り組んでいきます

6

防
災
対
策
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭市民が主体的に男女共同参
画を推進するために、防災
リーダーの養成や研修会の開
催、地区自治会連合会主催防
災訓練等の指導を実施し、自
主防災組織等の育成に取り組
みます。

　防災リーダーの養成研修会
及び地区自治会連合会主催防
災訓練においては、女性や若
年層を含んだ市民の参加者が
積極的に参加していただき、
地域防災力の底上げを図るこ
とができました。
　活動は概ね達成していま
す。女性消防隊の訓練の実施
と合わせて次年度以降も継続
して取り組んでいきます。

　防災リーダーの養成研修会
及び地区自治会連合会主催防
災訓練においては、女性や若
年層を含んだ市民の参加者が
積極的に参加していただき、
地域防災力の底上げを図るこ
とができました。
　また、２６年度より総合防
災訓練にかえて消防防災フェ
スティバルを実施し、幼児、
低学年児童を伴った保護者が
多数参加していただきまし
た。
　活動は概ね達成していま
す。

　平成２６年度より総合防災
訓練に代え、消防防災フェス
ティバルを実施、親子での来
場者や女性の来場者が多数参
加していただく事ができまし
た。
　また、防災リーダー養成研
修会（第２回実施）について
は、女性の講師を招く事で、
女性の視点からの防災リー
ダーについて講演をしていた
だき、女性の活躍により地域
防災力アップを実現できる体
制を整えることできたと実感
しており、活動は概ね達成し
ています。

7

安
全
対
策
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭市民が主体的に男女共同参
画を推進するために、その実
現に向けた地域の防犯力向上
や、犯罪のない明るいまちづ
くりに努めます。

　市民が主体的防犯活動を実
施する中で、自主防犯団体の
情勢参加者が増加傾向にある
と認識しています。
　平成２５年の県内の振り込
め詐欺の被害者の内、女性が
約８０％を占めたことから、
自主防犯団体に対する女性の
参画推進について、さらに働
きかけていきます。

　市民が主体的防犯活動を実
施する中で、自主防犯団体の
情勢参加者が増加傾向にある
と認識しています。
　平成２６年の県内の振り込
め詐欺の被害者の内、女性が
約76％を占めたことから、
自主防犯団体に対する女性の
参画推進について、引き続き
働きかけていきます。

　市民が主体的防犯活動を実
施する中で、母親が主体と
なって構成された自主防犯団
体が増加しており、女性参加
者が増加傾向にあると認識し
ています。
　平成２７年の県内の振り込
め詐欺の被害者の内、女性が
約76％を占めたことから、
自主防犯団体に対する女性の
参画推進について、引き続き
働きかけていきます。
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8

市
民
相
談
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすため
に、人権侵害の防止に努めま
す。
⑪人権尊重のために、メディ
アからの情報を主体的に読み
解く力（メディア・リテラ
シー）の育成を目的として、
人権擁護の視点をもって情報
を活用することの理解の啓発
に努めます。

　小中学生を対象に人権作文
コンテスト、人権ポスターコ
ンテストを実施し人権擁護の
啓発に努めました。
　人権座談会は実施せず。
（代わりに中学生人権作文コ
ンテスト入賞作文朗読を人権
を考える市民の集いにおいて
実施）
　人権相談を毎月３回実施
し、人権侵害の問題解決に努
めました。
　人権座談会以外の活動は概
ね目標値を達成できました。
次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　小中学生を対象に人権作文
コンテスト、人権ポスターコ
ンテストを実施し人権擁護の
啓発に努めました。
　中学生人権作文コンテスト
入賞者を対象に人権座談会を
実施し、人権擁護の啓発に努
めました。
　人権相談を毎月３回実施
し、人権侵害の問題解決に努
めました。
　活動は概ね目標値を達成で
きました。次年度以降も継続
して取り組んでいきます。

　小中学生を対象に人権作文
コンテスト、人権ポスターコ
ンテストを実施し人権擁護の
啓発に努めました。
　中学生人権作文コンテスト
入賞者を対象に人権座談会を
実施し、人権擁護の啓発に努
めました。
　人権相談を毎月３回実施
し、人権侵害の問題解決に努
めました。
　活動は概ね目標値を達成で
きました。次年度以降も継続
して取り組んでいきます。

9

農
業
水
産
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑬政策・方針決定過程の場に
女性の参画を増やすために、
参加しやすい環境整備に努め
ます。
⑭市民が主体的に男女共同参
画を推進するために、地域産
業の分野において、性別に偏
らない人材を生かした男女共
同参画を推進します。

　「人・農地プラン」検討会
において、５名中２名の女性
に出席いただき、プラン変更
の内容について検討を行いま
した。
　果樹持寄品評会、春・秋の
農業まつり、花の展覧会にお
いて、農家宅へ直接出品依頼
を行い、果樹で７人、春の農
業まつり５人、秋１６人、花
の展覧会２人の女性農業者に
出展いただきました。結果、
目標値を上回る実績となりま
した。

　「人・農地プラン」検討会
において、５名中２名の女性
に出席いただき、プラン変更
の内容について検討を行いま
した。
　果樹持寄品評会、春・秋の
農業まつり、花の展覧会にお
いて、農家宅へ直接出品依頼
を行い、果樹で７人、春の農
業まつり５人、秋８人、花の
展覧会２人の女性農業者に出
展いただきました。結果、目
標値を上回る実績となりまし
た。平成２６年度秋の農業ま
つりより、個人から世帯ごと
の出品へ規定が変更になった
ため、実績値は半数となって
います。

　「人・農地プラン」検討会
において、６名中１名の女性
に出席いただき、プラン変更
の内容について検討を行いま
した。
　果樹持寄品評会、春・秋の
農業まつり、花の展覧会にお
いて、農家宅へ直接出品依頼
を行い、果樹で５人、春の農
業まつり０人、秋１４人、花
の展覧会１人の女性農業者に
出展いただきました。結果、
目標値を上回る実績となりま
した。

10

雇
用
労
働
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

④働きやすい環境をつくるた
めに、社会状況を鑑みた就労
等支援への取り組みを行いま
す。

　女性が利用しやすいよう女
性キャリアコンサルタント対
応日を設定し、相談事業を実
施しました。
　相談者における女性の比率
は引き続き増加しています。
勤労市民会館に開設している
「茅ヶ崎市ふるさとハロー
ワーク」と、相談窓口、就職
支援講座などを総合的に実施
していることが認知されてい
ると思われます。次年度以降
も継続して取り組んでいきま
す。

　女性が利用しやすいよう女
性キャリアコンサルタント対
応日を設定し、相談事業を実
施しました。
　相談者における女性の比率
は引き続き増加しています。
子どもがいる方が家計を支え
るために働き始めるという
ケースが目立っています。
　次年度以降も、「茅ヶ崎市
ふるさとハローワーク」、就
職支援講座などと共に、総合
的な就職支援事業として継続
して取り組んでいきます。

　女性が利用しやすいよう女
性キャリアコンサルタント対
応日を設定し、相談事業を実
施しました。
　子どもがいる方が家計を支
えるために働き始めたり、子
育てが落ち着き、自己実現の
ために再就職を目指す方な
ど、様々な理由から相談者に
おける女性の比率は引き続き
増加傾向にあります。
　次年度以降も、茅ヶ崎市ふ
るさとハローワーク、市民提
案型協働推進事業、他課かい
との連携事業、就職支援講座
などと共に、総合的な就職支
援事業として継続して取り組
んでいきます。
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文
化
生
涯
学
習
課

１　男女平
等の意識づ
くり

①男女平等について学ぶ機会
を増やすために、多様な分野
の講座を開催し、だれもが講
座に参加しやすい環境づくり
を行います。

　多様なニーズにこたえるた
めに、ちがさき市民大学で
は、前期テーマ「近代国家へ
の脱皮～明治時代」後期テー
マ「これからの社会を支える
若者を知ろう」として３回ず
つ、合計６回開催しました。
　大学との連携事業について
は「日本」と題し、連続した
6回の講座を実施しました。
講座ごとにアンケートを実施
し、市民のニーズの把握に努
め、講座開講に今後も取り組
んでいきます。
　開催曜日、時間は多様な方
が参加できるように講座ごと
に曜日や時間帯に考慮しまし
た。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

講座・イベントごとにアン
ケートを実施し、男女平等の
意識の把握に努めるととも
に、講座等の開催曜日、時間
について男女ともが参加しや
すいように考慮しました。
今年度も全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　多様なニーズにこたえるた
めに、ちがさき市民大学で
は、前期テーマ「日本のまつ
り」後期テーマ「ロボットは
アトムを超えられるか」とし
て３回ずつ、合計６回開催し
ました。
　大学との連携事業について
は、文教大学委託公開講座で
は「日本－再発見」と題し、
連続した6回の講座を実施し
ました。講座ごとにアンケー
トを実施し、市民のニーズの
把握に努め、講座開講に今後
も取り組んでいきます。
　開催曜日、時間は多様な方
が参加できるように講座ごと
に曜日や時間帯に考慮しまし
た。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

文
化
生
涯
学
習
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭市民が主体的に男女共同参
画を推進するために、女性の
講師による講座を開催し、地
域の学習活動の支援を行いま
す。また、子育て中の親を支
える子育て世代を対象とした
講座を開催します。

　まなびの市民講師の女性講
師による、お茶やフラワーア
レンジメント、料理、スポー
ツや文学にかかわる講座を開
催しました。
　また、子育て中の方が参加
しやすいよう事前申込制では
なく当日参加型の生涯学習交
流サロンを９回実施しまし
た。
　市の講座・イベント情報や
会員を募集している団体・
サークル情報、まなびの市民
講師一覧等を紹介する「生涯
学習ガイドブック」を年１
回、タイムリーな生涯学習提
供のため、「エコー・ちがさ
き」を年５回発行しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　女性のまなびの市民講師に
よる茶道、フラワーアレンジ
メント、アロマテラピー、組
紐等様々なジャンルの講座を
開催しました。
　また、子育て中の方が参加
しやすいよう、事前申込制で
はなく当日参加型の生涯学習
交流サロンを２回実施しまし
た。
　市の講座・イベント情報や
会員を募集している団体・
サークル情報、まなびの市民
講師一覧等を紹介する「生涯
学習ガイドブック」を年１
回、タイムリーな生涯学習提
供のため、「エコー・ちがさ
き」を年５回発行しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　まなびの市民講師による菊
作り講座、Excel講座、英会
話、フラワーアレンジメン
ト、茶道、大正琴、氣功等男
女ともに参加しやすいよう、
様々なジャンルの講座を開催
しました。
　市の講座・イベント情報や
会員を募集している団体・
サークル情報、まなびの市民
講師一覧等を紹介する「生涯
学習ガイドブック」を年１
回、タイムリーな生涯学習提
供のため、「エコー・ちがさ
き」を年５回発行しました。
次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

12

ス
ポ
ー

ツ
健
康
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑩生涯にわたる健康を支援す
るために、６４歳以下の市民
を中心に生活習慣病予防や健
康保持増進の推進を図りま
す。

　医師や専門職による、生活
習慣病の予防や治療の最新情
報等についての講演会を開催
し、ウオーキングやストレッ
チ、筋トレなどの運動教室や
栄養バランスを講義や調理実
習から学ぶ栄養改善教室も開
催しました。
　また、市民まなび講座によ
る依頼教室や企業への出前講
座を実施しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　健康づくりや生活習慣病予
防のための知識や実践を向上
するために、医師や専門職に
よる講演会や運動教室、健康
週間にあわせての普及啓発イ
ベントを開催しました。栄養
バランスを講義や調理実習か
ら学ぶ栄養改善教室も開催し
ました。
　また、商工会議所を通し
て、市内の企業や事業所に健
康情報を提供し、働き盛りの
方の健康づくりを支援した
り、子育て世代のPTAからの
依頼で健康講座を開催しまし
た。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　健康づくりや生活習慣病予
防のための知識や実践を向上
するために、医師や専門職に
よる講演会や運動教室、健康
週間にあわせての普及啓発イ
ベントを開催しました。栄養
バランスを講義や調理実習か
ら学ぶ栄養改善教室も開催し
ました。
　また、市民まなび講座によ
る依頼教室や企業への出前講
座を実施しました。活動は全
て目標値を達成しており、次
年度以降も継続して取り組ん
でいきます。

11
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13

　生き方や働き方にあったエ
ンパワーメントを推進するた
め、就労支援等の講座を引き
続き行いました。また、活動
項目中には記載しておりませ
んが、市民団体うみのあお、
そらのあおとの市民提案型協
働推進事業として、「これか
ら働きたいママのためのプレ
おしごと講座」を開催し、子
育て中の母親のべ１９２名に
ご参加いただき、「子育てに
軸足を置いて緩やかにキャリ
アを積む働き方」である個人
事業主という柔軟な働き方に
ついて紹介しました。
　仕事と生活の調和（ワー
ク・ライフ・バランス）を可
能とする社会形成に向け、神
奈川県と共催し、「パパぢか
らＵＰセミナー」を３回開催
し、128名（男性９８名、女
性３０名）にご参加いただき
ました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。

　男女共同参画推進センター
で登録団体によるパネル展を
実施した結果、センターを利
用する市民７９７人以上の方
に見ていただくことができま
した。
　はがきによるアンケート調
査を実施し、平成２３・２４
年度同様、回収率が３割を超
えた結果、約４００人の市民
に男女共同参画について啓発
すると共に、今後の男女共同
参画の施策に反映させるため
の基礎資料とすることができ
ました。
　「平和について」ポス
ター・作文コンテスト入賞者
の作品を発表し、ピーストレ
イン事業を通じて平和の尊さ
を市民に伝えました。また、
茅ヶ崎市国際交流協会等との
共催事業により、国際理解・
国際協力の輪をひろげまし
た。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。

　男女共同参画推進センター
登録団体によるパネル展をセ
ンターロビーにて実施し、セ
ンターを利用する市民1,038
人の方に啓発を行うことがで
きました。
　継続的なはがきによるアン
ケート調査を実施し、今後の
男女共同参画の施策に反映さ
せるための基礎資料とするこ
とができました。
　原爆展や平和の集い、平和
イベント、高校文化祭などに
おいて原爆関連資料を展示し
たり、語り部による講話会を
開催しました。2月の平和イ
ベントについては文化会館大
ホールで実施するなど多くの
方に参加いただくことができ
ました。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。

男
女
共
同
参
画
課

　男女共同参画推進センター
登録団体によるパネル展をセ
ンターロビーにて実施し、セ
ンターを利用する市民1,038
人の方に啓発を行うことがで
きました。
　はがきによるアンケート調
査を実施し、回収率は３１．
１％、４０４人の市民に男女
共同参画について啓発すると
共に、今後の男女共同参画の
施策に反映させるための基礎
資料とすることができまし
た。
　戦後７０年に伴い、市民か
ら「平和について」の作品を
公募しました。また、２月の
平和イベントにおいて、その
作品を一部使用し、市民公募
の舞台等を実施しました。そ
れらを通じて平和の尊さを市
民に伝えました。また、茅ヶ
崎市国際交流協会等との共催
事業により、国際理解・国際
協力の輪をひろげました。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。

①男女平等について学ぶ機会
を増やすために、関連団体と
の連携のもと、啓発事業を推
進します。
②「男は仕事、女は家庭」と
いう固定的役割分担意識をな
くすための施策展開のため、
市民意識調査を実施し、それ
に基づく啓発事業を推進しま
す。
③平和の尊さを啓発する事業
と国際連携及び協力を推進す
るために、平和事業を推進
し、国際理解・異文化理解を
深める機会を充実させます。

１　男女平
等の意識づ
くり

男
女
共
同
参
画
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

④働きやすい環境をつくるた
め、生き方や働き方にあった
エンパワーメントを推進しま
す。また、仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バラン
ス）が可能な働き方ができる
社会形成に向け環境整備に努
めます。
⑥男性の家庭生活や地域生活
への参画を進めるため、「男
性が家計の担い手」という意
識にとらわれることなく生き
ることや仕事と生活の調和を
実現することを考えるきっか
けとなる事業を推進します。

　生き方や働き方にあったエ
ンパワーメントを推進するた
め、就労支援（パソコン講
座）、自分を見つめ直すきっ
かけづくり（ドラマセラピー
講座）に取り組み、また、仕
事と生活の調和を目指した女
優による講演会を開催する
等、様々な事務事業を実施し
ました。
　仕事と生活の調和（ワー
ク・ライフ・バランス）を可
能とする社会形成に向け、好
評だった父子クッキング及び
子育て講座を前年度に引き続
き実施しました。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。

　生き方や働き方にあったエ
ンパワーメントを推進するた
め、就労支援（パソコン講
座）、職場や地域での円滑な
人間関係の構築や家庭・夫婦
間のコミュニケーション能力
の向上（本当の自分って？私
の“今”、魅力再発見！）に
取り組み、また、女性管理職
を目指す女性を対象とした講
座（女性管理職育成セミ
ナー）を実施するなど、様々
な事業を実施しました。
　仕事と生活の調和（ワー
ク・ライフ・バランス）を可
能とする社会形成においては
２市１町広域連携事業として
広く啓発を実施し、男性の家
庭参画を目的として、父子
クッキングや他課との共催に
よるマタニティクッキングな
どを実施しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。
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14

保
健
福
祉
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環
境を造るために、地域の相談
機能の充実に努めます。

　小出地区及び松浪地区への
地域包括支援センターの増設
に合わせて、地域福祉総合相
談室を２箇所増設し、身近な
地域で分野にとらわれない初
期相談に応じる総合相談窓口
が９箇所となり、地域住民の
利便性の向上並びに地域福祉
の増進に努めました。
　活動は目標値を達成してお
り、事務事業は次年度以降も
継続して取り組んでいきま
す。

　25年度に引き続き、地域
包括支援センターの既存９か
所での相談支援業務の実施に
加え、地域福祉総合相談室を
１０月に新たに３か所増設
し、自治会連合会区域１２か
所での相談支援体制を確立
し、更なる地域住民の利便性
の向上並びに地域福祉の増進
に努めました。
　次年度以降は周知・広報に
も力を入れ、事務事業を継続
して取り組んでいきます。

　地域福祉総合相談室の市内
12地区（自治会連合会区
域）における相談体制を維持
することで地域住民のさらな
る利便性の向上に努めるとと
もに、8,635件の相談に対応
することで、地域福祉の増進
に努めました。
　周知・広報については、新
たに相談室独自の広報紙を作
成し、相談室のＰＲを行うと
ともに地域の身近な福祉情報
の発信に取り組みました。
　次年度以降も事務事業を継
続して取り組んでいきいま
す。

13

男
女
共
同
参
画
課

　庁内の新採用職員を対象
に、政策・方針決定の場にお
ける女性の参画の重要性と、
男女共同参画社会の形成の必
要性について、本課職員が講
師として啓発に務めました。
　前年度に引き続き託児ス
タッフ事業を実施しました。
託児サポーター事業の活用は
２０事業となり、目標値を下
回りました。託児スタッフ派
遣数は大きな減少はないもの
の、次年度以降も子育て中の
方が参加しやすい曜日・時間
帯等に留意しながら事業を実
施してまいります。
　また、防災の分野における
男女共同参画の推進のため、
「子連れアクティブ防災講
座」を開催しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。

　庁内の新採用職員を対象
に、政策・方針決定の場にお
ける女性の参画の重要性と、
男女共同参画社会の形成の必
要性について、本課職員が講
師として啓発に務めました。
　前年度に引き続き託児ス
タッフ事業を実施しました。
当該事業の利用者にとっては
子どもを預けて講座や会議に
参加することで社会参画を実
現し、また、託児スタッフに
とっては市の事業を通して社
会につながるきっかけづくり
とすることができました。
　また、防災の分野における
男女共同参画の推進のため、
「子連れアクティブ防災講
座」を開催しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。

　庁内の新採用職員を対象
に、政策・方針決定の場にお
ける女性の参画の重要性につ
いて、本課職員が講師として
啓発に務めました。
　前年度に引き続き託児ス
タッフ事業を実施しました。
当該事業の利用者にとっては
子どもを預けて講座や会議に
参加することで社会参画を実
現し、また、託児スタッフに
とっては市の事業を通して社
会につながるきっかけづくり
とすることができました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。

⑬政策・方針決定の場に女性
の参画を増やすために、その
実現に向けた情報発信に努め
ます。
⑭市民が主体的に男女共同参
画を推進するために、女性セ
ンターを拠点とした男女共同
参画の推進に向けた活動を支
援します。

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

　あらゆる暴力をなくすため
に、護身術講座やデートＤＶ
予防ワークショップを開催し
ました。
　相談事業については、「女
性のための相談室」におい
て、電話相談・面談相談を実
施すると共に、職員を対象と
した研修会や会議などを通
じ、庁内における連携、情報
共有に務めました。
　リプロダクティブ・ヘルス
/ライツを有する考え方の啓
発のため、女性のための健康
講座「本当のところ、何歳ま
で産めるの？～妊娠力と生殖
医療の最新事情～」を開催し
ました。
　子どもの頃からのメディ
ア・リテラシーを養うため、
ブックフェア「メディア・リ
テラシー～情報社会を生きぬ
く力～子どもの情報活用力」
を開催しました。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。

　あらゆる暴力をなくすため
に、護身術講座やデートＤＶ
予防ワークショップを開催し
ました。デートＤＶ予防ワー
クショップでは、文教大学に
ご協力いただき、大学生を対
象に講座を行い、７８名（男
性２６名、女性５２名）に対
し啓発を行いました。
　相談事業については、「女
性のための相談室」におい
て、電話相談・面談相談を実
施すると共に、職員を対象と
した研修会や会議などを通
じ、庁内における連携、情報
共有に務めました。
　リプロダクティブ・ヘルス
/ライツを有する考え方の啓
発のため、女性のための健康
講座「今聞いて欲しい！～２
０代、３０代、４０代みんな
の妊活事情～」を開催しまし
た。
　子どもの頃からのメディ
ア・リテラシーを養うため、
ブックフェア「メディア・リ
テラシー～情報社会を生きぬ
く力～メディアとジェン
ダー」を開催しました。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。

男
女
共
同
参
画
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすため
に、若年層への啓発を実施し
ます。また、人権尊重のた
め、法律・制度の理解を促進
します。
⑧茅ヶ崎市女性センターを拠
点とした相談事業に取り組む
ために、関係課と連携して相
談事業を推進します。また、
「女性のための相談室」へ寄
せられた相談から見えてきた
課題解決に向け、情報発信・
情報提供を行います。
⑨女性が自分のからだのこと
を自分で決める権利を女性の
人権として確立するために、
人権に配慮した意識啓発を推
進します。
⑪人権尊重のためにメディア
からの情報を主体的に読み解
く力を育成するため、男女共
同参画の視点を持って情報を
活用することの理解の啓発に
努めます。
⑫様々な困難を抱える人々が
安心して暮らせる環境を整備
するために、外国籍相談事業
を充実させます。

　あらゆる暴力をなくすため
に、護身術講座やデートＤＶ
講座を開催し、また、広報用
ティッシュを配布し、啓発に
務めました。
　相談事業については、「女
性のための相談室」におい
て、電話相談・面談相談を実
施すると共に、職員を対象と
した研修会を開催し、関係課
と連携して情報共有に務めま
した。
　事務事業のなかには実施で
きなかったものがありました
が、次年度以降の実施に向け
て内容及び手法を検討し、継
続的に取り組んでいきます。
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障
害
福
祉
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑫様々な困難を抱える人々が
安心して暮らせる環境を整備
するために、障害者を対象と
した就労支援や相談支援体制
を充実させます。また、日中
一時支援により障害者の家族
や介護者を対象とした一時的
な休息支援や就労支援を実施
します。

　障害者を対象とした医療費
助成等の経済的な支援、移動
支援等のサービスを提供して
在宅生活の支援を実施しまし
た。とくに特別支援学級の増
加にともない障害児を対象と
する日中一時支援のニーズは
高い状況です。
就労支援については、25年4
月に障害者優先調達推進法の
施行により、8月に調達方針
を策定するとともに受注の拡
大を図るため「ちがさき丸ご
と手作りカタログ」を26年
３月に発行しました。
　障害者虐待防止について
は、１０月に研修会を開催、
12月の障害者週間に啓発
グッズ（シールとぬりえ）を
活用し、周知に努めました。

　障害者を対象とした医療費
助成等の経済的な支援、移動
支援等のサービスを提供した
在宅生活の支援、障害者優先
調達推進法に基づいた障害者
施設からの物品購入等の推進
を実施しました。
　障害者虐待防止について
は、啓発グッズ（クリアファ
イル）を作成し、市民への周
知に努めました。また、１２
月に研修会を開催し、障害者
週間では庁内でぬり絵の展示
を行いました。
　障害者へのアンケート調査
やヒアリング調査を行い、２
７年３月に「第４期茅ヶ崎市
障害者保健福祉計画（２７～
２９年度）」を策定し、この
中で障害者差別や虐待防止の
普及啓発など、人権が尊重さ
れる社会づくりへの取り組み
を行っています。

　障害者を対象とした医療費
助成等の経済的な支援、移動
支援等のサービスを提供した
在宅生活の支援、障害者優先
調達推進法に基づいた障害者
施設からの物品購入等の推進
を、引き続き実施しました。
　障害者虐待防止法の平成
28年4月1日の施行に向け
て、研修会の開催、アンケー
トやヒアリング等で各障害者
団体から頂いた意見を基に、
「障害を理由とする差別に関
する事例集」を作成し、「不
当な差別的取扱い」、「障害
者への合理的配慮」等への意
識啓発を図りました。

　がん検診については、26
年度と同様に乳がん40歳、
子宮がん20歳に無料クーポ
ン券を送付すると共に、対象
となるがん検診の受診券を対
象者全員に個別送付し、受診
率の向上を図りました。今年
度は、秋に芸能人の乳がん報
道の影響もあり、乳房がん受
診率は、2６年度と比較して
3ポイント上昇し、子宮がん
受診率も、２ポイント上昇す
る状況となりました。そのた
め、決算額は、当初予算を大
幅に上回りました。
　また、健康相談事業では、
市役所開庁日に電話や面接を
実施しました。相談件数は、
年間９８件で、健康全般の幅
広い内容であり、必要に応じ
て庁内及び関係機関と連携を
とりました。
　今後も、健康に関する不安
の軽減に努め、がん検診可能
な世代への啓発に取り組みま
す。

　がん検診については、25
年度より国の補助事業である
無料クーポン対象者が、乳が
ん40歳、子宮がん20歳のみ
となりました。そのため、女
性のがん検診の受診率の向上
を図るために、平成26年度
から30歳から39歳に乳房視
触診、20歳から39歳に子宮
がん検診の受診券を個別に送
付しました。そのことによっ
て、乳房がんの受診率は、
25年度と比較して2.3ポイン
ト、子宮がんは、3ポイント
上昇し、個別通知の効果が高
いことが実証され、今後も継
続して個別通知を実施してい
きます。
　また、相談事業の予約制栄
養相談は、相談者の減少から
廃止し、スポーツ健康課の管
理栄養士の協力を得て、随時
対応型相談事業として実施し
ました。相談件数は、年間
81件で、相談内容は、健康
全般から生活の悩みまで幅広
い内容となっています。今後
も市民の相談に対応できるよ
うに、庁内及び関係機関との
連携を深めながら取り組む予
定です。

　市民からの保健・福祉に関
する様々な相談に対応するた
め、福祉の有資格者による総
合相談を実施し、４８０件の
相談を受け付けました。
　女性特有のがん検診につい
ては、自己負担のあるがん検
診に加え、国の補助事業を活
用して、一定年齢の女性に乳
がん子宮がんの無料クーポン
券を送付しています。乳がん
の受診者数は、平成２４年度
に比べ、３５９人増加し、受
診率も１０５．２％となりま
した。一方、子宮がんについ
ては、１８5人減少し、９
７．１％でした。平成２４年
度は、神奈川県のモデル事業
として、無料クーポン対象者
に対して再受診勧奨をし受診
率が向上してと考えられま
す。そのため、平成２６年度
は、２０歳から３９歳までの
女性に個別受診券を送付し受
診率向上に取り組む予定で
す。
　相談事業は、保健師による
随時の相談と栄養師等による
予約相談を実施しています
が、生活全般の電話相談で終
了する相談がほとんどとなっ
ています。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、事務事業は次年度以
降も継続して取り組んでいき
ます。

⑦あらゆる暴力をなくすため
に、人権を尊重する観点から
相談事業を実施します。
⑨女性が自分のからだのこと
を自分で決める権利を女性の
人権として確立するために、
女性特有のがん検診を実施す
ると共に人権に配慮した意識
啓発を推進します。
⑩生涯にわたる健康を支援す
るために、検診可能世代への
積極的な検診受診勧奨を推進
します。

３　人権が
尊重される
社会づくり

保
健
福
祉
課
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２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環
境をつくるために、関係機関
等との連携のもと、介護の社
会化を促進します。

高齢者とその家族が住み慣れ
た地域で安心して生活できる
ように、地域包括支援セン
ターにおいて総合相談事業等
を実施しました。
　９ヶ所の地域包括支援セン
ターには、福祉総合相談室を
併設し、高齢者のみならず、
子ども、障害者を含む地域住
民の相談に対応しています。
また、平成２５年１０月より
市役所に基幹型地域包括支援
センターを設置し、地域包括
支援センターの機能の強化に
取り組んでいます。

　高齢者とその家族が住み慣
れた地域で安心して生活でき
るように、地域包括支援セン
ターにおいて総合相談事業等
を実施しました。また、福祉
総合相談室を併設し、高齢者
のみならず、子ども、障害者
を含む地域住民の相談に対応
しています。
　平成２６年１０月より３ヶ
所の委託型地域包括支援セン
ターが増設され、市内自治会
圏域１２ヶ所への整備が完了
し、市直営の基幹型地域包括
支援センターと連携し、より
地域での支援体制と機能強化
に取り組んでいます。

　高齢者とその家族が住み慣
れた地域で安心して生活でき
るように、地域包括支援セン
ターにおいて総合相談事業等
を実施しました。また、福祉
総合相談室を併設し、高齢者
のみならず、子ども、障害者
を含む地域住民の相談に対応
しています。
　市内自治会圏域毎に設置さ
れている委託型地域包括支援
センターは、市直営の基幹型
地域包括支援センターと連携
し、より地域での支援体制と
機能強化に取り組んでいま
す。

高
齢
福
祉
介
護
課

　平成２６年度に引き続き、
元気な高齢者に対して、老人
クラブ・シルバー人材セン
ター・フィットネスクラブ等
の関係機関と連携して、高齢
者の体力やニーズに応じた教
室を開催し、介護予防・健康
づくりに取り組みました。
　市民を対象に「成年後見制
度講演会」を開催し、高齢者
等の権利擁護を推進しまし
た。

　平成２５年度に引き続き、
元気な高齢者に対して、老人
クラブ・シルバー人材セン
ター・フィットネスクラブ等
の関係機関と連携して、高齢
者の体力やニーズに応じた教
室を開催し、介護予防・健康
づくりに取り組みました。
　また、看護師やケアマネ
ジャー等の資格を持つ専門の
相談員が２４時間３６５日、
介護、健康、医療等に関する
電話相談に対応する「高齢者
安心電話事業」を実施し、困
難を抱える人々が安心して暮
らせる環境を整えています。
　活動は、「高齢者安心電話
事業」の啓発活動が目標値を
達成できなかったものの、相
談件数は増えており、その他
事業は全て目標値を達成して
おり、男女平等・男女共同参
画の視点を取り入れながら引
き続き継続して取り組んでい
きます。

　平成２４年度に引き続き、
元気な高齢者に対して、老人
クラブ・シルバー人材セン
ター・フィットネスクラブ等
の関係機関と連携して、高齢
者の体力やニーズに応じた教
室を開催し、介護予防・健康
づくりに取り組みました。
　また、看護師やケアマネ
ジャー等の資格を持つ専門の
相談員が２４時間３６５日、
介護、健康、医療等に関する
電話相談に対応する「高齢者
安心電話事業」を実施し、困
難を抱える人々が安心して暮
らせる環境を整えています。
　活動は、全て目標値を達成
しており、男女平等・男女共
同参画の視点を取り入れなが
ら引き続き継続して取り組ん
でいきます。

⑩生涯にわたる健康を支援す
るために、介護予防事業を推
進します。
⑫様々な困難を抱える人々が
安心して暮らせる環境を整備
するために、成年後見制度の
普及啓発を図り、高齢者の権
利擁護を推進します。

３　人権が
尊重される
社会づくり
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育
て
支
援
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑫様々な困難を抱える人々が
安心して暮らせる環境を整備
するために、ひとり親家庭等
への経済的支援を中心とした
サービスを提供します。

　母子父子家庭親子ふれあい
事業は目標どおり事業を行う
ことができました。資格取得
を促進する母子家庭等高等技
能訓練促進費事業や職業能力
の開発を推進する母子家庭等
自立支援教育訓練給付金事
業、また、家庭生活支援員の
派遣を行う母子家庭等日常生
活支援事業については、目標
値は下回りましたが、昨年、
一昨年と同程度の事業を行う
ことができました。
　ひとり親家庭等医療費助成
事業については、医療証の交
付件数は微減ですが、支払件
数は昨年より増加しており、
ひとり親家庭等の福祉の推進
を図ることができました。
　事務事業は次年度以降も継
続して取り組んでいきます。

　母子父子家庭親子ふれあい
事業は目標どおり事業を行う
ことができました。資格取得
を促進する母子家庭等高等技
能訓練促進費事業や職業能力
の開発を推進する母子家庭等
自立支援教育訓練給付金事
業、また、家庭生活支援員の
派遣を行う母子家庭等日常生
活支援事業については、目標
値は下回りましたが、要件を
満たした希望者に支援を実施
することができました。
　ひとり親家庭等医療費助成
事業については、医療証の交
付件数や支払件数は昨年より
増加しており、ひとり親家庭
等の福祉の推進を図ることが
できました。
　事務事業は次年度以降も継
続して取り組んでいきます。

　母子家庭父子家庭親子ふれ
あい事業は目標どおり事業を
行うことができました。資格
取得を促進する母子家庭等高
等職業訓練促進給付金事業や
職業能力の開発を推進する母
子家庭等自立支援教育訓練給
付金事業、また、家庭生活支
援員の派遣を行う母子家庭等
日常生活支援事業について
は、目標値は下回りました
が、要件を満たした希望者に
支援を実施することができま
した。
　ひとり親家庭等医療費助成
事業については、医療証の交
付件数や支払件数は昨年より
増加しており、ひとり親家庭
等の福祉の推進を図ることが
できました。
　事務事業は次年度以降も継
続して取り組んでいきます。
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　子育てに関する情報を幅広
くまとめた子育てガイドブッ
クは27年度内容及び発行時
期の見直しを行い、28年6月
発行としたため、本年度は追
加・修正事項の差し込みを年
度途中に行い、子育て家庭の
利便性を図りました。
　子育て短期支援事業におい
ては、一時的に家庭での児童
の養育が困難な場合に、白十
字会林間学校で養育を行い、
保護者の負担を軽減すること
ができました。利用者は前年
より増加しました。
　子育て支援センターでは育
児相談及び子育て交流の場の
提供等を引き続き行いました
が、利用者に若干の減少があ
りました。また、27年10月
に新たに香川駅前子育て支援
センターを設置し、新規事業
として利用者支援事業を開始
しました。
　ファミリーサポートセン
ター事業においては、相互援
助活動により、余裕をもって
子育てができるよう育児支援
を行った結果、会員数が増加
し活動件数も増加しました
が、目標値にはやや達しませ
んでした。
　子育てガイドブックについ
ては隔年の事業となります
が、その他の事務事業につい
ては次年度以降も継続して取
り組んでいきます。

　子育てに関する情報を幅広
くまとめた子育てガイドブッ
クは２年に１度の発行のた
め、追加・修正事項の差し込
みを年度途中に行い、子育て
家庭の利便性を図ることがで
きました。
　子育て短期支援事業におい
ては、一時的に家庭での児童
の養育が困難な場合に、白十
字会林間学校で養育を行い、
保護者の負担を軽減すること
ができました。利用者は前年
よりショートステイは増加、
トワイライトステイは減少し
ました。
　子育て支援センターでは育
児相談及び子育て交流の場の
提供等を引き続き行い、ほぼ
目標どおりの利用者がありま
した。
　ファミリーサポートセン
ター事業においては、相互援
助活動により、余裕をもって
子育てができるよう育児支援
を行った結果、会員数が増加
し活動件数も増加しました
が、目標値には達しませんで
した。
　子育てガイドブックについ
ては隔年の事業となります
が、その他の事務事業につい
ては次年度以降も継続して取
り組んでいきます。

　子育てに関する情報を幅広
くまとめた子育てガイドブッ
ク改訂版を予定どおり期限内
に２０，０００部を作成し、
子育て家庭の利便性を図るこ
とができました。
　子育て短期支援事業におい
ては、一時的に家庭での児童
の養育が困難な場合に、白十
字会林間学校で養育を行い、
保護者の負担を軽減すること
ができました。利用者は前年
よりショートステイは増加、
トワイライトステイは微減し
ました。
　子育て支援センターでは育
児相談及び子育て交流の場の
提供等を引き続き行い、ほぼ
目標どおりの利用者がありま
した。
　ファミリーサポートセン
ター事業においては、相互援
助活動により、余裕をもって
子育てができるよう育児支援
を行った結果、会員数が増加
し活動件数も増加しました
が、目標値には達しませんで
した。
　子育てガイドブックについ
ては隔年の事業となります
が、その他の事務事業につい
ては次年度以降も継続して取
り組んでいきます。

⑤子育て、介護がしやすい環
境をつくるために、乳幼児を
育てる親が悩み孤立すること
のないよう、情報提供や相談
業務を行うとともに、仕事な
どで一時的に子どもを預けた
い時のためのサービスを提供
します。

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

子
育
て
支
援
課
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こ
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課
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　家庭児童相談業務について
は、関係機関と連携し、目標
どおりの活動が達成され、適
正な児童相談指導が実施され
ました。
　思春期保健事業の取組とし
ては、２６年度から実施して
いる思春期保健セミナーを実
施し、適宜、思春期保健教育
を実施する小学校へのサポー
トを行いました。
　乳幼児や、妊婦健康診査費
用の助成を行い、また、乳幼
児健康診査や節目の時期に各
健康相談を実施し、母親の健
康や子どもの健康について確
認する機会を提供しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　家庭児童相談業務について
は、目標どおりの活動が達成
され、適正な児童相談指導が
実施されました。
　思春期保健事業の取組とし
ては、２５年度で各小学校へ
の思春期わくわく体験講座が
終了したため、各学校が主体
的に取組むことができるよう
思春期保健セミナーを実施
し、受講したうえで事業の取
組をする学校に対して支援協
力をしました。
　乳幼児や、妊婦健康診査費
用の助成を行い、また、乳幼
児健康診査や節目の時期に各
健康相談を実施し、母親の健
康や子どもの健康について確
認する機会を提供しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　家庭児童相談業務について
は、目標どおりの活動が達成
され、適正な児童相談指導が
実施されました。
　思春期わくわく体験講座に
ついては、未実施の小学校１
校で実施しました。各地域で
実施している健康相談を１か
月に１回から２か月に１回に
変更し、よりきめ細やかな支
援を必要とする対象者に対し
て予約制の健康相談を新たに
月１回開始しました。
　思春期わくわく体験講座や
依頼による思春期保健教育を
小学校等で実施し、児童やそ
の保護者に思春期の特徴や、
いのちの大切さ等の教育を行
いました。
　乳幼児や、妊婦健康診査費
用の助成を行い、また、乳幼
児健康診査や節目の時期に各
健康相談を実施し、母親の健
康や子どもの健康について確
認する機会を提供しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

⑦あらゆる暴力をなくすため
に、関係機関と連携を図り、
家庭児童福祉の向上のため、
家庭児童相談員による児童相
談指導を行います。
⑨女性が自分のからだのこと
を自分で決める権利を女性の
人権として確立するために、
男女双方の体の仕組みをお互
いが理解し尊重できるように
思春期保健教育を行います。
⑩生涯にわたる健康を支援す
るために、各種健康診査や相
談事業を展開します。

３　人権が
尊重される
社会づくり

こ
ど
も
育
成
相
談
課

  土曜日に、働くママの子育
て教室及び夫婦版マタニティ
クッキングを開催し、働いて
いる妊婦さんも参加しやすい
環境を整えています。母親教
室、働くママの子育て教室等
において効率的効果的に子育
てできるような工夫やサービ
スを紹介しました。また、
ファミリーサポートセンター
や保育課等と連携し、保育園
やファミリーサポート等、働
く母親にとって気になる子育
て情報を各教室等で紹介しま
した。
　育児支援家庭訪問事業につ
いては、養育支援を必要とす
る家庭のニーズに適切かつ速
やかに対応できる体制が整っ
ており、適切な支援を実施し
ました。
　父親教室や夫婦版マタニ
ティクッキング、にこにこ子
育て教室等において男性の役
割等について講義し、また、
男性も積極的に育児、家事等
に関われるよう沐浴、おむつ
交換、調理等の実習を行いま
した。夫婦版マタニティクッ
キングは、男女共同参画課と
の共催事業であり、男女共同
参画課職員より、妊娠、出産
期の夫のサポートの大切さに
ついてお話ししています。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　土曜日に、働くママの子育
て教室及び夫婦版マタニティ
クッキングを開催し、働いて
いる妊婦さんも参加しやすい
環境を整えています。母親教
室、働くママの子育て教室等
において効率的効果的に子育
てできるような工夫やサービ
スを紹介しました。また、
ファミリーサポートセンター
や保育課等と連携し、保育園
やファミリーサポート等、働
く母親にとって気になる子育
て情報を各教室等で紹介しま
した。
　育児支援家庭訪問事業につ
いては、養育支援を必要とす
る家庭のニーズに適切かつ速
やかに対応できる体制が整っ
ており、適切な支援を実施し
ました。
　父親教室や夫婦版マタニ
ティクッキング、にこにこ子
育て教室等において男性の役
割等について講義し、また、
男性も積極的に育児、家事等
に関われるよう沐浴、おむつ
交換、調理等の実習を行いま
した。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　土曜日に、働くママの子育
て教室及び夫婦版マタニティ
クッキングを開催し、働いて
いる妊婦さんも参加しやすい
環境を整えています。母親教
室、働くママの子育て教室等
において効率的効果的に子育
てできるような工夫やサービ
スを紹介しました。また、
ファミリーサポートセンター
や保育課等と連携し、保育園
やファミリーサポート等、働
く母親にとって気になる子育
て情報を各教室等で紹介しま
した。
　育児支援家庭訪問事業につ
いては、活動は目標値を達成
していないものの、養育支援
が必要な家庭に対し適切な支
援を実施しました。
　父親教室や夫婦版マタニ
ティクッキング、にこにこ子
育て教室等において男性の役
割等について講義し、また、
男性も積極的に育児、家事等
に関われるよう沐浴、おむつ
交換、調理等の実習を行いま
した。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

⑤子育て、介護がしやすい環
境をつくるために、関係機関
と連携を強め、母子保健事業
や育児支援家庭訪問事業等に
おいて子育てに関する教育、
相談等の支援を行います。
⑥男性の家庭生活や地域生活
への参画をすすめるために、
男性も積極的に育児、家事等
に関われるよう様々な事業を
推進します。

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり
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19
保
育
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

④働きやすい環境をつくるた
めに、保育園の施設整備を推
進します。

　民間保育園2園新設（162
人増）、1園増改築（10人
増）を実施し、目標値として
設定した25年度の入園児童
数を達成しました。
　また、26年度の開園に向
けて民間保育園4園新設
（300人増）を進め、働きや
すい環境づくりに継続して取
り組んでいきます。

　民間保育園４園新設（300
人増）を実施し、目標値とし
て設定した入園児童数を達成
しました。
　また、２７年度の開園に向
けて民間保育園７園新設（う
ち１園は分園）・公立保育園
１園増改築（347人増）を進
め、働きやすい環境づくりに
継続して取り組んでいきま
す。

　民間保育園４園新設・分園
１園新設（うち４園はＨ26
年度からの繰越事業）を実施
し、目標値として設定した入
園児童数を達成しました。
　また、２８年度について
は、子ども・子育て支援新制
度に基づき、小規模保育事業
等の新設等に取り組みます。

道
路
管
理
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環
境をつくるために、道路照明
灯や道路反射鏡の整備を行い
ます。

　道路照明灯は１２灯、道路
反射鏡は５３面の整備を行
い、歩行者や車両の安全を確
保しました。
　活動は、概ね目標値を達成
していますが、道路照明灯の
点検については、目標値の再
設定が必要と思われます。事
務事業は次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　道路照明灯は１２灯、道路
反射鏡は９５面の整備を行
い、歩行者や車両の安全確保
努めました。
　活動は、目標値を達成して
おります。事務事業は次年度
以降も継続して取り組んでい
きます。

　道路照明灯の点検を100箇
所及び設置を20灯、道路反
射鏡は132面の整備を行い、
歩行者や車両の安全確保努め
ました。
　活動は、目標値を達成して
おります。事務事業は次年度
以降も継続して取り組んでい
きます。

道
路
管
理
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑫様々な困難を抱える人々が
安心して暮らせる環境を整備
するために、道路空間のユニ
バーサルデザイン化を目指し
ます。

歩道段差改良工事は、４５箇
所の整備を行い、市道０１０
７号線については、２００m
の整備を行いました。
　活動は、概ね目標値を達成
しています。市道０１０７号
線の整備については、平成２
５年度で完了しました。

　歩道段差改良工事は、４６
か所の整備を行いました。市
道０１０７号線（桜道）整備
事業は、平成２５年度で計画
区間の整備を完了していま
す。
　活動は、目標値を達成して
おります。歩道段差改良工事
は次年度以降も継続して取り
組んでいきます。

　歩道段差改良工事は、11
か所の整備を行いました。
　活動は、目標値を達成して
おります。歩道段差改良工事
は次年度以降も継続して取り
組んでいきます。

21

公
園
緑
地
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭市民が主体的に男女共同参
画を推進するために、市民の
森ワーキング事業への女性の
積極的な参加を促進します。

　参加者数のべ43人のう
ち、女性参加者は14人、３
２．５％と目標値に達成しま
せんでした。秋のツリーフェ
スタが雨天により中止された
ことが大きな要因となりま
す。
　ワーキングメンバー以外の
青少年課の事業「冒険遊び
場」のメンバー（女性）の出
席があるなど、他との連携に
より今までと違う女性の活動
を得ています。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て事務事業に取り組んでいき
ます。

　参加者数のべ63人のう
ち、女性参加者は26人、
41．2％と目標値に達成でき
ました。
　ワーキングメンバー以外の
青少年課の事業「冒険遊び
場」のメンバー（女性）の出
席があるなど、他との連携に
より今までと違う女性の活動
を得ています。
　活動は目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して事
務事業に取り組んでいきま
す。

　参加者数のべ57人のう
ち、女性参加者は26人、
45.6％と目標値に達成でき
ました。
　ワーキングメンバー以外
に、青少年課の事業『冒険遊
び場』の女性メンバーの出席
など、他団体との連携による
女性の活動を得ています。
　活動は目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して事
務事業に取り組んでいきま
す。

22

消
防
指
導
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭地域における男女共同参画
を推進するために、救命講習
会を開催します。

　救急車が到着するまでの間
に市民が救命処置や応急手当
ができるようになることを目
標に、救命講習会を開催しま
した。
　受講者数は目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　救急車が到着するまでの間
に市民が救命処置や応急手当
ができるようになることを目
標に、救命講習会を開催しま
した。応募の多い講習会を増
やして実施ししたため、受講
者数は目標値を達成し、次年
度以降も継続して取り組んで
いきます。

　市民が救命処置や応急手当
を行うことができるようにな
ることを目的に、救命講習会
を開催しました。このことに
より、命の大切さ及び救急車
の適正な利用方法も併せて周
知できました。

20
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23

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑬政策・方針決定の場に女性
の参画を増やすために、様々
な分野におけるポジティブ・
アクションを推進します。
⑭市民が主体的に男女共同参
画を推進するために、自治
会、学校区等、身近な生活圏
である地域において、協働に
よる男女共同参画を推進しま
す。

　選挙管理委員及び補充員、
投票立会人においては、積極
的に女性を登用し目標値を上
回りました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　選挙管理委員及び補充員、
投票立会人においては、積極
的に女性を登用し目標値を上
回りました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　選挙管理委員は改選により
目標値を下回ったものの補充
員及び投票立会人において
は、積極的に女性を登用し目
標値を上回りました。
　活動は目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取
り組んでいきます。

24
学
務
課

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑬政策・方針決定の場に女性
の参画を増やすために、女性
教職員の管理職への登用を検
討します。

　女性教職員１７名を管理職
へ登用しましたが、目標値で
ある３０％には至りませんで
した。管理職の教職員につい
ては、県教育委員会による教
頭候補者選考試験合格者から
登用することとなっており、
今後も女性教職員による同試
験の受験及び管理職への登用
を進めていきます。

　女性教職員２２名を管理職
へ登用した結果、女性管理職
の登用率は、３４．４％とな
り、目標値である３０％を達
成いたしました。管理職の教
職員については、県教育委員
会による教頭候補者選考試験
合格者から登用することと
なっており、今後も女性教職
員による同試験の受験及び管
理職への登用を進めていきま
す。

　女性教職員２０名を管理職
へ登用した結果、女性管理職
の登用率は、３１．３％とな
り、目標値である３０％を達
成いたしました。管理職の教
職員については、県教育委員
会による教頭候補者選考試験
合格者から登用することと
なっており、今後も女性教職
員による同試験の受験及び管
理職への登用を進めていきま
す。

学
校
教
育
指
導
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑫様々な困難を抱える人々が
安心して暮らせる環境を整備
するために、特別支援教育の
充実を図り、特別支援学級担
当職員の研修会を実施し、教
職員の資質向上に努めます。

　特別支援学級担当者会を開
催し、各校の子どもたちや職
員の実態等について情報交換
し、課題の共有を図りまし
た。
　また、特別支援教育に係る
有識者を講師に招いて講演会
を開催しました。参加者が自
身の課題解決の糸口を見つけ
ることができ、充実した講演
会となりました。
　活動は目標値を達成しまし
た。次年度以降も継続して取
り組んでいきます。

　小・中学校合同の特別支援
学級担当者会を実施し、各校
の児童・生徒や教職員の実態
等について情報交換を行い、
取組状況と課題の共有を図り
ました。
　また、特別支援教育に係る
有識者を招いて開催した講演
会は、参加者が自身の取組を
振り返り、これからの実践へ
向けての課題を見つける良い
機会となりました。
　活動は目標値を達成しまし
たが、教職員のさらなる資質
向上に向けて、継続して取り
組んでいきます。

　小・中学校合同の特別支援
学級担当者会を実施し、各校
の児童・生徒や教職員の実態
等について情報交換を行い、
取組状況と課題の共有を図り
ました。
　また、特別支援教育に係る
有識者を招いて開催した講演
会は、参加者が自身の取組を
振り返り、これからの実践へ
向けての課題を見つける良い
機会となりました。
　活動は目標値を達成しまし
たが、教職員のさらなる資質
向上に向けて、継続して取り
組んでいきます。

25

　小・中学校３２校に、地域
の指導協力者をのべ５００回
派遣し、学校内外で体験を重
視した学習活動を行うこと
で、児童・生徒の学びの質の
向上と豊かな心の育成を図り
ました。
 また、指導主事がのべ１，
２７６回にわたり、学校訪問
を行い、指導・助言を通し、
学習指導、児童・生徒指導
等、学校教育全般において学
校への支援を行いました。
　人権教育においては、市内
小・中学校の人権担当教員を
対象に、２回の研修講座を行
い、参加した教員の豊かな人
権感覚を育むとともに、人権
教育指導者としての資質の向
上を図りました。各学校にお
ける、参加者が中心となった
校内人権教育啓発の推進と、
教育活動のあらゆる場面にお
ける、人権教育の実践が課題
です。

　小・中学校３２校に、地域
の指導協力者をのべ４４８回
派遣し、学校内外で体験を重
視した学習活動を行うこと
で、児童・生徒の学びの質の
向上と豊かな心の育成を図り
ました。
　また、指導主事がのべ１，
１６３回にわたり、学校訪問
を行い、指導・助言を通し、
学習指導、児童・生徒指導
等、学校教育全般において、
学校への支援をしました。
　人権教育においては、市内
小・中学校の人権担当教員を
対象に、２回の研修講座を行
い、参加した教員の豊かな人
権感覚を育むとともに、人権
教育指導者としての資質の向
上を図りました。各学校にお
ける、参加者から他の教職員
への研修内容の啓蒙と、教育
活動のあらゆる場面におけ
る、人権教育の実践が課題で
す。

　小・中学校３２校にのべ４
４８回にわたり、地域の指導
協力者を派遣し、体験を重視
した多様な学習活動を行うこ
とで、学びの質の向上を図り
ました。
　また、指導主事がのべ１，
００５回にわたり、学校訪問
を行い、子どもへの適切な関
わり方等について、指導・助
言を行いました。
　人権教育においては、前期
にワークショップ等を通し
て、相互理解を深めるコミュ
ニケーションの在り方につい
ての研修を市内小・中学校の
教職員を対象に行いました。
後期は、豊かな人権感覚を育
むための研修を行いました。
活動は目標値を達成しました
が、各学校において、参加し
た教員が研修内容を啓蒙して
いくことが今後の課題です。

①男女平等について学ぶ機会
を増やすために、地域と連携
し、地域の協力の指導協力者
による学校支援を通して学習
機会の充実を図ります。ま
た、学校教育が適正かつ円滑
に行えるよう支援するため
に、指導主事が各学校を訪問
し指導助言を行い学校支援に
努めます。人権教育を充実さ
せるために、人権教育講座を
開催し、人権教育指導者とし
ての資質と指導力の向上を図
ります。

１　男女平
等の意識づ
くり

学
校
教
育
指
導
課
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26

社
会
教
育
課

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑥男性の家庭生活や地域生活
への参画を進めるために、情
報が与える影響について理解
を深めるとともに、参加相互
の情報共有を図ります。

①「おやこDEひなんじょ体
験」では、子どもを含め２２
人が参加（女性１１人、男性
１１人）、②「会社のひとか
ら社会のひとへ」では延べ４
６人（女性１６人、男性３０
人）の参加がありました。と
もに現代的課題で実施できま
したが、②の講座では学生の
参加も予定しましたが実際は
応募がありませんでした。今
後若者の参加についての課題
もあり、周知方法の検討が必
要です。「放射線ってな
に？」の講座は参加者が集ま
らなく実施できませんでし
た。

①「子どものお金教育を学び
広め隊」では、子どもを含め
８９人が参加（女性５４人、
男性３５人）、②「地域の子
どもに体験を！わくわく減災
おしゃべりワーク」では、子
どもを含め４６人が参加（女
性２１人、男性２５人）、③
「セカンドライフを考える」
では女性１０人、男性５人の
参加がありました。①②の講
座では、主に子どもを対象と
している講座のため、母親の
参加が多く、③の講座では、
男性の参加を多く見込めるよ
うに土曜日に行いましたが、
男性の参加は少なかったで
す。

①「トイレで減災大作戦」で
は、２８人（女性21人、う
ち子ども２人、男性７人）が
参加、②「地球温暖化や環境
問題について学ぶ」では、６
人（女性2人、男性４人）、
③「セカンドライフを考え
る」では12人（女性８人、
男性４人）の参加がありまし
た。
①では、小・中学生を参加対
象として実施しましたが、小
学生２人だけの参加でした。
３つの講座は、日常生活でも
直面する課題である内容であ
り、開催日も土曜日とするな
どしたこともあり、男性の参
加率は32.6％となりまし
た。

小
和
田
公
民
館

１　男女平
等の意識づ
くり

③平和の尊さを啓発する事業
と国際連携及び協力を推進す
るために、市内在住の外国人
を講師に、その国の文化にふ
れ、交流をはかることを目的
とする事業を１つ計画しま
す。

　茅ヶ崎市在住の中米の国ホ
ンジュラスの方を講師に招
き、１回目は小学生とその保
護者を対象に国や文化につい
てのお話と郷土料理の調理と
試食、２回目は、一般を対象
に国の特産物であるコーヒー
豆にまつわる話を伺い、中米
の国ホンジュラスに対する理
解を深めることができまし
た。

　県内在住のフランス人を講
師に迎え、母国であるフラン
スの紹介とフランス語を習う
ことを通して、外国の文化に
触れるとともに地域の
人々との交流をはかることが
できた。

　国際交流を図るための外国
人講師の選定ができず事業計
画を立てられませんでした。

小
和
田
公
民
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環
境をつくるために、子育て支
援講座を乳幼児、小学生、中
学生に分け、それぞれの保護
者を対象に３事業を計画しま
す。

　ちびっこ広場では未就園児
とその保護者にふれあいと仲
間づくりの場を提供できまし
た。また、家庭教育の支援に
関する事業では生きていくう
えで困難な局面を乗り切るた
めに自分で考え、選んでゆく
力を養ってゆくにはどのよう
にすればよいのか、また、小
学校期に抱える心の問題や中
学校に進んだ時に感じる環境
の変化について教育者として
の経験から話を伺い、子育て
支援の一環としました。
　青少年育成推進協議会及び
ＰＴＡとの共催で次年度以降
も継続して取り組んでいきま
す。

　ちびっこ広場では未就園児
とその保護者にふれあいと仲
間づくりの場を提供できまし
た。また、家庭教育の支援に
関する事業では、児童期にお
ける運動の必要性等の話に加
え、家庭で親子でてきる姿
勢、動きの基本となる体幹エ
クササイズとストレッチを体
験し、子育て支援の一環とし
ました。
　青少年育成推進協議会及び
ＰＴＡとの共催で次年度以降
も継続して取り組んでいきま
す。

　ちびっこ広場では未就園児
とその保護者にふれあいと仲
間づくりの場を提供できまし
た。
　また、家庭教育の支援に関
する事業では、子供と接する
機会の少ない父親を対象に育
児の機会を提供することで、
母親の育児の負担感の軽減の
一助としました。
　さらに、青少年育成推進協
議会及びＰＴＡとの共催で
「日光修学旅行事前授業」を
体験してもらい、家族の触れ
合いの時間につながるきっか
けを提供できました。共催事
業は次年度以降も継続して取
り組んでいきます。

28

鶴
嶺
公
民
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環
境をつくるために、子育て支
援講座や介護に関する講座を
実施します。

　「子育ての広場カルガ
モ」、「つるみね子育て講
座」で実施回数は目標どおり
実施しましたが参加者数は目
標値を下回りました。「疲れ
ない介護」と「しなやかに生
きるための女性講座」は実施
しませんでした。
　各講座の実施時に保育ボラ
ンティアを配置し、未就学児
を持つ子育て中の人が参加し
やすい環境を整えました。

　講座保育ボランティアは実
施回数・利用人数ともに目標
を大きく上回り、子育て中の
保護者が講座に参加しやすい
環境を整えました。

　子育て支援講座に位置づけ
られる「子育ての広場カルガ
モ」、「つるみね子育て講
座」の実施回数は目標を達成
し、参加者数も目標値を大幅
に上回る結果となりました。
　また、「女性のための美ボ
ディ講座」を実施し、仕事と
家庭の両立と健やかな生活を
送れるようサポートしまし
た。各講座開催につき、保育
ボランティアを付け、子育て
世代の方々にも気軽に参加で
きる環境を整えました。

27
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鶴
嶺
公
民
館

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑫様々な困難を抱える人々が
安心して暮らせる環境を整備
する一助として、学習機会を
提供します。

　事務事業全体を見直した結
果、当該事業は実施しません
でした。
　次年度以降は、事務事業全
体のバランスを勘案して事業
を検討していきます。

　他の主催事業との関係で実
施できませんでした。２７年
度は、計画最終年度でもあ
り、事業を検討していきま
す。

　主催事業全体を検討し見直
した結果、当該事業は実施し
ませんでした。

29

松
林
公
民
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育てが、しやすい環境を
つくるために、子育て中の親
に学習機会の提供のため講座
一時保育を実施します。
⑥男性の家庭生活や地域生活
への参画をすすめるために、
日頃公民館を利用しない男性
に、公民館事業を理解しても
らい、地域参加へのきっかけ
をつくり、家庭参加の機会と
して実施します。

　家庭教育支援関連事業につ
いては、各事業とも講師、ボ
ランティアの協力により、学
習やコミュニケーションの場
として機能したと考えます。
次年度以降については、父親
向け事業の内容検討をさらに
深めていきます。
　社会的要請課題をテーマと
した事業についても、目標の
２事業を実施することがで
き、次年度に向けても、事業
内容を精査し、継続して取り
組んでいきます。

　家庭教育支援関連事業につ
いては、目標の4事業を実施
することができた。各事業と
も、昨年に引き続き講師、ボ
ランティアの協力により、学
習やコミュニケーションの場
として機能したと考えます。
父親向け事業の実施が実現で
きなかったため、次年度に向
け検討を進めていきます。
　社会的要請課題をテーマと
した事業についても、目標の
２事業を実施することがで
き、引き続き、次年度に向け
ても、事業内容を精査し、継
続して取り組んでいきます。

　家庭教育支援関連事業につ
いては、目標の4事業を実施
することができた。事業の見
直しを行い、新規事業にも取
り組んだが、講師、ボラン
ティアの協力により学習や、
コミュニケーションの場とし
て機能したと考えます。
　また、父親向け事業として
「夫婦で学ぶイクメン教室」
実施し、父親に向けても、家
事や育児に興味関心を高めて
もらう良い機会とできたと考
える。
　社会的要請課題をテーマと
した事業についても、目標の
２事業を実施することがで
き、引き続き今後も、事業内
容を精査し、継続して取り組
んでいきます。

南
湖
公
民
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環
境をつくるために、親子で気
軽に参加できるフリースペー
スの開設や家庭教育について
の講座、子育て中の親を支え
るボランティア活動の場を提
供します。

　わらべうたと絵本で遊ぼう
では、わらべうたや絵本をと
おして、親と子どものコミュ
ニケーションを取り子どもの
健やかな成長を育む講座を開
催しました。
　絵本とお話の時間では、親
子、友だちと時間を共有し、
子どもの心や言葉が健全に育
つ講座を開催しました。
　ひだまりでは、子どもと保
護者がゆったりとした時間を
すごす空間をつくり、子育て
支援を目的とする講座を開催
しました。
　活動は全て目標を達成して
おり、次年度以降も継続して
取り組んでいきます。

　健康講座では、現代日本人
の抱える、心と体の健康に関
する諸問題を学習しました。
　家庭教育支援講座では、次
世代育成を主眼として親の役
割や子育てに必要なことを学
ぶ講座を開催しました。
　現代的・地域的課題講座で
は、様々な切り口で現代・地
域課題について考える講座を
開催しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　わらべうたと絵本で遊ぼう
では、わらべうたや絵本をと
おして、親と子どものコミュ
ニケーションを取り子どもの
健やかな成長を育む講座を開
催しました。
　絵本とお話の時間では、親
子、友だちと時間を共有し、
子どもの心や言葉が健全に育
つ講座を開催しました。
　ひだまりでは、子どもと保
護者がゆったりとした時間を
すごす空間をつくり、子育て
支援を目的とする講座を開催
しました。
　家庭教育支援講座では、次
世代育成を主眼として親の役
割や子育てに必要なことを学
ぶ講座を開催しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

南
湖
公
民
館

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑩生涯にわたる健康を支援す
るために、健康講座・健康相
談事業を推進します。
⑫様々な困難を抱える人々が
安心して暮らせる環境を整備
するために、環境、平和、情
報化などの社会や地域の現況
を見据えた事業を定期的に開
催します。

　健康講座では、現代日本人
の抱える、心と体の健康に関
する諸問題を学習しました。
　家庭教育支援講座では、次
世代育成を主眼として親の役
割や子育てに必要なことを学
ぶ講座を開催しました。
　現代的・地域的課題講座で
は、様々な切り口で現代・地
域課題について考える講座を
開催しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　講座保育ボランティア事業
では、公民館の講座に子育て
中の親が参加しやすいよう、
講座保育制度を設け、その保
育のボランティア登録に取り
組みました。
　託児の申し込みがなかった
講座があるため、目標を下回
りましたが、次年度以降も継
続して取り組んでいきます。

　健康講座では、現代日本人
の抱える、心と体の健康に関
する諸問題を学習しました。
　現代的・地域的課題講座で
は、様々な切り口で現代・地
域課題について考える講座を
開催しました。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。
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南
湖
公
民
館

４　男女が
共に参画す
るまちづく
り

⑭市民が主体的に男女共同参
画を推進するために、子育て
中の親を支えるボランティア
活動の場を提供します。

　講座保育ボランティア事業
では、公民館の講座に子育て
中の親が参加しやすいよう、
講座保育制度を設け、その保
育のボランティア登録に取り
組みました。
　事務事業は、次年度以降も
継続して取り組んでいきま
す。

　講座保育ボランティア事業
では、公民館の講座に子育て
中の親が参加しやすいよう、
講座保育制度を設け、その保
育のボランティア登録に取り
組みました。
　託児の申し込みがなかった
講座があるため、目標を下回
りましたが、次年度以降も継
続して取り組んでいきます。

　講座保育ボランティア事業
では、公民館の講座に子育て
中の親が参加しやすいよう、
講座保育制度を設け、その保
育のボランティア登録に取り
組みました。
　託児の申し込みがなかった
講座があるため、目標を下回
りましたが、次年度以降も継
続して取り組んでいきます。

香
川
公
民
館

１　男女平
等の意識づ
くり

③平和の尊さを啓発する事業
と国際連携及び協力を推進す
るために、国際理解・異文化
理解を深める機会を充実させ
ます。

  講座「ペルー人から見た日
本の生活」を開催し、自国を
理解するとともに国際理解の
輪を広げました。
　活動は目標値を達成してお
り、次年度以降も継続して取
り組んでいきます。

　国際理解講座（米国人から
見た日本はどんな国？）では
外国人へのアンケートを基、
国際化の中で日本人のとるべ
き対応等を考えました。
　次年度も継続して講座を開
催する。

　国際理解講座 （インド・
イスラーム王朝物語：500年
を旅する）を開催し、１１名
参加がありあました。インド
の建築物や歴史を知ることで
発展著しいインドに関心や興
味を持ってもらえる機会とな
りました。
　次年度以降も継続して講座
を開催します。

香
川
公
民
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環
境をつくるために、家庭教育
支援事業を充実させます。

　乳幼児を持つ親に憩いの場
として「かめさんのおうち」
を開催し、参加者相互の交流
の場、子育てに関する情報の
提供をしました。また、その
保育相談者の研修会も開催し
ました。
　この事業は参加者も多く、
次年度以降も継続して取り組
んでいきます。

　乳幼児と親の交流フリース
ペースとして「かめさんのお
うち」を開催。子育てに関す
る情報の提供や子育ての相談
に乗ったりしました。
　毎月の事業として、次年度
以降も継続して開催します。

　乳幼児と親の交流フリース
ペースとして「かめさんのお
うち」を開催し、子育ての悩
みや不安を一人で抱え込まな
いよう身近で気軽に利用でき
る支援の場を創出しました。
　毎月の事業として、次年度
以降も継続して開催します。

32

青
少
年
課

３　人権が
尊重される
社会づくり

⑦あらゆる暴力をなくすため
に、特に青少年においては
「子どもの安全を守る都市宣
言」に基づき、その理念の具
現化に向け、子どもの安全を
守るキャンペーンなどの啓発
活動を充実するとともに、イ
ンターネット上の青少年に対
する有害情報の監視事業を実
施します。

　青少年関係団体の協力、お
よび防災無線・市広報紙等に
よる呼びかけ、更には市職員
による見守り活動などによ
り、全市的な子どもの安全を
守る取り組みを実施しまし
た。
　活動は概ね目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　青少年関係団体の協力、お
よび防災無線・市広報紙等に
よる呼びかけ、更には市職員
による見守り活動などによ
り、全市的な子どもの安全を
守る取り組みを実施しまし
た。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

　青少年関係団体の協力、お
よび防災無線・市広報紙等に
よる呼びかけ、更には市職員
による見守り活動などによ
り、全市的な子どもの安全を
守る取り組みを実施しまし
た。
　活動は全て目標値を達成し
ており、次年度以降も継続し
て取り組んでいきます。

33
図
書
館

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育て、介護がしやすい環
境をつくるために、親子の憩
いの場や交流づくりを目的に
読み聞かせ講習会やおはなし
会を行います。

　継続的に実施している読み
聞かせ講習会に加えて、乳幼
児期における家庭での読み聞
かせについての講演会を実施
しました。また、おはなし会
を定期的に開催したほか、子
育て支援センターなどにも出
向いて読み聞かせを行いまし
た。香川分館でも本館に続き
乳幼児向けのおはなし会を隔
月で開催しました。
　活動は目標値を達成してお
り、次年度以降も継続的に取
り組んでいきます。

　継続的に実施している読み
聞かせ講習会に加えて、乳幼
児期における家庭での読み聞
かせについての講演会と小学
校での読み聞かせについての
講座を実施しました。また、
おはなし会を定期的に開催し
たほか、子育て支援センター
などにも出向いて読み聞かせ
を行いました。香川分館でも
引き続き乳幼児向けのおはな
し会を隔月で開催しました。
　活動は目標値を達成してお
り、次年度以降も継続的に取
り組んでいきます。

　継続的に実施している読み
聞かせ講習会に加えて、乳幼
児期における家庭での読み聞
かせについての講演会と小学
校での読み聞かせについての
講座、研究会を実施しまし
た。また、おはなし会を定期
的に開催したほか、子育て支
援センターや松浪コミュニ
ティセンターなどにも出向い
て読み聞かせを行いました。
香川分館では毎月おはなし会
を開催したほか乳幼児向けの
おはなし会を隔月で開催しま
した。また、ハマミーナ図書
室でもおはなし会を開催しま
した。
　活動は目標値を達成してお
り、次年度以降も継続的に取
り組んでいきます。

34

教
育
セ
ン
タ
ー

２　仕事と
生活の両立
ができる環
境づくり

⑤子育てに関する情報を提供
するために、講座・講演会を
開催します。

　講座・講演会では、より多
くの方に参加いただけるよ
う、広報に努めました。
　講座・講演会参加者数は、
大雪のため講座が１回中止と
なったものの目標値を概ね達
成しており、次年度以降も継
続して取り組んでいきます。

　講座・講演会では、より多
くの方に参加いただけるよ
う、広報に努めました。
　講座・講演会参加者数は、
目標値を達成しており、次年
度以降も継続して取り組んで
いきます。

　講座・講演会では、より多
くの方に参加いただけるよ
う、広報に努めました。
　講座・講演会参加者数は、
目標値には届かなかったもの
の多くの参加があり、次年度
以降も継続して取り組んでい
きます。

31

30
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Ⅳ　資料

ちがさき男女共同参画推進プラン後期事業計画　事務事業一覧

1 階層別研修 職員課 22

2 生涯学習の機会の提供 文化生涯学習課 22

3 生涯学習の機会の提供 文化生涯学習課 22

4 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 22

5 ふれあい教育推進事業 学校教育指導課 22

6 学校訪問（計画・要請・機会訪問） 学校教育指導課 22

7 人権教育講座 学校教育指導課 22

8 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 24

9 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 24

10 平和啓発事業 男女共同参画課 24

11 「平和について」ポスター・作文コンテスト事業 男女共同参画課 24

12 ピーストレイン平和大使広島派遣事業 男女共同参画課 24

13 国際交流関係事業 男女共同参画課 24

14
茅ヶ崎市外国語版便利帳改訂版作成事業
※後期事業計画から追加

男女共同参画課 24

15
社会的要請課題をテーマとした事業
※後期事業計画より「一般学習事業」から変更

小和田公民館 24

16
社会的要請課題をテーマとした事業
※後期事業計画より「国際・異文化理解事業」か
ら変更

香川公民館 26

17 時間外勤務削減に向けてのノー残業デーの実施 職員課 26

18 総合評価落札方式 契約検査課 26

19 ちがさきしごと相談デー 雇用労働課 26

20 ちがさき就職サポートコーナー 雇用労働課 26

21 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 26

22 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 26

23 待機児童解消のための保育園整備拡充 保育課 26

24 放課後児童健全育成事業 保育課 26

１
　
男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り

１　男女平等について学ぶ機会を増や
す

２　「男は仕事、女は家庭」という固
定的性別役割意識をなくす

３　平和の尊さを啓発する事業と国際
連携及び協力を推進する

２
　
仕
事
と
生
活
の
両
立
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

４　働きやすい環境をつくる

担当課名 頁
基本
目標

目標 № 事務事業名
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25 家庭的保育事業 保育課 28

26 休日等保育事業 保育課 28

27 延長保育事業 保育課 28

28 特定保育事業 保育課 28

29 一時預かり事業 保育課 28

30 病後児保育事業 保育課 28

31 産休明け保育事業 保育課 28

32 地域包括支援センター運営事務 高齢福祉介護課 28

33
地域福祉総合相談室運営事業
※後期事業計画から追加

子育て支援課 28

34 子育て支援の推進事業 子育て支援課 30

35
子育てポータルサイト事業
※後期事業計画から追加

子育て支援課 30

36 子育て短期支援事業 子育て支援課 30

37 子育て支援センター事業 子育て支援課 30

38 ファミリーサポートセンター事業 子育て支援課 30

39 母子保健指導事業 こども育成相談課 30

40 子育て教室事業 こども育成相談課 30

41 育児支援家庭訪問事業 こども育成相談課 30

42 療育相談事業 こども育成相談課 30

43 道路安全施設設置事業 道路管理課 30

44
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「親子ふれあい事業」から変
更

小和田公民館 30

45
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「子育て支援事業」から変更

小和田公民館 30

46 講座保育ボランティア 鶴嶺公民館 30

47
子ども事業
※後期事業計画より「子育ての広場」から変更

鶴嶺公民館 32

48
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「つるみね幼児子育て講座」
から変更

鶴嶺公民館 32

－
疲れない介護
※前期事業計画で終了

鶴嶺公民館 －

頁担当課名

２
　
仕
事
と
生
活
の
両
立
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

４　働きやすい環境をつくる

５　子育て、介護がしやすい環境をつ
くる

基本
目標

目標 № 事務事業名
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49
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「子育て支援事業」から変更

松林公民館 32

－
子育て支援事業
※後期事業計画より「子育て支援事業」から変
更、№４９と統合

松林公民館 －

－
子育て支援事業
※前期事業計画で終了

松林公民館 －

－
子育て支援事業
※前期事業計画で終了

松林公民館 －

50
社会的要請課題をテーマとした事業
※後期事業計画より「一般学習事業」から変更

松林公民館 32

51 楽しい子育て講座事業 南湖公民館 32

52 絵本とお話の時間事業 南湖公民館 32

53 ひだまり事業 南湖公民館 32

54
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「家庭教育支援事業」から変
更

香川公民館 32

55
家庭教育支援関連事業
※後期事業計画より「家庭教育支援事業」から変
更

香川公民館 32

56 子ども読書活動推進事業 図書館 32

57 図書館自主事業 図書館 32

58
幼児期の教育に関する基礎研究・研修事業
※後期事業計画から追加

教育センター 32

59
「子どもの教育」講座・講演会
※後期事業計画から追加

教育センター 32

60 次世代育成支援対策の推進 職員課 34

61 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 34

62 母子保健指導事業 こども育成相談課 34

63 社会教育講座の開催 社会教育課 34

－
社会的要請課題をテーマとした事業
※後期事業計画より「男性の家庭生活への参画」
から変更、№５０と統合

松林公民館 －

64 セクシャルハラスメント防止対策 職員課 34

65 性別欄廃止の推進 企画経営課 34

66 人権擁護活動事業 市民相談課 34

67 女性問題の研究調査及び啓発 男女共同参画課 34

68 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 36

69 保健福祉総合相談事業 保健福祉課 36

３
　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

７　あらゆる暴力をなくす

２
　
仕
事
と
生
活
の
両
立
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

５　子育て、介護がしやすい環境をつ
くる

６　男性の家庭生活や地域生活への参
画をすすめる

頁担当課名
基本
目標

目標 № 事務事業名
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70 家庭児童相談事業 こども育成相談課 36

71
家庭児童相談事業
※後期事業計画から追加

こども育成相談課 36

72 子どもの安全を守る都市の推進 青少年課 36

73 子どもの安全を守る都市の推進 青少年課 36

74 子どもの安全を守る都市の推進 青少年課 36

75 子どもの安全を守る都市の推進 青少年課 36

76 子どもの安全を守る都市の推進 青少年課 36

77 ＤＶ被害者支援ネットワーク事業 男女共同参画課 38

78 女性問題の研究調査及び啓発 男女共同参画課 38

79 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 38

80 人権同和対策に関すること 男女共同参画課 38

81 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 38

82 がん検診事業 保健福祉課 38

83 がん検診事業 保健福祉課 38

84 母子健康手帳交付事業 こども育成相談課 38

85 妊婦健康診査事業 こども育成相談課 40

86 妊婦健康診査事業 こども育成相談課 40

87 母子栄養健康づくり事業 こども育成相談課 40

88 集団健康教育事業 スポーツ健康課 40

89 栄養改善事業 スポーツ健康課 40

90 健康相談事業 保健福祉課 40

91 高齢者の生きがいと健康づくり推進事業 高齢福祉介護課 40

92 介護予防・健康づくり事業 高齢福祉介護課 40

93 脳の健康教室事業 高齢福祉介護課 40

３
　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

７　あらゆる暴力をなくす

８　茅ヶ崎市男女共同参画推進セン
ターいこりあを拠点とした相談事業に
取り組む

９　女性が自分のからだのことを自分
で決める権利を女性の人権として確立
する

10　生涯にわたる健康を支援する

頁担当課名
基本
目標

目標 № 事務事業名
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94 思春期保健事業 こども育成相談課 42

95 思春期保健事業 こども育成相談課 42

96 乳幼児健康診査事業 こども育成相談課 42

97 乳幼児健康診査事業 こども育成相談課 42

98 乳幼児健康・育児相談事業 こども育成相談課 42

99 健康講座事業 南湖公民館 42

100
広報主任会議でのメディア・リテラシーの周知・
啓発

秘書広報課 42

101 人権擁護活動事業 市民相談課 42

102 人権擁護活動事業 市民相談課 42

103 人権擁護活動事業 市民相談課 44

104 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 44

－
外国人相談事業
※前期事業計画で終了

男女共同参画課 44

105 重度障害者医療費助成事業 障害福祉課 44

106 障害者就労支援事業 障害福祉課 44

－
障害者地域作業所指導事業
※前期事業計画で終了

障害福祉課 44

107 自立支援給付費に関する事務 障害福祉課 44

108 コミュニケーション支援事業 障害福祉課 44

109 成年後見制度利用支援事業 障害福祉課 44

110 地域活動支援センター及び相談・生活支援事業 障害福祉課 44

111 訪問入浴サービスに関する事務 障害福祉課 44

112 移動支援事業 障害福祉課 46

113 日中一時支援事業 障害福祉課 46

114 店舗活用型就労支援事業 障害福祉課 46

頁

３
　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

10　生涯にわたる健康を支援する

11　人権尊重のために、メディアか
らの情報を主体的に読み解く力（メ
ディア・リテラシー）を育成する

12　様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備する

担当課名
基本
目標

目標 № 事務事業名
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115 ＳＯＳネットワーク事業 障害福祉課 46

116
障害者虐待防止事業
※後期事業計画から追加

障害福祉課 46

117 任意事業 高齢福祉介護課 46

118 母子父子家庭親子ふれあい事業 子育て支援課 46

119 母子家庭等日常生活支援事業 子育て支援課 46

120 母子家庭等高等技能訓練促進費事業 子育て支援課 46

121 母子家庭等自立支援教育訓練給付金事業 子育て支援課 46

122 ひとり親家庭等医療費助成事業 子育て支援課 46

123
道路舗装修繕事業
※後期事業計画より「歩道段差改良工事」から変
更

道路管理課 46

124 市道０１０７号線（桜道）整備事業 道路管理課 46

125 小学校特別支援学級教育支援事業 学校教育指導課 48

126 中学校特別支援学級教育支援事業 学校教育指導課 48

127 社会的要請課題をテーマとした事業 鶴嶺公民館 48

128 家庭教育支援事業 南湖公民館 48

129 現代的・地域的課題講座事業 南湖公民館 48

130 女性職員の管理職への登用 職員課 48

131 市民参加推進・啓発事業 企画経営課 48

132
農業経営基盤強化促進事業
※後期事業計画から追加

農業水産課 48

133 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 48

134 選挙管理委員会会議 選挙管理委員会事務局 50

135 女性教職員の管理職への登用 学務課 50

136 市民活動サポートセンター管理運営事業 市民自治推進課 50

137 地域集会施設の管理運営事業 市民自治推進課 50

138 市民活動推進補助事業 市民自治推進課 50

139 市民活動等災害補償制度事業 市民自治推進課 50

140 防災訓練事業（総合防災訓練の開催） 防災対策課 50

４
　
男
女
が
共
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

13　政策・方針決定過程の場に女性
の参画を増やす

14　市民が主体的に男女共同参画を
推進する

３
　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

12　様々な困難を抱える人々が安心
して暮らせる環境を整備する

頁担当課名
基本
目標

目標 № 事務事業名
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141
自主防災組織育成事業（地区自治会連合会防災訓
練の指導）

防災対策課 50

142 自主防災組織育成事業（防災研修会の開催） 防災対策課 50

143 自主防災組織育成事業（防災リーダーの育成） 防災対策課 52

144 自主防災組織育成事業（女性消防隊の育成） 防災対策課 52

145
自主防災組織育成事業（避難所関係者による打合
せ会）

防災対策課 52

146
地域防災計画推進事業
※後期事業計画から追加

防災対策課 52

147 地域防犯活動推進事業 安全対策課 52

148 地域防犯活動推進事業 安全対策課 52

149 交通安全啓発事業 安全対策課 52

150 地産地消推進事業 農業水産課 52

151 まなび人材事業 文化生涯学習課 52

152 生涯学習情報の収集・提供と相談体制の充実 文化生涯学習課 52

153 地域における男女共同参画の推進 男女共同参画課 52

154
男女共同参画推進センターいこりあ登録団体申請
受付及び支援

男女共同参画課 52

155 新たな分野に取り組む事業 男女共同参画課 54

156 男女共同参画啓発等推進事業 男女共同参画課 54

157 市民の森再整備ワーキング 公園緑地課 54

158
救命講習普及啓発事業（旧救命講習会拡大事業）
※後期事業計画から追加

消防指導課 54

159 県議会議員及び県知事選挙の執行管理 選挙管理委員会事務局 54

160 市議会議員及び市長選挙の執行管理 選挙管理委員会事務局 54

161
衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査の
執行管理

選挙管理委員会事務局 54

162 参議院議員通常選挙の執行管理 選挙管理委員会事務局 54

163 講座保育ボランティア事業 南湖公民館 54

担当課名 頁

４
　
男
女
が
共
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

14　市民が主体的に男女共同参画を
推進する

基本
目標

目標 № 事務事業名
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